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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章




四年前──六月




　街路樹に点ついた残り火はチロチロと燻くすぶり、アスファルトの亀き裂れつには水みず溜たまりができていた。雨あま脚あしは強い。壊こわれた信号が街を赤く染めていた。

　桐きり原はら有ゆうが目を覚ますと、そこに幼おさな馴な染じみの姿はもうなかった。

　何が起こったのか。

　容易に想像できる。

　化物だ。

　化物が彼女を滅ころしたのだ。

　食ったのか、消し炭に変えたのか、もしくは文字通り消しよう滅めつさせてしまったのか──わからないけれど、ただ、もう彼女は帰ってこない。惨さん状じようを見れば、それくらいのことはあまり頭の良くない桐原にも理解できた。

　事態を把は握あくすると同時、桐原はどうしようもなく啼ないた。喚わめいた。自分の無力さを嘆なげき、化物を心から呪のろった。

　絶望の底で呻うめき蠢うごめきながら、考えたことは一つだ。

　復ふく讐しゆう。

　それから間もなく、桐原は、二人の少女と出会う。

「あたしがあなたの剣けんになる」──両親を殺された真ま宮みや真ま琴ことは宣言し、

「わたしが書庫になりましょう」──記憶のない佐さ伯えき白しら乃のは呟つぶやく。




　あの梅つ雨ゆ、三人は化物を滅ころすため、一つの国システムを作った。








　第一章　〈皇国フアミリア〉




　あるところに、三人の少年少女が治める、小さなおとぎの国がありました。




　　　　＊




現在──六月一五日（月）　午後八時




　生徒が一人、逃にげている。

「はあ……はあ……っ！」

　艶つやのある長ちよう髪はつが風で乱れ、剥むき出しの太ももには制服のスカートが纏まとわりつく。

　午後八時を少し過ぎたころ。日は沈しずんでいる。

　狭せまい裏路地だ。

　人ひと気けはないのに息苦しさだけはあった。

　気温はぬるく、湿しつ度どが高い。生徒の肌はだを、養液の中に閉じ込められたような不快感が撫なでる。

　もちろん梅雨という時期のせいもあるが、この気持ち悪さの原因は何よりも、後方から追つい跡せきしてくる変質者──あの男のせいだ。

「ひひっ、ひひっ……！」

　肥満体で眼鏡をかけ、迷めい彩さい柄がらのセットアップを着た中年男性。

　男は口の端はしから唾だ液えきを飛ばしながら、下げ卑びた笑い声をあげる。

「くひっひっひひひひ！　いたいけな女の子がこんな薄うす暗ぐらいところに僕を誘さそってどうするつもりかなあ～？」

　生徒の方に誘った覚えはなかった。男が勝手に追ってきただけだ。

「──そんな厭いやらしい君には、僕が愛のこもったお仕置きをしてあげるよぉ……」

　男は口角を上げると、ベストの内ポケットに手を突つっ込む。

「この自じ慢まんのナイフでねぇえええええええええ！」

　取り出されたのは刃は渡わたり一五㎝ほどのコンバットナイフだ。両刃ダブルエツジで、戦せん闘とう用のものに見えた。男はそれをダーツのように振ふりかぶると、生徒の脚あしめがけて投とう擲てきする。

　照準は、あまりにも精確だった。ナイフが生徒のふくらはぎに突き刺ささる。

「……痛つっ!?」

　生徒は体勢を崩くずし、とっさに手を伸のばした。なんとか目の前にあったブロック塀べいに触ふれて、か細い身体からだを支える。

「おっとぉお？　ぬふふ、こりゃいいやぁ！　行き止まりじゃないかぁあ！」

「あっ……」

　塀へいは背後を除く三方を囲んでいる。

　つまり、もう逃げ場はない。

　生徒は足を止め、その場に力なく、へたり込む。

「ひっひひひっ！　追いかけっこも楽しかったけど、そろそろ終わりにしようねえ!!」

　背後から迫る男の足が砂じや利りを踏ふみつけ、ざりゅ、ざりゅ、と気持ちの悪い音を立てる。

　その音を聞きながら、生徒は俯うつむき、地面をじっと見つめた。

　地を這はう蟻ありの行列が、蛾がの死し骸がいを運んでゆく。自然界のシステムに則のつとって。

　システムは常に絶対的だ。

　何ものにも決して侵おかされはしない。

　生徒は、さらに深く頭こうべを垂れる。そして──




　　　　＊




　佐さ伯えき白しら乃のは路地裏に一歩、足を踏み入れた。

　突き当たりに二人の姿を確かく認にんする。

　正面に迷めい彩さい服ふくの男、その向こうに倒たおれ込んだ生徒──位置取りは予定通りだ。

　問題があるとすれば、ただ一つ、生徒が怪け我がをしていることか。この件については、あとで彼を叱しからなければいけないだろう。

　ともあれ、佐伯はコホンと咳せき払ばらいをしてから迷彩男に声をかける。

「停止しなさい。ド変態」

　男が一いつ瞬しゆん、ピクリと肩かたを揺ゆらしてから、不ふ機き嫌げんそうにゆっくりと振り返る。

「……誰だれだあ？　せっかくいいところなのにさぁ」

　男の目が捉とらえたのは、身長一四〇㎝ほどの女子高生だった。

　制服の上から、華きや奢しやな身体からだには似合わない、ずいぶんとオーバーサイズのパーカーを羽織っている。スカートから伸びた手足は細く、純白。

　まるで氷細工のような風ふう貌ぼうの少女だった。

「んぁ、なんだあ？　ただの女の子じゃないか。君も痛い目に遭あいたいのかぁ～い？」

　男は訝いぶかしみながらも、警けい戒かいには値あたいしないと踏んで、構えていた二本目のナイフをくるくると手元で遊ばせた。

　その反応に、佐伯は少しムッとしながら一言だけ尋たずねる。

「田た中なか広ひろしですね」

「……………………あん？」

「一九八〇年二月二日生まれ。Ａ型。元自衛隊員。暴力事件を起こして職を失い、現在無職ニート。その腹いせから、およそ三か月前より近きん隣りんの女子高生ばかりを狙ねらって襲おそっている、ド変態通り魔の田中広──で相そう違いないですね？」

　男は眉まゆ根ねを寄せた。

　潜ひそめたはずの警戒を再び現し、ナイフをしっかりと握にぎる。

「んな……何者だぁ？　なんで僕のことを知ってるんだぁ？」

「なんで？　なんでと問いましたか？　──ふっ、そんなの決まっているでしょう」

　佐伯は微かすかに口の端を上げると、フードの下で薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみを妖あやしげに光らせた。




「〈魔術師〉は普通、物知りなものですよ」




「……は？　マジュ、ツシ？」

　男が言葉の意味を理解するよりも早く、今度は、男の頭上から──影かげが落ちた。




　　　　＊




　真ま宮みや真ま琴ことはブロック塀の上に仁に王おう立だちしたまま、眼下の男へ吐はき捨てる。

「全然ぜ～んぜん、駄だ目め駄だ目めだよ、おじさん」

「──っ!?」

　男が見上げると、ブロンドショートカットヘアに碧へき眼がんの女子高生がそこにいた。

　空のように透すき通ったターコイズブルーの瞳が男を見み据すえている。

「何が駄だ目めかって？　そりゃあ、おじさんが傷つけちゃいけない人を傷つけたからだよ。それさえなければ全部こっちの作戦通りだったのにさ！　──でも、おじさんは最後の最後でやらかしちゃった……。だから、あたしはおじさんを許すわけにはいかないんだよ。〈騎士〉としてね」

「キシ……？　なんだ？　いったい何だってんだ、君たちは……？」

　男には事態が呑のみ込めない。苛いら立だちまじりにナイフを構え、臨戦態勢に入った。

「おっと！　それ、そのナイフ！　そんな危ないものを構えられたら、こっちも武器を抜ぬかざるを得ないんだよ？　覚かく悟ごはできてるのかな？」

「武器ぃい？　ハハッ、お馬ば鹿かさんか君は。そんなもの一体どこにあ──」

　男が喋しやべり終えるのも待たず、真宮は──跳んだ。

「──なっ!?」

　宙に浮く、筋肉と贅ぜい肉にくが理想的なバランスで配合された美び脚きやく。彼女は華か麗れいに上半身を回転させたかと思うと、捻ひねりを加え、筋を伸ばし、それを繰くり出す。




「これが〈騎士あたし〉の剣だ。ナイフごときで止められるもんなら止めてみな」




　あまりにも速すぎる蹴りが──男の顔面を横から薙なぐ。

「ぐごぽぅっ!?」

　男は派手に吹ふき飛んだ。ナイフが手から離はなれ、カランカランと地面を転がる。

「げふ、ごほっ……こ、このガキぃい！　舐なめてるのかよぉおっ……！」

　男は荒あらく息を吐きながらアスファルトを這った。慌あわててナイフへ手を伸ばす。

　しかし、

「おっと、たんま」

　──着地した真宮の足が、男の手を容よう赦しやなく踏みつけた。

「ぎぃああああああああ!?」

「〈皇こう帝てい〉に謁えつ見けんするときは丸まる腰ごしでね？　じゃないと、この手──潰つぶすよ」




　　　　＊




　もう逃げ場はない。三人が包囲した。

　システムは常に絶対的だ。決して何ものにも侵されはしない。

　生徒、桐きり原はら有ゆうは、さらに深く頭を垂れ、そして──被っていたウィッグを取った。スカートのポケットへ力任せに押し込む。

「はあ……また外れか。これじゃ怪我し損じゃないか」

　立ち上がり、砂を払はらって、真宮に押さえつけられている変質者へと歩み寄る。

「なっ!?　お、男ぉお!?」

「そうだよ。悪かったな、いたいけな女子高生じゃなくて。──というか、あの程度の変装で見み抜ぬけないで、『愛のこもったお仕置きを』とかよく言えたもんだな」

　幸運だった。桐原の貧弱な身体と白い肌は一見、女性のようにも見える。

　男は奥歯を噛かみ、桐きり原はらを睨にらみつける。

「くっ……誰だ、君は！」

「〈皇帝〉。とりあえず仕事中は、そう名乗ることになってる。厨ちゆう臭くさい名前だけどな」

　桐原は恥はずかしそうに頬ほおを掻かきながら、その二つ名を伝えた。

「コ、コウテイ……？　ふざけてるのかあ!?　さっきからマジュツシだのキシだのコウテイだの！」

「ふざけてないよ、生あい憎にくこれでも大おお真ま面じ目めだ。そりゃあ、あんたの方は、ちょっとしたおふざけのつもりでこんなことをしてたのかもしれないが──」

〈皇帝〉と名乗った少年──桐原は自分のふくらはぎに目をやると、刺さっていたナイフをグチッと引き抜いた。

　血が噴ふき出す。

　激痛に一瞬、顔をしかめてから吐き捨てる。

「知ってるか？　かなり痛いんだぞ、このナイフ」

「うっ……!?」

「あんたも試してみるか？」

　桐原の見た目は、貧ひん弱じやくな高校生だ。

　しかし、彼が右手で男の頭を掴つかんだ途と端たん、男は、吐きかけた暴言を呑み込んだ。

（な、何だ……こいつッ……）

　尋じん常じようではない寒気が背中を撫ぜ、冷ひや汗あせが全身を伝う。理り屈くつではなく、男の本能が──自衛隊経験者の勘が、警告を発していた。

（やっ、ヤバい……なんだかよくわからないけどヤバいよ、この状じよう況きようは……!?）

　体てい裁さいなど構っていられない。唾つばを飲み、とっさに弁明する。

「ち、違ちがう！　違うんだよぉおおおっ！」

「……は？　何が違うんだ」

「その、わ、悪気はなかったんだよ!?　苦しめようとか、そういうつもりは全然なくてさ！」

　男は、隙すきを窺うかがうようにして桐原を見上げた。

　しかし、桐原は隙などなく興味もなく、諦てい観かんした目で相あい槌づちを打つ。

「へえ」

「っ……へ、へえって君……」

「で？　要するに何が言いたいんだよ、おじさん」

「えっ!?　やっ、だ、だからあれさっ！　その、なんというか、情状酌しやく量りようの余地ありっつーかさ、ゆっ、許してもらえないかな!?　頼たのむよぉお！　この通りぃい！」

「許、す……？」

　桐原は苦く笑しようし、怪け訝げんそうに顎あごを引いた。

「おいおい！　あんた、もしかして俺たちを正義の味方かなんかと勘かん違ちがいしてるんじゃないか？」

「へ……？」

　桐原は呆あきれたような表情で首を振ふると、

　男の半開きの口に──ローファーの爪先を蹴りいれた。

「ふごぉぼお!?」

「なあ、おじさん。よく聞けよ？　俺たちは正義の味方じゃない。正義の味方みたいな、『曖あい昧まいで不安定な存在』じゃあない。ただ受けた依い頼らいを解決するだけの『絶対的なシステム』だ。だから、そう──理解できたか？　こうして俺たちがここにいるって時点で、とっくにな──」

「う、うぁ……っ!?」
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「あんたの処刑は確定事項なんだよ」




　　　　＊




現在──六月一六日（火）午前七時




名無しさん：おいっ、お前ら見たかよ今朝のニュース！

名無しさん：なに？

ぶちこ：あーあれかー見た見た

名無しさん：何の話？

アルファ：通り魔まが逮たい捕ほされたってやつだろ

名無しさん：え、マジ？　春頃ごろから話題になってたあいつか？　名前なんていったっけ？

名無しさん：三月ウサギプレイボーイ

名無しさん：[image: ]そうそれ。捕つかまったのか。よかったなー！

黒羽†星流：私もニュースは見ましたけど……あれ、警察の仕し業わざじゃないですよね？

名無しさん：ウサ耳全ぜん裸らで晒さらされてたからな

名無しさん：そうそう！　笑えるｗｗ　マジプレイボーイだわｗｗｗｗ

名無しさん：三か月も野放しだったのにな。誰だれが捕まえてくれたんだろ

名無しさん：オレ、聞いたよ

名無しさん：ん？

名無しさん：また〈皇国フアミリア〉が動いたんだってさ




〈皇国フアミリア〉というインターネットサイトがある。

　ほぼ真っ白なページに、王おう冠かんのアイコン一つだけが設置されている。

　アイコンをクリックするとメールボックスが開く。

　依頼人は、そこに依頼の内容と支し払はらい提示額を記き載さいし送る。

　承しよう諾だくされれば解決され、振り込み先の番号が後日届く。

　依頼の内容は、なんでもいい。

　たとえば殺人でも。

　額によっては。




　そういう都お市と伝ぎ説話。




　　　　＊




現在──六月一六日（火）午前七時




　桐原は、古い夢を見ていた。

　いつも同じ、幼い少年とお姫ひめさまが出てくる夢だ。

　少年はお姫さまの手を取ろうとするけれど、寸前でお姫さまは消えてしまう。

　ただ　　それだけの　　　　夢だった。




　澱よどんだ意識の中、ピコン♪と。

　可愛かわいらしい機械音が耳元で鳴って、桐原は目を覚ます。

「んっ」

　瞼まぶたを擦こすり、上体を起こすと、そこは自室の勉強机だった。

　目の前にはデスクトップＰＣがある。

　昨日、夜よる遅おそくまで使っていたチャットソフトが起動されっぱなしで、画面には〈魔ま術じゆつ師しさんが入室しました〉と表示されている。

魔術師：桐原くん、起き床しようしていますか？

　文字の脇わきに立つ人ひと形がたのアイコン──ファンタジーＲＰＧの魔法使いのようなキャラクターが、吹ふき出しをポップアップさせている。

「…………」

　桐原は頭を掻かき、それからキーボードを叩たたく。

皇帝：ああ、起きてるよ。おはよ

　桐原のアイコン──王冠を被かぶった髭ひげ面づらのキャラクターがピコン♪と吹き出しを吐はいた。

魔術師：おはようございます。本日の天あま見みヶが関せきは降水確率三〇％。薄うす曇ぐもりです。今日も一日、頑がん張ばりましょう

皇帝：ありがとう。でさ、いきなりで悪いんだけど『通話』に切り替かえてくれるか？

魔術師：む？　どうしてですか

皇帝：んーと、その……ちょっとキーボードの調子が悪くてな

　まさか涎よだれで濡ぬれたとは言えない。

魔術師：？　はあ。いいですけれど……

　桐原は手近なティッシュでDeleteのあたりをせこせこと拭ふく。その間に、今度はピコピコン♪と音がして、ディスプレイに大きなウィンドウが出現した。ビデオ通話モードだ。

　相手の顔がディスプレイに映し出される。




『あっ。桐原くん、その格好、また机で就しゆう寝しんしましたね？　風か邪ぜひくからやめてくださいと言いましたのに』




　雪解けのように透すき通った声で、色白の少女は言った。

　佐伯白乃。

　私立西せい洋よう道どう学園一年。桐原の同級生。

　彼女は──少しばかり特とく徴ちよう的な外見をしていた。

　人と目を合わせないように伸のばした前まえ髪がみ、人と喋しやべらないように口に咥くわえたチュッパチャプス、人の会話を聞かないようにフードをすっぽりと被ったオーバーサイズのジップアップパーカー。

　佐伯は、極度のコミュ障なのである。

　さらに引きこもりで、日に当たらないためか身体からだの発育も遅おそく、小学生のような体形をしている。一部の同級生の間では、雪ん子だとかコロボックルだとかあだ名されているらしい。

　彼女は学園の制服を着ていた。ただ、パーカーのせいで暑いのか開かい襟きんシャツのボタンを三つも外しており、おかげで彼女がカメラを覗のぞき込むたび、どうしてもそれが必然的に見えてしまっている。

　扇せん情じよう的──いや、どっちかと言うと背徳的な光景だ。

「お前こそ……朝っぱらからなんて格好してるんだよ」

　桐原は、ちらちらと視界に入る控ひかえめな胸むな元もとと、純白のブラに気づき、苦笑した。

『え？　わたし、なにか変ですか？』

　佐伯が上目づかいで不安そうに聞いてくる。

「自覚はないのか……」

『？？』

「いや、やっぱいい。気にしないでくれ」

　どうやらガードが緩ゆるいだけらしい。相手が桐原だからか。

（──男として見られてないんだな、つまり）

　しかしまぁ、安心感を持たれてるのは、いいことなので気にしないでおく。普ふ段だん、人の目を避さけているだけに、こういうときこそ逆に無防備になるのだろう。

　佐伯はきょとんと首を傾かしげながら、『それより』と顔を指さしてくる。

『顔についていますよ。涎』

「えっ嘘うそ!?　わりっ！」

　桐原は慌あわてて口元を拭ぬぐった。

　佐伯が呆あきれたように眉まゆを下げる。

『昨夜は……調べものでもしていましたか？』

「ああ。──そんで、ついそのまま寝ねちゃったんだな。ベッドに行くのも面めん倒どうでさ」

『いけませんよ。そういう役はわたしに任せて休息してくださいと言ったはずです。特に昨日は、あれだけ走り回って脚あしにナイフまで刺さされたのですから』

「ん。そうだったよな。すまん」

　昨夜、桐原は『三月ウサギプレイボーイ事件』について佐伯と遅くまで話していた。そのあと素す直なおに寝ればよかったのだが、つい他に話題になっている事件がないか調べ回ってしまったのだ。




　桐原たちは、〈皇国フアミリア〉と呼ばれる「依い頼らい解決屋サイト」を秘ひ密みつ裏りに運営している。

　メンバーは三人。

　それぞれの役割は、はっきりと分かれていて、
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　桐原有、全体指揮──役名〈皇帝〉

　佐伯白乃、サイトと情報の管理──役名〈魔術師〉

　真宮真琴、暴ぼう力りよく沙ざ汰た──役名〈騎き士し〉だ。

　役名というのは、簡単に言えばハンドルネームのことで、主に〈皇国フアミリア〉の仕事中に互たがいを呼び合うために使う。個人情報を守るなどの効果がある。

　皇帝とか魔術師とか、高校一年生にもなった身としては赤面甚はなはだしいが、長い間使っている呼び方だし、どうせ犯罪者くらいにしか聞かれないのだから気にするほどでもない。

　役名は、さらにそれぞれの特技を暗に表してもいる。

　たとえば、佐伯の魔術師という名は、ウィザード級のハッキング技術に由来している。

　三月ウサギプレイボーイの素す性じようを特定できたのも、彼女の力があってこそだった。

　佐伯は、情報管理の天才なのだ。




『そういえば、わたし、忠告しましたよね？　犯人はナイフを持っているって』

「ああ、聞いたな」

『なのに、どうして囮おとり作戦なんて取ったんです？　危ないのはわかりきっていましたよ』

「仕方ないだろ？　急だったし、それしか方法が思いつかなかったんだよ。別にいいじゃんか。無事、犯人は捕つかまえられたんだから」

　あっけらかんとする桐原。

　しかし佐伯はムッと頬ほおをふくらますと、ぐぐいっとカメラに顔を向けてきた。

『は？　無事？　誰だれが無事なんです？』

「うっ……や、まあ俺を除いてはって意味だけどさ。でも俺のことはどうでもいいじゃんか。他の人に迷めい惑わくはかけてないわけだし、な？」

　桐原は皇帝とは名ばかりのお飾りだ。

　他の二人と違ちがって、これといった特技を持たないため、この立場にいるに過ぎない。

　全体指揮──その実、することと言えばちょこざいな作戦を考えたり、雑用をしたり──囮になったりだ。それが桐原にできるせめてもの活動なのである。

　しかし、これは必然と言えるのではなかろうか。『能力のある者』を活いかすために『能力のない者』が囮になる。その役に、少なくとも桐原は不満がない。

『迷惑をかけていない？　ほーう？』

「な、なんだよ」

『では、怪け我がをした桐原くんのために近くの病院を検けん索さくしたのは誰ですか？』

「う、そ、それは……」

『誰ですか？』

「…………佐伯、だな」

『つまり、迷惑は？』

「くっ……はい、かけてますね。すみませんでした」

『うむ。わかればよいのです』

　頭を下げると、珍めずらしく佐伯が微び笑しようを浮うかべていた。

（……なんだかなあ）

（上う手まく遊ばれているような気がするんだが……本当にこいつ、コミュ障なの？）

　嘆たん息そくする桐原に、佐伯が咳せき払ばらいをして続ける。

『──とはいえですね。今回の囮作戦、評価するべき点も確かになくはないです。うん』

　なぜだろう、少しニヤケていた。頬も紅潮している。

　佐伯が何を考えているのかよく分からなかったが、とりあえず桐原は喜ぶ。

「おっ。そうだろそうだろ！　実際、事件は解決されたわけだしな」

『いえ、そこではありません』

「へっ？　じゃあ一体どのへんが……？」

『だって、なかなか見られるものではありませんからね──男子高校生の女装姿なんて』

「ぶぉほっ!?」桐原は噴ふき出した。

　脳裏に、昨夜行った病院での光景が蘇よみがえる。

　……待合室での冷たい嘲ちよう笑しよう……ナースのドン引きした視線……医者の『え、何？　この子、そういう趣しゆ味みなんですか？　ほう、これはこれは』的な表情（あの医者、絶対ノンケじゃなかった）。

『いやー、女子高生のコスプレ、とても似合っていましたよ？　綺き麗れいな生脚、実に眼福でした。ふふ、ふふふふっ……』

　桐原の背筋が一いつ瞬しゆんで凍こおる。怖おぞ気けが走るとはこのことだ。

「う、うっせえ！　そんなとこ褒ほめられても嬉うれしくねえよ!?　てか、なに変なところに反応して喜んでんだよ！」

　言い忘れたが、佐伯は引きこもりでコミュ障で──

　そして、重度の腐女子なのである。

　………………痛すぎる。

『む、変とは失礼な。──しかしそうは言われましてもね、今回の件で桐原くんを褒めるところといえば、そこくらいしかありませんよ？　なぜなら桐原くんは、本当に女装していただけであとは何もしていませんから』

「バッサリ斬きられた!?　事実だとしても悲しすぎるだろ俺……！」

『まぁまぁ、たとえ女装しか能がなくても、ここは素直に喜んでおきましょうよ。女子高生のコスプレが似合うというだけでも充じゆう分ぶんなステータスですよ。一部の腐女子的には』

「そんな層に受けたくねーわ……」

『受け？』

「違うッ！」

　こいつ……腐くさってやがる。遅すぎたんだ（いろいろな治ち療りようが）。

　そもそも、桐原の外見は貧ひん相そうなだけで、間違っても女性的ではない。桐原を女性的と言うと世の女性に失礼すぎる。

「──おい、頼たのむからコスプレって言うの禁止な。変装だよ、変装」

『で、次回は？』

「ない！　恒こう例れい行事にするな！」

『えーぇ』

「残念がってんじゃねえよっ！」

『ちぇっ。また一人、尊い犠ぎ牲せい者しやを作れるかと思いましたのに』

「犠牲者という認にん識しきはあるのか……いっそう性た質ちが悪いよ……」

『あ。ちなみに昨日の犠牲者の写真は高解像度スマホに収めてありますので、ご安心を』

「いつの間にッ!?」

『データのバックアップは情報管理の基本ですからね？』

「ね？　じゃねーし！　必要性皆かい無むだし！　俺の恥ち辱じよく画像データがいったい何の役に立つんだよ!?」

『え。そりゃあ、コラ画像にしてクラスの男子とのカップリングを──』

「消せえええええええ!!　抹まつ消しようしろ！　今すぐに！」

『拒きよ否ひします』

「肖しよう像ぞう権けんっ!?」

『ふふ、ふふふふ♪』

　佐伯は口元を緩ませ、貧相な胸を張っている。

「ちいっ……！」いい笑え顔がおしやがるこの野や郎ろう。

　桐原は眉み間けんをぴくぴくと震ふるわせながらも、深呼吸をした。マイクから手を離はなす。

（……まあいい。画像を使って何かよからぬことをされたら、こっちだって軍Ｂ事Ｌ的本圧焼力却も辞さぬ構えだ。今は惜おいておこう）

　それより──だ。

　桐原は目を細めた。声こわ色いろを変えて尋たずねる。

「で？　結局、あの犯人は、あれからどうなったんだよ、魔術師」

　その呼び名を聞いて、佐伯も急に真ま面じ目めな表情になった。

『ああ。それなら今朝、無事、警察に捕まったようですよ。皇帝』

「そうか……よかった。それを聞いて安心したよ」

『ここから先は、警察のお仕事ですからね』

　あのあと。

　桐原たちは三月ウサギプレイボーイを亀きつ甲こう縛しばりにして「お巡まわりさんへ」との添そえ書がきを身体からだに貼はり付けた。加えて、物的証しよう拠ことして、佐伯が犯人のＰＣをクラッキングして入手した盗とう撮さつなどのデータをＤＶＤに焼き、それを彼の口に突つっ込んで国道沿いに放ほうり出しておいた。

　そこまでやれば、見て動かない警官はいないだろう。

「依頼人に報告は？」

『しておきましたよ。お礼のメールもいただきました』

「てことは報ほう酬しゆうも受け取った？」

『はい。きっちり確かに五万円』

〈皇国フアミリア〉の依頼は、たった一通のメールから始まる。



from：匿とく名めい希望

sub：助けてください！

　妹が通学路で通り魔まに襲おそわれました。今テレビなどでも話題の三月ウサギプレイボーイです。

　このままだと妹が安心して外を歩けません。なんとかしてください！　お願いします！

提示額:五万円


　たとえば、こういった依頼だ。

　報酬の額は依頼人から好きに提示してもらう仕組みになっているので、安くても全然問題ない。そりゃあもちろん、この報酬の使い道を考えれば高いに越こしたことはないけれど──とはいえ、桐原たちの第一目的はそこにはないし、もしも仮にだが、苦学生の兄が可愛い妹のために絞りだしたなけなしのバイト代だとしたら──

　その五万円は、富ふ豪ごうの一億よりも遥はるかに価値があるだろう。

　なお依い頼らい人にんの素す性じようや信しん頼らい性せいについては佐伯が、下調べを行ってくれているので、こちらからあちらのプライバシーは丸見えだ。魔術師の名は伊だ達てじゃない。

　依頼を解決したあとは、状況終了ミツシヨンコンプリートの旨むねと口座番号を書いたメールを依頼人に送信し、報酬を振ふり込んでもらう。

　依頼人の方からは、こちらの素性が見えないので解決したのが本当に〈皇国フアミリア〉なのか確かめようがないわけだが、そこも心配ない。ほとんどの人は「実際に解決された」という満足感と「得体の知れないネットサイトが取引相手」という畏い怖ふから金銭を振り込む。

〈皇国フアミリア〉とは、そういうシステムだ。




　桐原はふぅと一息つく。

「よし。じゃあ今回の依頼についてはこれで終わりミツシヨンコンプリート。また新しい依頼が入れば連れん絡らくを頼む」

『ええ。次こそは──本物だといいですね』

「…………ああ。そうだな」

　少しだけ顔を暗くした。

　そう、〈皇国フアミリア〉が本当に捜さがしているのは、あんな、ただの通り魔ごときではない。

　──四年前に、桐原たちのたいせつなものを奪うばった仇きゆう敵てき。

　そいつを滅すために桐原は、手広く情報を得られる、〈皇国フアミリア〉というシステムを作り上げたのだ。──そいつに関係しない事件も解決しているのは、ついでだ。目の前の犯人が仇敵じゃないからって見過ごすのは、さすがに気が引けるからな。

　しばしの沈ちん黙もくののち、佐伯が空気を変えるようにチュッパチャプスを口の中でころころと転がしながら『あ、そうそう』と明るい声を出した。

『ここまで引っ張ったので、そろそろ教えてさしあげるのですが、桐原くん』

「ん？　なんだ、佐伯」

　頭が皇帝から、ただの高校生一市民モードに、無意識のうちに切り替かわる。

『今日は桐原くんのクラス、一限がテストでしたよね？』

「うん？　ああ……そっか。そうだったかな。確か、現国だ。うちの担当は小お山さ内ないだからな、またあいつの気まぐれだよ、まったく」

『遅ち刻こくですよ』

「……………………え？」

　そこでやっと桐原は、ＰＣの時刻表示に目をやる。

　八時一〇分……。

　一限が始まるのは八時半だ。

「……………………………………………………」

『ね？』

「ちょぅおおおおおい!?　お、お前！　そういうことは早く言えよ!?」

『すみません。お喋しやべりが面おも白しろくてつい。てへぺろ』

「反省の色薄うすっ!?」

　桐原は急いで立ち上がり、マイクジャックをＰＣから引き抜ぬく。

　どうりで。佐伯のカメラに映った背景がいつもと違ちがうから変だと思っていたのだ。

（あいつ、既すでに学園にいやがるな……っ！）

　桐原は急いでＰＣをシャットダウンし、制服を着る。

　──いかに〈皇帝〉と言えど、高校生は教師にすら勝てない。

　哀かなしいかな、世の中とは、そういうシステムなのである。




　靴くつの爪つま先さきをトントンと打ちながら玄げん関かんを出ると、門の前に待ち人がいた。

　西洋道学園の制服を着た、その女子が振り返る。

「あ、桐原。やっと出てきたっ！」

「真宮──」

　真宮真琴。

　彼女も桐原の同級生だ。

　明るい金きん髪ぱつのショートカットに、腕うでまくりしたブレザーから覗のぞく引き締しまった前ぜん腕わん。

　機動性を重視して短く改造されたスカートから伸のびた脚あしは、すらりと健康的で、おまけに靴はナイキのターミネーターと、まさに体育会系女子らしい風ふう貌ぼうだった。

「…………お前、まだ待ってたのか」

　真宮は毎日、頼んでもいないのに桐原と一いつ緒しよに登下校をするのだ。

　本人いわく『騎き士しは皇帝の身辺警護をするものだからね！』とのことらしいが、わざわざ遠回りしてまで来なくてもいいと思う。

　真宮は片かた膝ひざを地面につき、背中をこちらに向け、手は後ろに、謎なぞの姿勢をとっていた。

「ん、何だ？　その出で来き損そこないのクラウチングスタートみたいなポーズは」

「だって桐原さ、昨日の怪け我がで走れないでしょ？」

「ああ。確かにまだ痛むけど──それが？」

「カッ飛ばすから乗っていいよ！」

「乗る？　何にだよ」

　自転車でも持ってきたのかと見み渡わたしたが、それらしき乗り物はどこにもない。

　真宮の手が、ちょいちょいと背中へ招いてくる。

「っ!?　おい…………まさか、お前にか？」

「そのとーりっ！　あなたの手となり足となる、頼たよれる騎士こと真宮真琴だよ！」

「馬ば鹿かか!?　馬鹿なのかっ!?　どうしてその発想になった！　恥はずかしすぎるだろ！」

「だって身辺警護だよ？」

「お守もりだよ！　それはお守りと言うんだよ世間では！」

「いいじゃん！　お守もりもお守まもりも漢字の上では同じなんだから！」

「どんな理り屈くつだよ馬鹿語か!?　あとお守もりに警護って意味はないからな！」

「ほらあ早くう～。こっちはもう身体からだできあがっちゃってるんだから、ほれほれ～」

　やけに色っぽい視線を向けてくる真宮の頭を、ぱしん、とはたく。

「あいたぁっ!?　ちょ、人が親切でやってあげてるのになんだよー！」

「アホウ。朝っぱらから変な声を出すなっ！　ここ住宅街だぞ……！」

「浴場した？」

「しねーよ！　ていうかヨクジョウの字が違うよ！　どんだけ馬鹿なんだよ！　いいから立て！」

「むーっ！」

　真宮は不満げに白い頬ほおを膨ふくらませて立ち上がると、膝ひざの砂を払はらった。

　桐原の目は自然と、うつむいた彼女の胸むな元もとへいく。

　程ほどよく実ったメロンが二つ。トゥーメロン。メロメロン。

　ごめんなさい調子乗りました。

「何見てるのさ」

「あ、違ちが──」

（……こいつの栄養分はすべて胸に注つぎ込まれているんじゃないのか？）

　思いながら、桐原はコホンと咳せき払ばらいをして、体てい裁さいを整える。

「えーっと、そのだな……この蒸むし暑いのに銀シルバーって大変じゃないか？　汗あせで錆さびるし」

　真宮の胸には、豊満な肉に挟はさまれて十字剣をかたどったペンダントがギラギラと揺ゆれている。

　騎士としての拘こだわりだろうか、男性物であろう厳いかつさを持ったそれを、彼女は絶対に外そうとしない。

　いつからだったろう、よく覚えていないが、とても大昔からだったような──

「あー全然平気だよ？　あたし、汗ってあんまかかないんだよね」

「便利な体質だな」

「にししっ！　ザ・男の子の夢が詰つまった肢し体たいって感じ？　こう見えて脱ぬぐと案外凄すごいんだよねっ！　あ。見る？」

「みっ、見ねーよ！」

「あれーっ？　別に遠えん慮りよしなくてもいいのにさー！」

「遠慮じゃねー！　どうして罰ばつゲームでもないのに他人の裸はだかなんて見せられなきゃならないんだ！　断固拒きよ否ひだね！」

「罰ゲームって、ひ、ひどい……」

　真宮は顔を青くし、顎あごを落とす。表情のはっきりした奴やつだ。

　──と、そこで桐原は我に返り、腕時計を確かく認にんする。

「げっ!?　おいマジでやばいって！　ホントお前と喋ってる暇ひまないんだって！　とにかく急げ！」

　八時二〇分。あと一〇分。ここから学園までは少なく見積もっても二㎞はある。

　普ふ通つうなら走っても二〇分近くかかる距きよ離りだ。

「わっ……ごめん！　あたしのせい？」

「どっちでもいーよ！　とにかく急がないとまた怒おこられるぞ！」

「や、でも安心して？　大だい丈じよう夫ぶだから！　あたしの脚ならまだ間に合うから！」

「それは知ってるよ。だから──お前だけ先に行けって言ってるんだ」

　──佐伯が情報管理の天才なら、真宮は運動の天才。

　本気を出せばここから学園まで、なんと六分程度。単純計算、時速二〇㎞で走れる健けん脚きやくを持っている。恐おそるべきことだが、これは事実だ。

　陸上部も喉のどから両手をスタンディングオベーションさせるほど欲ほしがる逸いつ材ざい。

　真宮の脚は、騎士の『剣』であると同時に『駿馬』でもあるのだ。

「ええ！　やだよー！　騎士は皇こう帝ていから離はなれないものだもん！」

「だもんじゃねーよ。お前のことを思って言ってるんだぞ！」

「やだやだやだー！」

「面めん倒どうかけるなよもう……騎士っていうか、ただの駄だ々だっ子こじゃねーか……」

　仕方ねーな、と桐原は頭を掻かく。

「──わかったわかった。そんなに言うこと聞かないなら、皇帝としてお前に命令する」

「えっ、それはずるくない!?　 職権乱用だよ！」

「ふはは、何とでも言え！　俺は目的のためには手段を選ばぬ男なのだ！」

「えーっ、もう！　本当にもう……」

　真宮は頬を膨らませながらも、どこか嬉うれしそうに顔を赤くしていた。

　それに気づかない桐原は、真宮の頭をガッと掴つかむ。

　そして、彼女の額と自分の額を触れあわせると──言い放った。




「命令だ。つべこべ言わずに学校へ行け。騎士」




　真宮は瞼まぶたを閉じ、口元を微笑ほほえませて応こたえる。

「うっ……仰せのままに、皇帝」

『君命の儀ぎ』──と呼ばれる〈皇国フアミリア〉での唯ゆい一いつにして絶対のルールだった。

　これを行ったとき、騎士と魔ま術じゆつ師しは、皇帝の命令に絶対服従しなければならない。

　まあ要するに、一方的で超ちよう強力な「指切り」みたいなものである。

　チームで動く以上、誰だれかが最終決定権を持った方がいい、という佐伯の提案で作られた。

　こんな面倒くさい形式と名めい称しようになったのも彼女のオタク的センスのせいで、『英国式を見習ってですね！』『ああそうッスかじゃあそれで』という感じで決まったのだった。

　桐原は真宮の背中を押す。

「よし。それじゃさっさと行けよ。寄り道はせず、事故には気をつけてな？」

「……うん！」

　真宮はなぜか満面の笑えみで頷うなずき、地面を蹴けった。

　直後、爆ばく発はつ的なトップスピードで桐原を突つき放す。

「は──」
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（──速ぇええ！）

　舞まい上がるのは砂すな埃ぼこりですらない。

　湯気。超瞬しゆん間かん加速の摩ま擦さつ熱で、アスファルトが溶けているのだ。

「ど、どんな脚だよマジで……」

　三月ウサギプレイボーイ戦でも全力は出していなかった、ということだろう。出してたら相手が死んでた。末すえ恐おそろしい。

　真宮は一〇〇メートルほど先で止まって、一度振ふり返ると手を振る。

「桐原こそ気をつけて急ぐんだぞ！　のろまっ！」

　苦く笑しようして手を振り返す。

　真宮が、また背を向けて走り出す。

　やがてその背中は小さくなり、景色に溶けて見えなくなった。

　──佐伯白乃。

　──真宮真琴。

　この超人二人がいる限り、〈皇国フアミリア〉の統治は、絶対に揺るがない。




　それから、桐原は一人、早足で学園へと向かう。

　家の前を横断する路地には桜並木があるが、六月となった今では花は残っていない。スカスカになった枝の間からは、規格外に巨きよ大だいなランドマークが覗のぞいている。

　天見タワー。全国的に有名な、この街・天見ヶ関のランドマークだ。

　なんでも、震しん災さいからの復興記念として一〇年以上前に建設されたのだという──そのへんの記き憶おくは、当時幼かった桐原はあまり覚えていないけれど。高さがなんと六六六メートルとバカでかく、遮しや蔽へい物ぶつのない海沿いに建っているので、町のどこからでも大体見える。

　しばらく歩くと大通りに出た。ここらもそこそこ開発は進んでいて、修復工事中の高層ビルがガゴゴゴゴと轟ごう音おんを立てている。かなり騒さわがしい。

　……騒がしいのは嫌きらいだ。大雨に打たれているような、不快な徒労感があるから。

　早足でビルを横目に通り過ぎると、続いての関門、長い長い上り坂が目の前に現れる。

　こちらは風ふう神じん坂ざか。年中、霊れい峰ほう・風かざ切きり山やまからの強風が吹ふき下ろす急きゆう勾こう配ばいだ。

　天見ヶ関は南側に瀬せ戸と内ない海かい、北側に風切山を望む町で、交通の便がいい海側には民家、地価の安い山側には学校などの施し設せつが集中して建っている。

　そのため家から西洋道学園へ行くには、この風神坂を上らなければならない。

「毎日毎日、誰に褒ほめられるわけでもないのにこんな苦行を……インドア派の体力のなさを舐なめすぎだよ、学校というシステムは」

　桐原は独りごちながら、歩を進める。

　風神坂近辺は町のメインストリートだけあって人通りも多いので、やはり騒がしい。不満をぐちぐちと垂れる桐原の肩かたに、追い越こす男の肩がぶつかった。

「……つっ！」

　見ると、褪あせた金きん髪ぱつ。普ふ段だんから学校には通っていない人──いわゆる不良の方々なのだろうとわかる。彼は桐原のことなど気にも留めず、隣となりの同じく金髪の女子と、楽しそうに世間話をしている。

「──なあおい、聞いたかよ！　今朝捕つかまった三月ウサギプレイボーイの話！」

「あー知ってる知ってるー！　〈皇国フアミリア〉がやったって噂うわさでしょー？」

「え、またあいつらかよ!?　ついこの間、カラーギャングを丸々潰つぶしたところだろ!?」

「その前は政府のサーバにハッキングを仕し掛かけたって話もあったよね！」

「「マジ有り得ねー！」」

「私も今度依い頼らいしてみようかなあ！　バイト先の上司を懲こらしめてやってくださいって！」

「なははっ！　お前それはヤホー知ち恵え袋ぶくろにでも投とう稿こうしてろよ」

　……カップルだろうか？　ずいぶんと楽しそうなことだ。

　桐原は呆あきれ顔で視線を上げ、彼らの背中を、無意識に目で追っていた。

　──と、そうして桐原が双そう眸ぼうを向けた先。

　坂の遥はるか上。

　そこに、一人の少女が立っていた。

「っ……!?」

　しかも少女は、じっとこちらを見つめている。

　つい目を合わせてしまい、桐原は思わず言葉を失った。




　それほどまでに──美しい。




　世界の限界値を凌りよう駕がするような──圧あつ倒とう的な美であった。

　腰こしのあたりで揃そろえられた黒くろ髪かみは風を纏まとって流りゆう麗れいに流れ、ぱっちりとした釣つり目がちの双眸は水みな面ものように様々な色を映す。

　肩には巨大なギターケースをかけ──そして西洋道の女子とは違ちがう赤いセーラー服を着ている。少なくとも桐原の記憶にはない制服である。

　インドアな桐原が他校の生徒など知っているはずがないのだ。

　……けれど。

　知らないはずなのに。

（一体なんだ、この既視感は……）

　確実に桐原は、その少女を見たことがあるのだった。

（……有り得ない！）

（有り得ない有り得ない有り得ないっ！）

（あの少女が、ここにいるはずがない！　絶対に生きているはずがない！）

　桐原の脳は全力で回転しているのに、しかし身体からだは瞼一つ動かない。

　ただただ凝ぎよう視し。

　立ち尽つくす桐原を置いて、少女は身をひるがえして町に消えていく。

　桐原の耳が、雑ざつ踏とうの音を再さい認にん識しきしたのは──それから五分も経たってからのことだった。
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　学園に着いたあとは、まあ予想通りの最悪だった。

　一限の終しゆう了りよう間ま際ぎわに教室に入るやいなや待っていたのは、もちろん現国担当・小山内のこっぴどい説教だ。テストは一応配付してもらえたが、大して筆も進まぬうちに時間切れで回収された。こういうシステムよくない。

　そして、一限後の休み時間。

　桐原は教室窓際、後ろから二番目の自席に座り、憂ゆう鬱うつな気持ちでぼうっと外を眺ながめた。

　見えるのは空にうずたかく積もった灰色の雲だ。ゆっくりと北から南へ流れていく。

　今年の梅つ雨ゆは、雲があるのに雨は少ない。

（気持ちの悪い天気だ……）

　そして先ほどの街並みに、あとは遠方へ続く海、海、海。

　で、終わり。

　この町の風景なんてそんなものだ。山と海に挟はさまれ、外界からは隔かく絶ぜつされた町。まるで神様が作った箱庭みたいだな、と桐原は無神論者だがそう思う。フラスコの中の命、そんな錬れん金きん術じゆつが昔のヨーロッパにあったな。

　そのまま思考を渦うず巻まく潮の底へ、沈しずめようとしていた最中のことだった。

「おい、桐原」

　不意に、ちょんちょんと背中を誰かにつつかれた。

「ん？」

　振り返ると、そこには前まえ髪がみを豪ごう快かいに立ち上げた精せい悍かんな顔立ちがある。

　室むろ伏ふし幸こう太た。

　桐原が唯一、まともに会話をするクラスメイトだ（真宮や佐伯とはクラスが違う）。きっかけは単純に席が前後だったから。

「どうしたんだよ。お前が遅ち刻こくって珍めずらしいじゃねーか」

　室伏がひそひそと尋たずねてくる。部活にも所属せず、勉学にも興味を示さず、絵にかいたようなお気楽高校生らしい薄うすら笑みである。

「ああ……、ちょっと夜よ更ふかししててな」

　いつもの曖あい昧まいな調子で返す。

〈皇国フアミリア〉の活動については、佐伯と真宮の間だけの秘密にしている。

　犯罪すれすれの行こう為いをわざわざ無関係のクラスメイトに教える必要はない。

「なははっ。徹てつ夜やでエロ動画集めか？　お前も好きだねえ～」

「そんなんじゃねーよ」

「照れるなって！　最近はアニメーションのレベルも高いから夢中になるのもわかるぜ」

「なんで二次元前提なんだよ……」

　室伏が眉まゆを上げる。

「え、もちろん俺は三次元だって差別しないぜ？　けど桐原は現実の女に興味ないんだって噂が立ってるし」

「何だ、その偏へん見けん。俺にそんな性せい癖へきはないぞ」

「いやーでも仕方ないと思うぜ？　だってお前、いっつも取り巻き連れてるじゃん？」

　取り巻き？　桐原は逡しゆん巡じゆんし、思い至る。

「ひょっとして……佐伯と真宮のことか？」

「そうそう、そんな名前だったかな。あいつらと常に一いつ緒しよだろ？　なのに恋れん愛あい沙ざ汰たとかになってねーから、てっきりリアルには興味ないのかと」

「なるほど。そういう発想ね……」

　──しかし、見当外れだ。

「あいつらは、リアルどうこう以前に、そういう対象じゃないんだよ」

「ん？　じゃあ何なの？」

「何って……そうだな」

　桐原は教室の壁時計を見る。次の授業が始まるまで、まだ少し余裕がある。

「──家族、かな」

「かぞく？」

「そう。運命共同体って意味では、家族ってのが一番近い」

　仇きゆう敵てきを滅ころすという、共通の目的。そのために自我を殺し一丸となることを決めた、家族。

　血よりも強い繋つながりを持った、仲家間族。

〈皇国フアミリア〉。

「──家族って恋愛対象に入らないだろ？　そういうもんだよ」

「はあ？　なんだよそれ。わけわからん」

「わからなくていいさ。こっちの話」

「……ふーん」

　室伏は興味がなくなったのか、適当に相あい槌づちを打った。

「ま、いいけどさ。お前、その二人以外とも絡からんだ方がいいぜ？　じゃないとマジで周りから変な目で見られるぞ」

「…………すでに見られてる節がある、ということは自覚してるよ」

　クラスで妙みように避さけられているのは、こちらからも意図的に避けているせいだろう。

〈皇国フアミリア〉の活動をしている以上、一いつ般ぱん生徒と仲良くなりすぎると気け取どられる可能性があるので、人付き合いは控ひかえめにするしかないのだ。

「俺は室伏と違って人見知りだからな。そういった評判はむしろ好都合だよ」

「そうか？　まあ、気にしてないならいいんだけどよ」

「ああ。気き遣づかってくれてありがとな」

　室伏だけは別格だ。

　こいつは男子版真宮と言ってもいいほどに馬ば鹿かなので、安心して付き合える。

「気遣いってほどでもないけどな。お前が変に思われると俺が嫌いやなだけ」

　桐原は一いつ瞬しゆんきょとんとし、それから、「ふっ」と微び笑しようする。

「人のこと気にしてる場合かよ。俺なんてまだマシだぞ。全学年の女子から女好きと思われてるお前よりは、な」

「んあぅ!?　な、なんだそれ、ひっでーな！」

「事実だろ？」

　プリクラだらけの筆箱を指さした。

「ち、違ちげえよ!?　俺だってなあ、誰だれかれ構わず声をかけてるわけじゃないんだぜ？　ちゃんと厳密にランキングをつけて、目ぼしい子だけを選別しててだな！」

「そういうのを女好きって言うんだ」

「っ、だとしても！」

「認めるんだな？」

「だとしてもだ！　お前と違って異性間コミュニケーションに積極的なだけなの、俺は！」

「そのわりに不発だけどなあ。そのプリクラだってお前と女子が一緒に写ってるのは一枚もない。せいぜい、友達にお願いして女子同士が撮とったやつを貰もらってきたってところか？」

「う!?　うっせー！　変なところばっか目ざといなお前は！　かわいい子の写真を見て癒いやされるのがそんなに悪いかよ！　この、ミスコン一位の荻おぎ野のちゃんのプリクラなんて、手に入れるのにひと苦労だったんだぞ!?」

「はいはい、わかったよ」

　室伏は不満げに歯噛みし、それから、ふと思い出したように「あ」と声を上げた。

「そうそう……荻野ちゃんって言えば桐原、お前、あの噂うわさ知ってるか？」

「噂？」

「この辺の高校生が襲おそわれてるって事件だ。彼女も被ひ害がいに遭あったっていう」

「三月ウサギプレイボーイか？」

「違えよ。そんなただの通り魔まじゃねえ。──もっと不気味で異常な奴だ」

「なに……？」

　桐原の目の色が変わる。

　異常。

　異質。

　倒たおすべき──敵、かもしれない。

「ちょっと興味あるな……。どういう話だ？」

「お、そうだろそうだろ。気になるだろ。学園のアイドルを襲うなんて羨うらやま──許せねーよなあ、マジで」

「……おい。まさかお前が犯人ってオチじゃないだろうな」

「ち、違えよ!?　清せい浄じような俺がそんなことするわけないって！」

「じゃあ、他の変質者か」

「他のってなんだよ!?　俺は変質者じゃねーからっ！　──あーでも、そうだな。その犯人、聞く限りでは目的が分からないんだよ。そういう変態的なことが目的なのかどうかも」

「そうだよ。その辺の話を聞きたいんだよ」

「ああ。──まずな、見た感じ女らしいぜ。この時点でちょっと変わってるだろ？」

「……確かにな」

　女の変質者というのは珍しい。全然いないわけではないが。

「んで、男女関係なく襲うらしい。金品も盗ぬすまない。殺すでもなく脅おどすでもなく、ただ高校生だけをターゲットにしてて、ちょっと怪け我がをさせたら、あとは勝手にいなくなる」

「ほう……？　それは妙だな」

「な。けど話が盛り上がってる本当の理由は、ここから先だぜ？　えーと、これは確か、俺の恋こい人びと候補第三号から聞いた話なんだけど……」

「一号すら妄もう想そうだろ」

「うっせ！　いいから聞け！」

「ああ悪い。続けてくれ」

　室伏は周囲の視線に気を配り、机に突つっ伏ぷすようにして、声を潜ひそめた。

「この犯人、『溶ける』んだってよ」

（………………溶ける？）

「──『夜の闇やみに溶ける』的な意味の比ひ喩ゆか？」

「違う違う！　比喩じゃねーんだよこれが。言葉の通りなんだ」

「は？　一体どういう……」

「いいか？　想像してみろよ？　こう、そいつがな──見た目はかなりの美女らしいんだけど、そいつがな──目の前に現れるよな？　んで急に襲い掛かかってくる。そしたら普ふ通つう、どうする？」

「逃にげる？」

「だよな。普通は恐きよう怖ふで逃げ出す」

「当然だ」

「でも、中には抵てい抗こうを試みる被ひ害がい者しやもいるわけだ」

「そういう場合もあるかもな」

「で、被害者が突き飛ばそうとする」

「ああ。突き飛ばしたとする」

「だけど、突き飛ばせないんだ。なんと両手が──身体にめり込む」

「…………めり？」

「めり込むんだ。こうじゅぷじゅぷと、まるでゼリーに触さわったみたいに」

「プリンみたいにか」

「ゼリーみたいに！　プリンじゃない！」

「似たようなものだろ」

「ゼリーの方が種類多くてお得だろうが──って、何の話をしてるんだよ！」

「いや、すまない。で？」

「ああ、そんでな。……どこまで話したっけ？　ああ、そうだ。被害者が腕うでを絡めとられてる間に、今度は犯人が被害者の身体からだに触ふれてくるわけだ」

「ふむ。すると？」

「すると、だ！　今度は被害者の制服が溶ける！」

「………………………………………………………………」

　桐原は頬ほおを掻かく。

「あの、本当にすまん。意味が分からない」

「俺だってわからねーぞ？　でも、そういうことらしいんだ。身体も溶けて制服も溶かす！　──で、ついたあだ名が毒の魔女アツプルジエリー」

　毒の魔女アツプルジエリー。なるほどね。

「いや、しかし待てよ。溶けるとか溶かすとか、そんな人間いるわけないだろ」

「言い切れるか？」

「なに？」

「忘れるなよ、ここは天見ヶ関だぞ？　有り得なくもないだろうが」

「な……」

「化物だよ、桐原」

「っ──!!」

　そこでチャイムが鳴った。教室の扉とびらががらりと開いて英語教きよう諭ゆが入ってくる。

　起立、と委員長の号令。

　室伏はコホン、と咳せき払ばらいをすると、話はこれで終わりとばかりに立ち上がった。

　桐原も遅おくれて立つ。

　グッモーニンミスターニッタ。みんなが事務的に声を合わせる中、桐原は忌いまわしい記き憶おくの渦うずに呑のまれながら、拳こぶしを強く握にぎり込んだ。
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　桐原が真宮や佐伯と〈皇国フアミリア〉を作ったのは、もう四年も前、小学六年の頃ころだ。

　そのずっと前から、この町には不ふ吉きつな言い伝えがある。

　……いや、違うか。

　先にその言い伝えがあったからこそ、桐原は対たい抗こうするように〈皇国フアミリア〉を作った。

　先にその言い伝えがあったからこそ、〈皇国フアミリア〉の噂が広まるのも早かった。

　──天見ヶ関には、化物が棲すんでいる。

　化物とは、姿は獣けものであったり、悪あく魔まであったり、天使であったり、ときには神である。もしくは、虫であったり、草であったり、水であったり、火であるとも言われる。

　つまり、この町の人間は得体の知れない何かを全部ひっくるめて、その化物のせいにしているのだ。

　世界中によくある宗教的な、風土的な伝承。昔の人が雷かみなりを神鳴りと呼んだように、説明のつかない現象を呼ぶときの共通言語が──化物なのである。

　その実、何なのかはよくわからない。わからないけど、恐おそろしい。

　わからないから──恐ろしい。

　そんな眉まゆ唾つば物ものの言い伝えを信じるのか？　と問われれば。

（ああ……信じるしかないんだ）

　少なくとも桐原たちは、遭ったことがあるから。




　四年前。当時、一二歳だった三人は、それぞれ化物のせいで大事なものを失った。

　たとえば佐伯には、化物に襲われたショックで四年よりも前の記憶がない。

　──だから、誰だれよりも情報に固こ執しつし、内に引きこもる。

　たとえば真宮は、化物に両親を殺された。

　──だから、人を守るための力をつけ、人との繋つながりを求める。

　たとえば桐原は、化物に大切な幼おさな馴な染じみを殺された。

　──だから、復ふく讐しゆう心しんに駆かられ、化物を滅ころすシステムを構築した。

　似た境きよう遇ぐうの三人が引き寄せられるように集つどい、結束するのに時間はかからなかった。

〈皇国フアミリア〉ができたとき最初に、桐原はこう言った。

『役名を決めようぜッ！』

　自分たちに新しい役を──おとぎ話に出てくるような格好いい役を与あたえることで、強い人間になりたかったのだ。

『真宮は騎き士し。佐伯は魔ま術じゆつ師し。そして俺は──くはははっ！　俺様は皇こう帝ていだッ！』

　今思い返すと、こっ恥ぱずかしい強がりだ。

　しかし、あのときの決意は間ま違ちがいなく本物だし、今も変わっていない。

〈皇国フアミリア〉とは四年前の、あの化物を滅ころすためのシステム。

　それを果たすまで。

　三人は物語から抜ぬけ出せやしない。




　　　　＊




名無しさん：おい聞いたかよ例の噂うわさ！

名無しさん：今度はなんだ？

名無しさん：毒の魔女アツプルジエリーだよ！　謎なぞだらけの変質者！

ぶちこ：また被害者が出たんだっけ？　一週間で……四人？

黒羽†星流：さすがに不気味ですね

名無しさん：この前の現場なんて私んちのすぐ傍そばだよ？　ホント洒しや落れになんないんだけど

名無しさん：誰か〈皇国フアミリア〉に依い頼らいしたらいいんじゃね？

名無しさん：そうだな。〈皇国フアミリア〉なら何とかしてくれるかも

ＫＧＢ：おいおいお前ら、〈皇国フアミリア〉とか信じてるの？　お子ちゃまワロタｗｗｗ

アルファ：新参乙おつ[image: ]

名無しさん：はやく来てくれー〈皇国フアミリア〉ー！（クリ●ン的ノリで）

名無しさん：〈皇国フアミリア〉マジ仕事しろ

名無しさん：〈皇国フアミリア〉!! 　〈皇国フアミリア〉!! 　〈皇国フアミリア〉!!




　　　　＊




現在──六月一六日（火）午後四時三〇分




　視界がふいに暗くなって、桐原は俯うつむいていた顔をゆっくりと上げる。

　太陽が深く傾かたむいていた。机が陰かげり、濃こい影かげを作っている。

　六限終しゆう了りようの鐘かねが教室に響ひびく。

　と同時に。

　──ヴヴヴ、ヴヴヴ。

　着信を告げるヴァイブレーションが鳴った。携けい帯たいを開くと──佐伯からのメールだ。

『〈皇国フアミリア〉に依頼が入りました』




　桐原は、すぐさま佐伯のもとへ向かった。居場所はだいたい想像がつく。

　西洋道学園では、社会に出るためには必要なスキルだからという理由で、生徒がノートＰＣを持ち込むことが許可されている。そして図書室には無線ＬＡＮも引かれている。

　つまり、そこが〈魔術師〉佐伯の定位置だ。

　学園の廊ろう下かを移動している最中、窓からは町の景色が見下ろせた。夕日に照らされた天見タワーが濃いシルエットを浮うかび上がらせる。天気は相変わらずはっきりしない。

　雨が降りそうで、でも降らない。心地ここち悪い空だ。

　やがて図書室に着いた。

　思ったよりも多くの学生がいたけれど、そんな中でも佐伯を見つけるのは容易だった。静かな室内で、異常に速いタイピング音が聞こえてくる方向へ足を運べばいいのだ。

　彼女は図書室奥に設置された長机に座り、ノートＰＣを叩たたいていた。

「佐伯」

　正面に立って声をかけると、佐伯がゆっくりと顔を上げる。

　パーカーのフードを目ま深ぶかに被かぶり、他人の視線をシャットアウトしている様子は、まさに魔術師めいていて、客観的に見ると不気味だ。

「ああ……よくぞここまでたどり着きましたね。勇者キリハラヌスよ」

「……………………ぬす？」

　キリハラヌスって言った今？　誰だよそれ。

　佐伯はパタンとノートＰＣを畳たたむ。その顔には怪あやしげな微び笑しようが浮かんでいる。

「ふっふっふ……さすがは選ばれし英えい傑けつキリハラヌス。いかにヒト族といえど、貴き殿でんの前では数々のトラップも無意味だったというわけですね」

「トラップ？　おい、何のことだ？」あいにく、まったく思い当たるものがない。

「よいでしょう！　最後は私が直じき々じきにお相手しますっ！　この勝利ネツアクの守護天使、サエキエルがっっっっ！」

　佐伯は席から立つと、オーバーサイズのパーカーをバサァッ！　とはためかせた。

「ちょ？　え？　待て、待ってくれ！　お前は一体……何を言っている？」

　ポーズを決める佐伯を手で制す──と、フードで陰った佐伯の目が、ぱちぱちと瞬まばたきをした。はためいていたパーカーも、しなあ、と落ちる。

　佐伯が細い腰こしに手を当て、大げさな溜ため息をつく。

「はあ……ちょっと桐原くん……なぜ素すのノリなのですか？　幻げん滅めつですよ、もう」

「ノリって──え？」

「ここは勇者らしい台詞せりふを言うところでしょう!?　『ふん、貴様の思い通りにはさせん。最終戦争ラグナロクは俺が止めて見せる！』とか！　『人間の未来は、俺が守るんだ！』とか!!」

「あのぅ……さ、佐伯さん？」

「はーいっ、ぶぶーっ、却きやつ下かです！　もう一度最初から！　机に近づいてくるところから、やり直してくださいっっ！」

　佐伯は人差し指で桐原の鼻先をちょんっと押してから、そっぽを向いた。

（………………あ───）

（…………えーと、もしかして）

（……はいはい、なんとなく分かった。把は握あくしました）

「今日のお前は──その設定なんだな？」

　再さい確かく認にんしよう。

　佐伯は腐女子だ。つまり、オタクだ。

　そして、悲しいかなオタクには必ずといっていいほど感染する病気というのがある。

　厨二病。

　佐伯は重度のソレなのだ。

　隙すきあらばこういう設定を無む暗やみに垂れ流し、自分には真の姿があると主張する。

　今の自分は仮の姿だと──設定する。

（……それも、きっと四年前に記き憶おくを失ったショックの裏返しなんだろうけどな）

　桐原はつい物もの憂うげな微苦笑を浮かべてしまう。

　佐伯は桐原の言葉に顔を紅潮させ、パーカーをわたわたとはためかせる。

「ぬあっ!?　せっ、設定ですと!?　失敬ですよ！　守護天使に向かってそのような妄もう言げん！　これはれっきとした、ししし、しんじちゅでふ！」

「嘘うそつけ。カミカミじゃねーか。しかもお前、この前は『我はソロモン七二柱の悪あく魔まの一柱サエキデウス……』とかキメ顔で言ってただろ」

「ふえ!?　あ、あれはっ、そのっ、違ちがうのです！　もう無くなったのですよ！」

「無くなったってなんだよ」

「えっと、その、悪魔だったサエキデウスの霊れい体たいは昇しよう華かされ、天界の勝利を司つかさどる守護天使へと変身を遂とげたのです！　だから今は天使、サエキエルです！」

「堕天なら聞いたことあるが、悪魔が天使に戻もどれることもあるのかー、ヘーベンキョウニナルナー」

「天界と冥めい府ふを分かつ境界は実に曖あい昧まいですからねっ！　常人の理解しうるシステムではないのですよっ！　ふふ、ふふふこぉほっげほぁっげふぁんっ！」

「むせるなよ」

　桐原は半笑いで背中を軽く擦さすってやった。子供みたいなやつだ。

「てかな、俺はここに、そんな話をしに来たんじゃないんだ」

「こほっ、こほ…………え？」

　桐原は、佐伯を避よけられるようにぽっかり空いたスペース──彼女の正面にあたる席にドカッと座ると、真ま面じ目めな顔で切り出した。

「──依頼についてだ」

「あっ、そうですね……その件ですけども」

　佐伯もやっと真面目な表情に戻り、椅い子すに腰かけた。被かぶっていたフードから頭を出し、ふるふると髪かみを整える。こほんともう一度だけ、咳せき払ばらい。

「──まずは場所を変えませんか？　学内で〈皇国フアミリア〉の話をするのは、いただけません」

「ん？　ああ──まあ、それもそうか。聞かれてもまずいしな」

「なので、できればいつも通り、あの店で」

「うん、いいな。久々にコーラでも飲みながら」

「やたっ！」

「ん？」

「あっ、いえ……私もホットミルクという名の霊マ力ナを摂せつ取しゆする必要性がありまして」

「安い霊力だな」

「じ、時代はエコなのですよ、ふっふっふ……」

「…………そうかい」

　それから図書室を出た。「そういえばエコロジーって語感が格かつ好こ良よくないですかエナジーっぽくて。萌もえ──じゃない燃えますよねえ、ふふふ」とか変に嬉うれしそうなテンションの佐伯を連れて、真宮を誘さそいに向かう。




　真宮は、校内どこの教室を捜さがしてもいなかった。

　それもそのはず、真宮は屋上にいたのだ。

　手すりの上に仁王立ちしていた。

　見ているこっちがヒュンと縮み上がりそうな危険すぎる光景である。

「おい」と桐原が遠方から声をかけると、真宮は快活な笑え顔がおで振り返る。

「あ、桐原！　ちゅーっす！」

「ちゅーっすじゃねえ。何やってんだよ」

「え？　展望を楽しんでるんだけど？」

「下りなさい。危なくて見てられん」

「えー。でも気持ちいいよー？」

「そういう問題じゃない」

　真宮はむむぅと唇くちびるを尖とがらせると、名案を思いついたように微笑ほほえんだ。

「あっ、じゃあさ桐原。もっかいアレやって？　そしたら大人しく従ってあげるから！」

「アレ？　何のことだ」

「君命の儀ぎっ！」

「はあ……？　なんでこのタイミングで。唐とう突とつすぎるだろ」

　真宮は手すりに乗ったまま、こちら向きにしゃがみ額を突つきだした。

　ついでに、なぜか唇も突き出している。きっと馬ば鹿かなのだろう。

　桐原は呆あきれかえり、手をひらひらとしてあしらう。

「──君命の儀はそんなに連発するもんじゃないだろ。ほれ。いいから下りろ」

「ちぇーっ！　ケチ！　仕方ないなあ──よっ、と」

　真宮は不満そうに頬ほおを膨ふくらませ、勢いをつけてからバック転。宙に舞まった。

　風がスカートをめくり、ほどよく筋肉の付いた太ももが露あらわになる。

　着地と同時に、巨きよ大だいな十字剣けんのペンダントがチャリン、と心地いい音を立てた。

「そういえば、お前さ──」桐原は胸のペンダントを指す。

「うん？」

「そのペンダント。子供の頃ころからずっと付けてるよな」

「えっ？　ああ……うん」

「なんか大事なものなのか？　改めて聞いたことってなかったけど」

　剣をかたどっているだけに、騎き士し道どう精神と何か関かかわりがあるのだろうなとは思っていたが──なんか訊きくタイミングなかったんだよな。あまりに当たり前のように付けてたから。

　真宮は不意を突かれたのか一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってから、ややあって、尻しりすぼみに漏もらす。

「あー。えーと、これは、そのぅ……」

「ん？　言いにくい理由なのか？」

「いやぁ別に…………」

「じゃあ、何だよ」

「…………………………顔が小さく見えるから、だよ」

「………………え？」

「…………」

「しょっ、しょーもなっ!?」

　つい突っ込んだ。いや──しょうもないは言いすぎにしても、引っ張ったわりに、あまりに可愛かわいらしい理由である。女子力かよ。

「いっ、いいじゃんか別にーっ！　あたしだって一応、そういうの気になるんだよ！　そりゃあ、桐原と一いつ緒しよにいるときは対比で小顔に見えるからいいけどさぁ……！」

「ん？　あれ？　今なんか酷ひどいこと言われなかった？」

　いや待て。知りたくない。聞き流す！

　桐原は手すりに近づき、映り込む自分の顔をちらりと気にした。

　それから、ふと思って訊いてみる。

「真宮。お前、こんなところで何、眺ながめてたんだ？」

「ん。あー、まあ、いろいろかな。鳥とか海とかタワーとかだよ。綺き麗れいだからさ」

「ふうん……？」桐原は顔を上げ、手すりに寄りかかってみる。

　確かに気持ちのいい光景かもしれない。空は相変わらずの曇くもりではあるが、教室から見るのとはまた違い、青い海のバックに、赤い天見タワーはより映えて見えた。

　この世界に化物がいるなんて、見た目には信じられなくなるくらいに長閑のどかな景色だ。

（でも、どうだろう？）

（これくらい、わざわざ手すりに上らなくても見えるだろうに）

　桐原がそう思っていると、ちょうどそこへ、カキンッと痛快な金属音が聞こえてきた。

　つられて視線を下に落とす。

　グラウンドで、ソフトボール部がちょうどツーベースヒットを打ったところだった。

「あぁ……」

　桐原は納なつ得とくする。──してしまう。

（……あっちが、本当の目的か）

「ん、どしたの桐原？」

「……いや。なんでもないよ」手すりから離はなれる。

「ん～？　なにさっ、思わせぶりに！　変なのっ！」

　放課後の校舎に、用事もないのに残ってまで見ていたかった風景なのだろうな。

　真宮も佐伯も〈皇国フアミリア〉に縛しばられている限り、あそこには交ざれない。

　交ざるチャンスすら──ない。

　桐原の心に、割り切ったはずの罪悪感が浮うき上がってくる。もちろん二人からすれば、自身の意思で決めたことだろうから、桐原が後ろ暗く思うのはエゴかもしれないが──でも、やっぱり巻き込んだのは桐原なのだ。

「で、で？　桐原こそ、あたしに何の用かなっ？　わざわざ屋上まで来て」

「ん、ああ……そうだったな」

　桐原は、コホンと咳払いをする。




「〈皇国フアミリア〉に依い頼らいが入った。動くぞ」




　真宮の瞳どう孔こうが開く。

「……へえ！　今回は、ずいぶんと間かん隔かくが短いねっ！」

「ああ。最近、どうにも慌あわただしい。もしかすると、ようやく念願の化物の尻尾しつぽを──」

　言い終えるよりも早く、真宮は桐原の腕を胸むな元もとに抱かかえ込むようにして歩き出している。

「──ちょっ!?　おい待て、引っ張るな！」

「どうせ詳くわしい話はダンジョンで、でしょっ？　だったら早く、行った行った！」

「やる気があるのはわかった！　わかったから離してくれ！　当たってるんだよッ！」

「だめーっ♪」

　桐原は顔を苦く渋じゆうで歪ゆがめつつも、浮かびかけた罪悪感を、また心底へと追いやってゆく。

　胸とは対照的に、とても小さい真宮の手に引かれながら──

　それに気づかない、ふりをする。




　　　　＊




現在──六月一六日（火）午後五時




　喫きつ茶さ〈ダンジョン〉。

　西洋道学園の裏手にある隠かくれた名店だ。

　名前からは入り組んだ内装の建物を想像しがちだが実際はそんなこともなく、サイズは交番程度しかない。

　赤い屋根と白い壁かべ、狭せまい庭には碧あおい芝しば生ふ、庭先には背の低い木製のポストが立っている。

　西洋風のドールハウスをでっかくした感じ、というと近いだろう。

　桐原たちが三人連れ立って入店すると、カランカラン、と扉とびらの上部についた真しん鍮ちゆう製の鐘かねが鳴った。

　店内のカウンター奥には、この店唯ゆい一いつの店員──オーナーの鬼おに河が原わらさんが座っていた。

　鬼河原さんは、店の可愛らしい外観とは正反対に、岩のように巨大なおっさんで、愛あい想そはかけらもない。眉み間けんにしわを寄せながら競馬新聞を読みふけっている。

「ムン……」

　鬼河原さんは桐原たちを一いち瞥べつし、客と認めると、一言だけそう呻うめいた。

『いらっしゃいませ』の代わりだ。彼は誰だれに対してもこんな態度なのだ。たぶん殺さつ人じん鬼きが相手でも変わらない。感情の見えないその立たち振ふる舞いから、周辺の小学生たちに岩人形ゴーレムとあだ名されているとかなんとか。

　店内に他の客はいない。

　桐原たちは、左手の一番奥にある四人がけのテーブル席に座った。

　鬼河原さんがいつも通り無愛想に注文を聞きにきたので、桐原はコーラ、真宮はオレンジジュース、佐伯はホットミルクを頼たのむ。決まりきった様式美である。

「ムン……」

　飲み物は、あっという間に運ばれてきた。

　テーブルに二つのグラスと一つのカップが並ぶと、佐伯が切り出す。

「見ていただくのが一番、手っ取り早いと思います」

　ノートＰＣを取り出し、こちらに向けた。



from：とある高校で教師をやっている者です

sub：最近町に現れる変質者を退治してください

　はじめまして。町内の高校で教師をしています。最近、勤め先付近の通学路に変質者が現れました。ニュースでも話題にされている、毒の魔女アツプルジエリーだと思われます。

　生徒たちに危害が加わるのは困りますので早急に退治していただけると助かります。

提示額：三万円


　桐原はストローの封ふうを開けながら、微び苦く笑しようする。

「退治って。もっと言い方はなかったのか」

　真宮がオレンジジュースを一口飲み、唇をぺろりと舐める。

「三万円ってのも一いつ般ぱん的には高い額じゃないよね？　若い先生かな？」

　佐伯はホットミルクをふうふうと冷ましている。

「調べた結果、脇わき浜はま高校の新人女性教きよう諭ゆでした。名前は──浦うら本もと恭きよう子こ」

「『信用度』は？」桐原が尋たずねた。

「『ＡＡダブルエー』です」

〈皇国フアミリア〉に送られてきた依頼メールは、すべて、佐伯が依頼人への秘ひ密みつ裏りな調査を敢かん行こうし、信用度別にランク分けする。

　ランクはＤ～ＡにＡＡダブルエーとＡＡＡトリプルエーを加えた、計六つ。ＡＡＡトリプルエーがもっとも信しん頼らいできる。

　Ｄは間ま違ちがいや悪戯いたずらの類たぐい、Ｃは支し払はらい意志が曖あい昧まい、Ｂは意志は強いが金銭的に無理をしているもの。実働の際は、それらすべてに問題のない『信用度Ａ以上』を受ける場合が多い。

　とはいえ──これもただの指針。事情によってはＡＡＡトリプルエーでも受けられない場合もあるし、逆にＢやＣでも受けたりもする。

　あくまで第一目的は──四年前のあの化物を見つけ、滅ころすことだ。

「どうします？　受けますか？」

「毒の魔女アツプルジエリー……ね」

　呟つぶやいてみると、どこか可愛らしい響ひびきである。

「噂うわさに聞く限り、かなり不気味な相手ですけど」

「いや、それでも依頼はできる限り受けるよ。化物かもしれないと室伏は言っていた。もしも本当にそうならば──望むところだ」

「まあね」と真宮が笑う。

「もちろんです」佐伯が頷く。

　望むどころか、そのために〈皇国フアミリア〉は作られたのだ。

　人並み外れた運動能力と、超ちよう高こう速そくの情報処理。

　──復讐のためのシステムは、今ここにある。

　佐伯はホットミルクに口をつけ、白くなった唇で微笑む。

「実はもう、犯人についての調査は始めていまして」

「え？　そうなのか？」

「さっき──図書室にいたときです。あの間に必要な情報は集めておきました」

「……手際がいいな」さすがだ、と桐原は素す直なおに感心する。

「それがわたしの役ですから」

「で、何か分かったか？」

「不思議と、犯人の素す性じようについては情報が消されていましたけれど」

「消されてた？」真宮が唇くちびるを拭ぬぐいながら言う。「大だい丈じよう夫ぶなのそれ」

「はい。──そんな小細工をしたところで、実のところ素性なんて、どうでもいいのです。重要なのは次の犯行日時と場所。この情報さえ推測がつけば捕つかまえることは可能ですから」

「……ってことは、つくのか？　推測」

　佐伯は誇ほこらしげに、にっこりと微笑む。

「もちろんです。魔ま術じゆつ師しは物知りですからね」

　彼女の話によると、毒の魔女アツプルジエリーの犯行は、これまで四回だという。

　毎回、日時は狙ねらったように一定。決まって週末、金曜日の午後六時三〇分から七時の間。さらに、公表はされていないが、これまでに被ひ害がい者しやを襲おそった場所には規則性があるらしい。

「──計四か所。綺き麗れいに一定の距きよ離りで、風切山を中心にして七二度ずつの角度で並んでいます」

「七二度？　なんだそれは」

「五倍すると三六〇度。つまり、次の事件で五角形を作れる計算です」

「……ああ、なるほど」

　とてもわかりやすい。

　わかりやすいが──しかし、だからこそ疑問だ。

「──どうしてわざわざ、そんな推測されやすい行動をとるんだ？　捕まえてくれと言ってるようなもんじゃないか」

「理由は不明です。ひょっとすると単なるミスリードなのかもしれませんし……あるいは五角形ペンタゴン、五ご芒ぼう星せいなどの宗教的な儀ぎ式しきでしょうか。いろいろ考えられます」

「ふむ。まあ、意図はわからなくても……別にいいってことか」

「そういうことです」

　桐原は、冷えて白い煙けむりを上らせているコーラを一口すする。

　どんな理由があるにせよ──それがたとえ罠わなであっても──可能性に従って最適解を弾き出し続けるのが〈皇国フアミリア〉というシステムだから。

　だから、臆おくせず確かめに行こう。そいつが本当に、化物なのか。

　──俺たちが捜さがし続けてきた、仇きゆう敵てきなのか。

「「「…………」」」

　三人が息を呑のみ、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくができた、そのタイミングで。

　……計ったように、店内には静かなＢＧＭが流れ始めた。

　鬼河原さんがレコードプレイヤーのスイッチを入れたのだろう、初めにアコースティックギターのイントロ、それから掠かすれた男声ヴォーカルの歌が店内に浸しん透とうしてゆく。

「あ……」真宮がぽそりと漏もらす。「この曲」

「ええ」佐伯も気づき、頷く。

「…………四年前、か」桐原も耳を澄すます。

　桐原が化物に遭あった──四年前に流は行やっていた曲だった。偶ぐう然ぜんにしては出来すぎた演出だ。何かの歯車が、ゆっくりと動き始めているのかもしれない。

　桐原は沈しずむように──『あの頃ころ』の記き憶おくを思い出す。




　桐原は、一二歳まで施設で育った。

　両親の記憶はないが、施設の人からは「どうしようもない事情で育てられなくなったのだ」と聞いていた。今となっては恨うらみもない──真宮を見ていると、どこかで生きていてくれるだけで充じゆう分ぶんと思える──が、当時の桐原はそこまで割り切って考えられなかった。

　不幸だ、と感じていたのだ。

　ただ、施設内には偶然にもまったく同じ境きよう遇ぐうの、同い年の少女が一人だけいた。

　日下部くさかべ蓮れん。

　成績優ゆう秀しゆうで運動も得意、人形のように端たん正せいな顔だちの子だった。

　彼女は桐原を、初めて『名前』で呼んでくれた子だ。

『有くん』

　必然。桐原にとって彼女は、彼女にとって桐原は──特別な存在になった。

　夢の中を漂ただよっているような毎日だった。

　また同時に、夢から覚めたくないと二人ともが思っていた。

　──裏返せば、二人の時間がいつか終わってしまうのではという漠ばく然ぜんとした予感が、あの時すでにあったのだろう。

（だから……だろうか？）

　日下部はある日、桐原を施設の裏庭に呼び出して、こう言ったのだ。

『有くん。私たちは本当の家族になりましょう』

『………………………………………………え？』

　どういう意味、と訊きき返す間もなく、日下部は桐原の鼻先に顔を近づけてきた。

　それはもう、吐と息いきさえも届く距きよ離りであった。このときばかりは幼い桐原も、わずか一二歳の少女を『可愛い』でなく『美しい』と感じてしまっていた。

　そして、今にも唇が触ふれそうなほど近くで、彼女は囁ささやいたのだ。

『私を……お嫁よめさんにして？　有くん』

『────!!』
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　なぜ彼女がそんな言葉を言ったのか、真意はわからない。異質な環かん境きようと、漠然とした不安が、そうさせたのかもしれない。

　どうであれ、その出来事は桐原にとって大事件だった。

　正直、救われたのだ──その温かい繋つながりに。

　ただ、当時の桐原は以前から彼女に強い憧あこがれを抱いだいていた。だから、改めてあのような宣言をされると逆に意識してしまい、最後まで素直には呼べないままだったのだ。

　彼女を、『蓮』と。

　……本当は呼ぶべきだった。

　なのに、ついには一度も呼べないままに、彼女は──




「あの年、俺たちは奪われた」

　桐原はダンジョンのソファに浅く座り、壁へき面めんの染しみを見つめながら強い語気で言った。

「「…………」」

　佐伯と真宮は黙もくしている。

「今年と同じだったよな。不気味な事件が頻ひん発ぱつしてて、『化物じゃないか』って噂が真実味たっぷりに囁かれたりもして」

「覚えてる、よ……」真宮が天てん井じようを仰あおぐ。

「ちょうど今と同じで、雨が少ない梅つ雨ゆでしたよね」佐伯が続けた。

　化物の噂はもちろん桐原たちの耳にも入っていた。しかし、まだ子供の桐原たちにとっては、恐おそろしいはずの化物は興味の対象ではあっても恐怖の対象ではなかった。

　ちょっとふらりと外出しただけ。そんな、子供心のたった一度の過あやまちで。

　ある少女は、記憶を。

　ある少女は、両親を。

　ある少年は、幼おさな馴な染じみを──化物に奪われた。




　店の中を、バスドラムが反はん響きようする。

　騒さわがしいのは嫌きらいだ。

　雨を思い出すから。




　　　　＊




四年前──六月　あの日




　その年の梅雨は異様に雨が少なかったが、あの日だけは違ちがった。空はそれまで溜ためこんだものを一気に吐はき出すかのように大雨を降らせたのだ。

　桐原と日下部は、天見タワーを見物しに行った帰りだった。

　予想外のゲリラ豪ごう雨うに身体からだを濡ぬらしながら、大おお慌あわてで街を駆かけ抜ぬける。

　横よこ殴なぐりのどしゃ振ぶりが電柱からチラシを剥はぎ飛ばし、暴風が駐ちゆう車しや場じようの三角コーンを薙なぎ倒たおす、その道の途と中ちゆうで二人は出で遭あってしまった。

　まるでおとぎ話の中にでも紛まぎれ込んだかのごとく──遭そう遇ぐうしたのだ。

『化物』と『剣士』に。

　化物は、もう見るからに、ヒトとよく似た形をしていながら、ヒトとは明らかに違っていた。異形のバケモノ。

　そいつは、顔の半分が蒼い炎に包まれていた。

　彼の炎は雨に打たれても消える様子はない。蒼そう炎えんの化物は、雨水を身体からだから滴したたらせ、桐原と日下部を見て笑う。獲え物ものを狩かる肉にく食しよく獣じゆうのように舌なめずりをした。

　恐怖だ。

　たった一瞬の邂かい逅こうで、桐原の心身を恐怖が支配した。

　日下部も同様だったらしい。二人は震ふるえ、無意識に、互たがいの身体からだを強く抱いていた。

　腰こしは抜けていた。膝ひざは震え、奥歯も鳴らした。初めて対たい峙じする──野生の獣だった。

　そいつがこちらに手を伸のばす。

　そのとき桐原は、幼い中に宿るその生存本能で、かろうじて一言だけ、言葉を放った。

『……たす、けて』

　すると、直後──いや、いつの間にかだ。

　銀色の髪の、両手に剣を携えた誰かが目の前に立ちはだかり──蒼炎の化物の攻撃をその身に受けていた。なぜか助けられたのだ。

　まるで、おとぎ話。

　化物が何者なのか。

　剣士が何者なのか。

　桐原にはわからなかったが、とにかくそこで幼い桐原の気力は限界を迎むかえ、気を失った。




　次に桐原が目覚めたのは、二時間ほど経たってからだ。

　化物も、剣士も、日下部も──もうどこにもいなかった。




　桐原の知る限り、おとぎ話というのは、いつも最後は希望的に終わるものだった。だから、あのときも桐原は震える身体で信じ続けた。

　──このお話だって、きっと最後はハッピーエンド。

　──ほら、正義の味方が、彼女を助けにきてくれる。

『助けて』と縋すがる思いで声を放ったのも、助けを信じていたからこそだ。きっと、そういう意味ではあの銀ぎん髪ぱつの剣士こそが正義の味方だったのだろう。

　しかし──それでも、日下部が助からなかったのは事実だ。

　だから、桐原は決めたのだ。

　たった一人の正義の味方ではなく、もっと強大で、強固で、強権で──

　絶対に揺るがない圧倒的なシステムを自分で作り上げると。

　それが〈皇国フアミリア〉。

　希望に満ちた都市伝説ハツピーエンドのおとぎ話。




　　　　＊




現在──六月一七日（水）　午後五時




　翌日、水曜日の放課後。太陽が天見タワーにかかり、町を赤色に染める時間帯。桐原は真宮と佐伯を連れて、風神坂から少し外れたところにある、廃すたれた路地裏に来ていた。

　件くだんの毒の魔女アツプルジエリーが現れるであろうスポットだ。

　乗用車がぎりぎりすれ違えるかどうかの狭せまい道。

　古い商店街なのだろう、脇わきには看板を仕し舞まった廃はい屋おくばかりが並んでいる。風通しが悪いせいか湿しつ気けが多く、体感温度は高い。着ている服がしっとりとした重みを持つ。

　桐原はシャツをぱたぱたとやって空気を送り込みながら言う。

「[image: ]つい……ッ!!」

「そう、です、ね……」

　佐伯がフードの下で汗あせを滴らせる。こんなときもパーカーを脱ぬがないのが彼女の凄すごいところだ。尊敬はしないが。

「え、そうかな？」

　真宮だけは、一人、きょとんとしていた。

「……なんでお前、涼すずしげなんだよ」

「言ったじゃん。あたし汗とか全然かかないんだって。暑いのは平気なんだよね」

「どんな身体からだしてんだマジで……」

　驚きよう異い的な身体能力もここまで来ると才能の一言では片づけられないのではないか。

　桐原は佐伯に向き直り、尋たずねる。

「暑いし、汚きたないし、人はいない……こんな場所に、本当に魔女が現れるのか」

「推測では、そのはずなのですが……むむぅ」

「でもさー、こんな場所じゃあ、そもそも襲おそう相手がいないんじゃない？」

　真宮が、辺りを見み渡わたして口を開いた。

　もっともである。この場にいる三人以外の生物といえば、地を這はう蟻ありと、ブロック塀べいの上をのそのそと歩く肥満体の野の良ら猫ねこだけなのだ。

「キシャーっ！」と、猫が不細工な顔で威い嚇かくしてくる。

「「「…………」」」

「キシャシャーっ!!」

　その猫もすぐさま尻尾しつぽを膨ふくらませ、去っていってしまった。

（よくもまぁ、この暑さであんなに元気なものだな……）

　はあ、と桐原は肩かたを落とす。

「……ちょっと冷静になろうぜ。さすがに、ターゲットもいないのに犯人が現れるとは考えづらい」

「うーん、確かに静かすぎですね……読みが外れたのでしょうか」

「悔くやしいけど、そうかもな」

「すみません……」と佐伯が頭を下げる。

「いや、まぁ仕方ないけどな。佐伯の言っていた情報が事実なら、まずここに来るのは判断として間ま違ちがっちゃいなかったはずだ」

〈皇国フアミリア〉は、いつだって最適解を求めて動くシステム。それでもしも上う手まくいかなかったのなら、確率の勝負に負けただけのこと。

　三人が頷うなずき合い、諦あきらめて道を引き返そうとしたとき──

　ふと、真宮が閃ひらめいたように口を開いた。

「……ん？　あれ、でもちょっと待って。そういうことかっ」

「は？　なにが」

「いや。その、もしかしてなんだけど……犯人からすれば、ここまで含ふくめて計画通りなんじゃないかな、とか思ってさ」

「??　どういう意味だよ」

「だからさ──」

　真宮は朗ほがらかな笑え顔がおで豊満な胸を張る。




「ターゲットなら、あたしたちがここにいるでしょ？」




　ああ──なるほど。桐原と佐伯が感心して口を開けた、その瞬しゆん間かんと、

　あっ、と、真宮がこちらの背後を指さしたのは、同時だった。

「「え？」」桐原と佐伯が振り返る。

「人…………」

　真宮が言った。

　振り向いたそこには、確かに、人影が立っていた。

　ここは裏路地だ。周囲は家と塀へいに囲まれている、その塀と塀の間で、人影が動いているのだ。──ゆらゆらと幽ゆう霊れいのように、白い影かげが近づいてくる。

　痩身の女性。

　白衣を羽織っている。

　白衣の下は潔けつ癖ぺきと言えるほど真っ白なシャツ、装そう飾しよく皆かい無むの黒いミニスカート。そして黒いピンヒール。ウェーブがかった、しっとりと滑ぬめりけを帯びた茶ちや髪ぱつを無造作に垂らしている。顔の造形はかなりの美人のようだが──しかし生気がまったくと言っていいほど感じられない。目の下には深い隈くまがあり、かなり不気味だった。

　医者？　絶対に違う。

　医者のような、人の命を救うような種類の人物にはとても見えない。むしろ逆。

　死にとても近い──実験とか解剖とか──そういう言葉がぴったりとハマる印象の──

「なっ……あなたは」

　佐伯が瞠どう目もくして呟つぶやく。

「──浦うら本もと恭きよう子こ!?」

　桐原と真宮は女を見つめる。

「「はあッ!?」」

　浦本恭子とは、今回の依頼人の名だ。

（どうして、そいつがここに？）

「…………っ」

　動どう揺ようする佐伯と真宮の横で、しかし桐原はどこか納なつ得とくしている自分に気づいた。

　なんだろう──ちょっとした違い和わ感が繋つながり合って、一つの答えを導き出しているような、もうそれしかありえないような、明らかすぎる確信。

　規則的な犯行パターン。

　夕方の路地裏。

　学校の教師。

　白衣の女。

　つまり、これは──本人に誘き出されたのではないか？

　桐原は息を呑のみ、それから叫さけんだ。

「二人とも……気をつけろ！　こいつが──毒の魔女アツプルジエリーだッ!!」

　しかし桐原の声は寸刻、遅おそかった。

　浦本恭子──魔女は、たじろぐ桐原たちよりも早く大おお股またで駆かけ、こちらとの距きよ離りを詰つめる。そして──桐原の腕を掴んだ。

　瞬間。

「なッ!?」

　ブレザーが……

　皮ひ膚ふが……

　溶けていく！

「ぐッ!?　……うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　桐原は、あまりの激痛に悲鳴を上げた。

（な、んだ、これ……どうなってる!?）

（わけがわからない！　わけがわからない！　わけがわからないッ！）

　魔女は桐原の耳元に顔を近づけ、一言、尋ねてくる。

「お前は…………キャリアか？」

　意味がわからない。そんな理解不能な問いかけに思考を持って行かれている場合ではない。ただ痛くて──熱い！　奥歯を噛かみしめる。女の手を引き剥はがそうとするも敵かなわない。

　悲痛に意識が途と絶だえる、その寸前。

　桐原の背後から、高速の何かが──飛んできた。

「お前っ！　桐原に何するんだああああああああああああああああああああ!!」

　否いな、跳んできたのだ。

　蹴り。

　シンプルに凶きよう器きとして磨みがき上げられた鋭するどい蹴り、空気を薙なぐ騎き士しの『剣けん』──真宮の白く長い美び脚きやくが桐原の頬ほおをギリギリ掠かすめない距離で通過し、魔女にぶち込まれる。

「……ッ!?」

　それはメゴッと音を立て、魔女の顎あごにクリーンヒットした。

　魔女が吹ふき飛ぶ。路地の脇に積み上げられていたゴミの山に突つっ込んだ。青いプラスチックのバケツが宙を舞まい、落下。バコォン、バコォンとアスファルトの道路を跳はねる。

　真宮がスチャッと、着地して。

「騎士あたしの許可なく皇帝に触さわるなあっ!!」

　そう──咆ほう哮こうした。

　真宮が桐原の方へ振ふり返り尋ねてくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　桐原！」

「……あ、ああ。なんとか」

　かろうじて返事をする。途と中ちゆうからは動きを目で追うのに必死で、痛みを忘れていた。

「そっか──ふぇえ、よかったああああ！」

　真宮は眉まゆを八の字に曲げて破顔し、肩の力ちからを抜ぬいた。まるで屈くつ託たくのない笑顔で。

「あ……ありがとう。真宮」

　桐原たちはゴミの山で微び動どうだにしない女に視線を向ける。

　──真宮の蹴りはクリーンヒットした。しかも今回は真宮がキレていたせいで三月ウサギプレイボーイ戦ほどの手加減をした様子がない。起き上がれるはずがなかった。

　桐原はひとまず安あん堵どの息を吐つき、自分の傷口を確かく認にんする。血で赤く染まった肌が露ろ出しゆつしていた。まるでリンゴの齧かじり痕あとのように、その傷は──生々しい。

（溶けた……んだよな？）

　現象としてはそうとしか見えなかった。

「両手に薬品でも仕込んでたか」

「い……いえ。その可能性は、ないと、思います」

　桐原が背後に目をやると、パーカーの少女が震ふるえる手で桐原のブレザーをつまんでいた。

「ちゃんと、観察していました。りゅ……硫りゆう酸さんなどを扱あつかっている様子はありませんでした」

「………………佐伯」

　佐伯は三人の中でも運動能力が極きよく端たんに低い。この桐原よりもだ。それでも彼女が戦場に駆けつけるのは、情報を少しでも正確に分ぶん析せきしたいという強い意志の表れである。

　桐原は、感謝と謝罪の入り混じった気持ちで、佐伯の手を強く握にぎった。

「──ともかく、今のうちにあいつを縛しばり上げよう」

「それがいいと、思います……」

　彼女が何者かは、あとで叩たたき起こして話を聞けばいい。

「あの魔ま女じよ！　絶対に許さないんだからねっ！」

「…………」

（──まさか真宮、全力を出すあまり殺しちまったんじゃないだろうな）

　桐原がそう不安にすら思った直後。




　ガサ。




「ッ!?」

　ガサガサガサ──と。

　ゴミ山の中から起き上がる白衣が見えた。

　魔女は何事もなかったかのように──そう、本当に微み塵じんもダメージを受けていない風に、立ちあがっていたのだ。

　桐原は後ずさる。

　そして──理解する。事態の異常性を。

　瞠目。愕がく然ぜん。戦せん慄りつ。

　魔女を凝ぎよう視しする目が瞳どう孔こうを開いた。

「有り得……ねえだろ……おいッ！」

　唇くちびるが乾かわく。気づけば桐原は声を荒あらげていた。

「アスファルトが焼け焦こげるレベルの蹴りだぞ!?　なんで立って──」

　が──しかし、それを『なぜか？』と考える暇ひますら、今の状じよう況きようは与あたえてくれなかった。

　考える必要すらない。目の前の光景を一見すれば、その理由は瞭りよう然ぜんだからだ。

　桐原は悲鳴にも似た叫びを上げる。

「ちょっと待てッ……何だよ、あれ……ッ！」

　女の顔が──ゼリー状に変質しているのだ。

　半はん透とう明めいのゼラチン質。

　真宮に蹴りを入れられた顎は、スニーカーの形そのままに凹へこんでいた。そして、その跡あとはコポコポと気き泡ほうをたてて、みるみるうちに顔の形へと再生してゆく。

　桐原の脳のう裏りに室伏との会話がよぎる。

　異質。

　異形。

　──化物。

　魔女は具合を確かめるように自らの顎を擦こすってから、不気味に笑う。

「ふむ、あの金きん髪ぱつの少女……なるほどな。誘おびき出しただけの価値はありそうだ。いい実験台になるだろう。くく、くくくくっ……」

「っ……！」

　恐怖がやってきた。

　四年前と同じ──本能的な恐怖が。

「お前はキャリアだな？」

　言うと同時、魔女の黒いピンヒールが地面を蹴り、こちらへ向かって駆けだす。

「なっ、その身体からだ……どうなってんのさ……こ、の、化物っ！」

　言いながら真宮が、桐原を背後へ押しのけ、前へ走り出た。

　跳ちよう躍やく。空中で蹴りを放ち、女の顔面に衝しよう撃げきを再度、ぶち込む。

　しかし──

「くくっ──」

　魔女は笑う。

「で？　それだけか」

「ッ──!!」

　やはり効かない。真宮の足は女の身体にめり込むだけだ。何のダメージも与えてはいない。

「まあいい……少し眠ねむっていろ。お前は及きゆう第だい点てんだ。あとで連れ帰ってやる」

　魔女がまたその手を伸のばし、勢いよく真宮の肩かたと腰こしを掴む。

　ジュワッと煙けむりが立つ。

「くっ、ぅうああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　悲痛の叫びが辺りに木霊こだまする。

　なのに、ここは人通りなどない裏路地だ。助けは望むべくもない。

「真宮あっ!!」

　桐原はすぐさま足を踏ふみ出そうとした。これ以上、一いつ瞬しゆんたりとも仲家間族が傷つけられる様を見てはいられなかった。

　しかし、そのとき、自分のブレザーを引っ張っている、もう一人の少女に気づいた。

「………………佐伯？」

　佐伯はふるふると首を振り、無言で訴うつたえた。

「っ──！」

　彼女のその震えた手は、すんでのところで桐原に冷静さを取り戻もどさせる。

（ああ……そうか。駄目なんだ）

（真宮が敵かなわない相手に俺が正せい攻こう法ほうで挑いどむのは、最適解じゃない。むしろ最悪）

（──全滅だ）

（俺の役目は……何だ？）

〈皇国フアミリア〉とはシステムだ。常に最適解を出すため、それぞれには役が与えられている。

　真宮には真宮の、佐伯には佐伯の、桐原には桐原のすべきことがある。

（俺の名は何だ？）

　──〈皇帝〉。

　桐原は唇を、血が滲にじむほどに噛みしめると、佐伯の方へ振り返る。

「き、桐原くん……っ？」

　怯おびえる少女の両りよう肩かたを掴つかみ、その目を見み据すえる。

「佐伯。俺があいつを引きつける。お前は真宮を連れて逃にげろ」

「…………………………………………えっ？」

　佐伯は蒼そう白はくの表情を浮うかべている。

　どうしてそんな結論に至るのか、理解できない様子だった。

「今までだってそうだろう？　名ばかりの皇帝は危険な壇だん上じように立って囮おとりになるのが役目だった。こんなところで、お前らまで失うわけにはいかないんだよ。逃げ切れば反はん撃げきのチャンスはある……今はとにかく逃げろ！」

「で、でも、桐原くんはっ……？」

　佐伯は半ば泣きそうな表情になっている。

（ちっ……迷わせている時間も惜おしいな……仕方ないか）

　桐原は佐伯の頭を掴むと──自らの額と彼女の額とを触ふれあわせる。




「命令だ。真宮を連れて逃げろ。魔術師」




　桐原の鋭い眼めに、佐伯はビクリと震えた。

「皇帝の命令には絶対服従しなければならない。これが、お前の提案した唯ゆい一いつのルールだよな？」

「……っ」

　佐伯は、泣きそうな顔で顎あごを引いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺なら何とかするから。心配するな！」

「……わ、わかりました。──でもっ！　すぐに助けを呼んできますから、それまでやられないでくださいよ、絶対に！」

「ああ──真宮を頼たのんだぞ」

　桐原は、そう言って微笑ほほえむと、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　──魔女へ向かって突とつ進しんした。

「…………なんだ？」

　魔女は、ちょうど真宮から手を離はなしたところだった。頭こうべを垂れた真宮が、ドサリと地面に落ちる。

（──畜ちく生しよう……どうして俺にはこんなことしかできない……！）

　桐原は無力感に押しつぶされそうになりながら、ただ両足で地面を蹴けった。

　魔女が新しい獲え物ものを見つけて喜んでいるかのように微笑んで、桐原に向き直る。暗く輝かがやく魔女の双そう眸ぼうは化物のそれだ。身体からだの髄ずいへと恐怖が伝でん播ぱする。野や獣じゆうが眼前に牙きばを剥むいて立っているかのようだった。四年前、化物と対たい峙じしたときと同じ本能的な恐怖。

　しかし、目の前に立つ彼女は、四年前の化物とは明らかに別人。

「お前は……いったい何なんだよ……！」

　桐原は顔をしかめて言った。

　魔女は答えず邪じや悪あくに口の端はしを上げると、桐原へ向けて駆かけてくる。

　二人が道の中央で相対する。

「この状況で自分から突つっ込んでくるとは。お前、あの娘むすめ以上に馬ば鹿かだよ」

「!!　真宮を馬鹿呼ばわりすんじゃねえ！　この糞くそビッチッ！」

　桐原は拙つたないパンチで殴なぐりかかろうとするが、当然のように上体を横に振ふるだけで躱かわされる。そして反撃、魔女の手が再び桐原の腕うでを掴む。

「ぐ……ぁああああああ!?」

「学ばない少年だ。くくっ」

　溶とかされた。細さい胞ぼうのひとつひとつが、殺されてゆく感覚。

　恐怖が心の器に注がれる。怖こわい、本当に。

　けれど──

　──これでいい。

　桐原が身を挺ていしている隙すきに──佐伯は真宮に肩を貸し、地じ獄ごくと化した路地裏から逃げ去さってゆく。その背中を見送りながら、桐原は安あん堵どの息を吐つく。

「ん？　……ほう、なるほど。そういう算段か。なかなか思い切った決断だな」

「はっ、ざまあみろ、毒の魔女アツプルジエリー。あの二人は渡わたさねえよ」

　極度の危機状態だからだろうか、桐原は走馬灯のように、この四年間を回想していた。

（この四年は復ふく讐しゆうのためにあると思っていた）

（……けれど、違ちがうみたいだ。今、理解した……俺のこの気持ちの正体は復讐心じゃない）

（──罪悪感だ）

　日下部が殺されたとき、桐原は、なにもできずに自分だけ助かったことを悔くいた。

　だからずっと、あのときの償つぐないになるような最さい期ごを求めていたのだ。

　それがやっと見つかった。

　今、ここだ。

『桐原有は、化物から仲家間族を守るために死んだ』

　なんて綺き麗れいな幕引きハツピーエンドだろう、と桐原は口の端を歪ゆがめる。

（よかった……今度は間違えなかったぞ）

（──日下部……）

　しかし、笑ったのは魔女も同じだった。桐原の策など大して気にも留めていないように。

「……ふん。とはいえ、いいのか？　お前を捕つかまえれば、私はお前から居場所を吐かせればいいだけのことだが──お前ごときが耐たえられるのか？」

「やれるもんならやってみろよ……」

「……ふん。いい覚かく悟ごだ。ならば──もがき溶けろ、少年」

　魔女が告げ、両手で桐原の腕を強く握にぎった、

　そのときである。




「最低の茶番劇ね。それで？　あなたは悲劇の王子さまか何かのつもりかしら？」




　声が、頭上から、舞まい降りた。

「っ──!?」

　桐原は廃はい屋おくを見上げる。

　すると、そこには──屋根の上には──あまりにも美しい少女が立っていた。

　たなびく黒くろ髪かみ、夕日を反射する白い肌はだ。切れ長の目でこちらを睨にらみ、唇くちびるを不ふ機き嫌げんそうに尖とがらせている。その姿に、桐原の記き憶おくがフラッシュバックする。

「────────日下部？」

　桐原は無意識に呟つぶやいたが、その声は少女の耳には届かない。

　彼女の視線が捉とらえているのは、毒の魔女アツプルジエリー、ただ一人。

　少女は右みぎ肩かたにかけたギターケースを開ける。

　中からは黒い銃器が現れた。

（っ…………ガ、ガトリングガン？）

　桐原が疑問を浮かべるよりも早く、少女はそれを白衣の女へ向ける。

「なんだ、お前は──」

　顔を歪める女に、少女は冷れい酷こくな無表情のまま、こう答えた。

「お姫さまの登場よ。雑兵はひれ伏ふしなさい」

　同時、射しや撃げき音おんが雨のように降り注ぐ。

　射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃射撃──
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　第二章　異い相そう記き憶おく




　おとぎの国には、それはそれは、おそろしい化物が眠ねむっていると言い伝えられていました。

　化物は、お姫様と王子様を引き裂さき、二度と会えなくしてしまったのです。




　　　　＊




　身体からだに無数の銃じゆう弾だんを受け、毒の魔女アツプルジエリーが地面に沈しずむ。

　少女の放った弾たまの残ざん響きようが、ウォンウォンと桐原の耳の中を跳はねている。

　桐きり原はらは目を見開いて少女を見つめた。

　唖あ然ぜん。慄りつ然ぜん。当然だ。目の前の少女は間違いなく今朝、風ふう神じん坂ざかで見かけた少女であり、そして──四年前、化物に殺されたはずの幼おさな馴な染じみだった。

「日下部くさかべ……………………なのか？」

　桐原は、久々の発音を確かめるように、唇を震ふるわせて、恐おそる恐るその名を呼んだ。

「久しぶりね。──まったく、なんて顔してるのかしら、まるで死人を見つけたみたいに」

「……っ、だ、だって！　お前、なんで……生きて……っ！」

　桐原はよたよたと歩み寄る。未いまだに目の前の情景が信じられない。

「あらあら。まさか本当に死んだと思っていたの？　失敬ね。私はあのとき、奇き跡せき的に、運命的に、ある機関に助けられたのよ。──拾われた、と言った方が正確かしら。だから、こうして今も生きている」

　──生きている。

　その力強い一言が桐原の目を潤うるませる。雫しずくが零こぼれそうになるのを堪こらえる。

　感情を抑おさえることができない。思わず彼女に向かって駆け出した。

「日下部！　よかった！　本当に……本当に！」

「嫌いやよ」

「え？」

「それ以上──近寄らないで。有ゆう」

「っ!?」

　日下部は桐原の鼻先に、ガトリングガンの銃じゆう口こうを向けてきた。

「…………え？」と桐原は再び声を漏もらし、硬こう直ちよくした。

　日下部は突き離はなすように、告げる。

「聞こえなかったかしら？　近寄らないで、と言ったのよ。別に私はあなたに会いに来たわけじゃない。たまたま機関の仕事でその化物を止めに来たら、あなたがいただけ。だから、あなたと感動の再会なんてする気は──さらさらないのよ」

　明確に拒きよ絶ぜつされた……のだろう。

　彼女は四年前とは明らかに変わっていた。

　名前の呼び方だ。

　有。

　有くんでなく──有。

「お、おい。それってどういう……」

　日下部がなぜ拒絶するのか、何を言っているのか、桐原には理解できなかった。

　しかし──はたと気づく。

　ただ一つ、桐原にもわかる、その言葉の意味。

「な、待て。お前、今、化物を止めにって……？」

「ええ。何もおかしなことじゃないでしょう？　化物に襲おそわれた者が化物を取り締しまりたいと思うのは。私は、そういう機関に拾われた」

「…………………………………………」

　彼女の右手には、ガトリングガン。そんなもの、普通の女子高生は持ちえない。

「何だよ……？　何なんだよ……日下部！　お前、この四年で何があったっ!?」

　そうだ。おかしいじゃないか。

　生きていたのに、なぜ桐原の前に今まで現れなかったのか？　そこには間違いなく、日下部の身に起きた何かが絡からんでいる。

「うるさいわね。有には関係ないでしょう」

「……っ！」

　一いつ蹴しゆう。

　日下部は首を振ふり銃を下ろすと、心底、疲つかれたように嘆たん息そくした。

「はぁ。本当に……どうしてこんなことになっちゃったのかしら。諜ちよう報ほう部の愛玩動物型監視デブネコカメラがキャリアを捉えたから飛んで来てみたら、こんな有様だなんて。──でも、仕方ないわよね。まさか無む謀ぼうな一いつ般ぱん人じんが、逃にげもせずに立ち向かっているなんて思わないもの」

　キャリア？　諜報部？　愛玩動物型監視デブネコカメラ？

「おい……お前、何の話をしてるんだよ！　ちょっと、説明しろよ！」

「説明？　あなたが知ってどうするのよ。関係ないって言ってるじゃない」

「関係ないはずないだろ！　幼馴染だぞ！」

　自分でも驚くほど大きな声が出た。

「っ……」

「頼たのむから、突つき放さないでくれよ……！　俺の四年間を！」

　桐原のこの四年は、すべて、日下部の消失あってこそ存在しえたのだ。彼女の死が作り出した執しゆう念ねんの塊と言ってもいい。なのに、それが生きていたとなれば、「関係ない」と突き放されたところで引き下がれるはずもない。

（生きていた……どころか化物を取り締まっている？）

「なんだよそれ。なんなんだよ、それ……」

　憤いきどおりとも悲ひ哀あいともつかない感情。

　その黒々とした剣けん幕まくに、日下部は気け圧おされ、顎あごを引く。

「突き放すもなにも、あなたが知ったところでどうしようもないことよ。だから言わないだけ」

「だったら尚なお更さら、俺が知ってもいいだろうがッ！」

「…………」

　駄だ々だをこねる子供のように、壮そう絶ぜつとも言うべき諦めの悪さ。

　日下部は、一周して潔いと錯さつ覚かくしそうにすらなる。

「……………………………………はあ」

　額に手を当てて、呆あきれ果てた。

　正直、これほどまでとは思っていなかったのだ。

　もちろんある程度、食い下がられるとは予想していたし、だからこそこれまで姿を隠かくしていたのだけれど──ああ、もう、と。

　日下部は諦あきらめたように嘆息する。他に良策が思いつかない。ここで黙もくせば、桐原は危険地帯へ不用意に近づいて来ようとするだろう。それだけは、日下部としては避さけなければならない事こと柄がらだった。そして、このとき──日下部が顔に浮うかべた感情は、苛いら立だち九割、愛いとおしみ一割で構成されていた。

　見ようによっては、この一割こそが事情の本質を鮮あざやかに表しているのだが、しかし桐原がそれに気づけるはずもなかった。

「……わかった、わかったわよ。どうせ本当に、あなたにはどうしようもない事実だものね。それで満足が行くのなら少しだけ話してあげるわ──」




「この町の絶望について」




　日下部は、そう言った。

「…………！」

　彼女は肩かたにかけていた黒銃を、地面に置き、その上に腰こしかけた。組んだ脚あしがスカートから覗のぞいて、美しい曲線を作る。

　制服には、よく見ると槍やりを模したバッジが付いている。

　そのバッジをトントン、と指先で叩たたいて言う。

「私はね、有。〈聖せい槍そう教会〉に拾われて、そこに所属している審問官エージエントなの」

「〈聖槍教会〉？」

「そうね……簡単に言うと『異能者キヤリアの存在を世の中から隠しながら、異能者キヤリアに関かかわる問題を解決する機関』ってところ」

（確か、毒の魔女アツプルジエリーもキャリアがどうとか喋しやべっていたような）

　桐原はおそらく違ちがうと知りながらも、一応確かく認にんする。

「き、キャリアって言うのは…………携けい帯たいとかの、じゃないよな？」

「そんなわけないでしょうがこの駄だ馬ば。死にたいの？」

「うっ!?」

「そうね……あなたにもわかりやすく言うと、つまり俗ぞくに言う化物よ。化物になってしまった──人間」

「……………………………………………………………………え？」

　化物が──人間？

　桐原は日下部の脇わきに倒たおれる毒の魔女アツプルジエリーに視線を向ける。

　ゼラチン状の傷きず跡あとが、まだ生々しく、てらてらと光っている。

「？？？」

「まあ、初めは何を言ってるか分からなくて当然だわ。私も最初はそうだったし」

　言って、日下部は立ち上がると、桐原の傍そばへすたすたと歩みよってくる。

「ん？　な、なんだ……」

　そして。

「えい」

　人さし指を、桐原の腕うでに突きつけた。

　──さきほど毒の魔女アツプルジエリーに溶とかされたばかりの傷口である。

「あ痛ああああああああああああああっ!?」

　桐原は苦痛の悲鳴を上げた。涙なみだが溢あふれ出る。

「──おッッ、お前何してんだよ!?　アホかッ！」

「アホはあなたよ。いいから、これを見なさい」

「え……？」

　桐原は視線を自分の腕に向ける。日下部が、桐原の血をツーッと滑すべらせて、腕に何か──記号？のようなものを書いていた。

「………………∞？」

「そう。すべての原因は、生命の二重螺ら旋せん──ＤＮＡの異変なの」

「ディー、エヌ、エー？」

「デオキシリボ核かく酸さん──遺伝情報を司つかさどる生体物質。さすがのあなたでも言葉くらいは聞いたことがあるでしょう？」

「そりゃあ、あるけど……」

　けど、その説明をするのに、わざわざ腕を突つつく必要ってあっただろうか。

　多分ないよな……まあいいんだが。

　日下部が続ける。

「異い相そう記き憶おく。遺伝子の中にほんの〇・〇〇三％だけ刻まれた星の記憶。動物、植物、水、石、火などの本質的情報バツクアツプデータが、私たちの身体からだには記されている。私たちが化物と言っている存在は、それを顕現できる者たちのことなの」

「…………」

「だから正確には『化物』でなく、異相記憶を持つ者という意味で、『異能者キヤリア』と呼ぶのが正しいってこと。ＯＫ？」

「……………………」

　桐原は、あまり自信はなかったが、ひとまず頷うなずいた。

　再び、倒れている魔女の身体に視線を落とし、ごくりと唾つばを飲む。

「つまり、化物は──」

「異能者キヤリア」

「きゃ、異能者キヤリアは人間で、そして……四年前のあいつだけじゃなく、たくさんいるってことか。世の中に、たくさん、いっぱい」

「まあ、そうね。私たちが組織立だって動かないといけない程度には、いる」

「そこの……魔女の身体が変になったのも、異相記憶とやらで？」

「ええ。彼女の力は、おそらく──〈粘液化スライム〉でしょうね。『生体記憶ヴアイオログ』の中でも最も原始的な能力のひとつよ」

〈粘液化スライム〉

　言われてみれば、毒の魔女アツプルジエリーの身体からだは、理科の教科書に載のっているアメーバなどに近かったように思う。

「異能者キヤリアの分類は大きく三つ。『生体記憶ヴアイオログ』『物質記憶マテライズ』『現象記憶フエノメノン』──細分化するなら、その数は一〇〇をゆうに超こえるわ。軽いのだと視力がとても良かったり、指先から火を起こしたりって程度なのだけれど」

「超ちよう能のう力りよく者しやみたいなものか……」

　自らの身体からだを発火させる超能力者をテレビで見たことがある。

　ゼラチンは近からず遠からず、ということなのだろう。

「…………」

　桐原は、じゅくじゅくと生々しさを残す女の傷口をじっと見て、眉み間けんを押さえる。

　あまりに唐とう突とつな情報量に、頭が痛くなってきた。

「え、と。ってことはだ、そいつも一応人間？　ただ──異常な性質を持つだけの、人間？」

「ええ、地球外生命体でも怪物クリーチヤーでもなく。間違いなくヒト。ホモサピエンス」

「……こ、殺したのか？」

「いえ。今は麻ま酔すい弾だんで動きを止めているだけ。化物は普ふ通つうの人間よりもずっと頑がん丈じようだから、そう簡単には死なないわ」

「……そう、か」

　桐原は安あん堵どとも不満ともつかない複雑な感情を抱いだいている自分に気づく。

　本来ならば化物は──異能者キヤリアは、殺してしまいたかったはずの相手だ。しかし、目の前の魔女は四年前のあいつとは別人。襲おそわれはしたが結局のところ桐原は助かっている。

　そして何より彼女は──人間。

　日下部によって手を下された魔女に対して、どのような思いを向ければいいのか、正直なところ分からないでいた。

「その魔女に同情することはないわよ。そいつは、〈聖槍教会〉から逃にげ出したマッドサイエンティストだから」

　日下部が桐原の心を読むように諭さとした。

「──彼女が異能者キヤリアだの何だのと知っていたのは、そういう理由」

「あ……なるほど。だから、実験だの何だのと……」

〈皇国フアミリア〉が四年間、異能者キヤリアに辿たどり着けなかったのは〈聖槍教会〉が隠いん蔽ぺいしていたからだ。

　ただし、今回は教会から裏切り者が出たから見つかった、と……。

　そういうことなのだろう。

　桐原はそこまで考えて、微び苦く笑しようした。

『その魔女に同情することはないわよ』

　日下部の台詞せりふは、桐原を気き遣づかって言ったものだった。

　桐原は申し訳なくなって頭を下げる。

「……ありがとうな」

「えっ……？」

　日下部はきょとんとした。

　二人の目が合う。彼女は頬ほおを紅潮させ、バツが悪そうに視線を逸そらす。

「い……いいわよ別に」

「それだけじゃない。いろいろ教えてくれたって意味でもだ」

「全部嘘うそかもしれないわ」

「嘘なら嘘かもしれないなんて言わない」

「…………」

「だから──ありがとう、だ」

　日下部は変わってしまったのかもしれないが、確実に変わっていない部分もあると、桐原は実感した。

　日下部は唇くちびるを尖とがらせる。

「初めに言ったでしょう？　知ったところで、あなたにはどうしようもないんだから」

「だとしてもだよ。それに危ないところを助けてくれたし──な？」

「～～っ！」

　桐原がしつこく続けると、日下部は、かあっと耳まで赤くなり吐はきつけるように言った。

「どうでもいいのよそんなこと！　それより、あなたこそどうしてこんな廃すたれた路地にいたのか説明しなさいよ！」

「お？」

「だって、ここにいなければ襲われることもなかったのよ？　最近、町が物ぶつ騒そうだということくらい聞いていたはずでしょう」

「まあ……そうだけど。こっちにもいろいろと事情があるんだよ」

「事情？　危険を冒おかしてまでこんな場所に来るほどの？」

「ああ」

　──隠かくすつもりはなかった。

　日下部が話してくれたのだから、こちらも事情は話すべきだろう。

　桐原は頭を掻かきながら、告白する。




「俺は、〈皇国フアミリア〉の一員だ」




　日下部も、さすがにその名は知っている。

　いや、正確には──この町で知らない者などいないのだ。

　顎あごを引き、「は？」と驚きよう愕がくを浮うかべていた。

「〈皇国フアミリア〉って、あの超ちよう有名な何でも屋サイト……よね？　じゃあ、さっきの二人も？」

「二人？　──ああ、カメラで見たって言ってたっけか……。そう、真ま宮みやと佐さ伯えき。あいつらと三人で〈皇国フアミリア〉を動かしてるんだよ」

「そう……そうなのね。だからこんな場所に」

　日下部はすとんと腑ふに落ちたのか、深く頷く。

「──けれど、どうしてなのかしら？　こんな危険なことをしているのは」

「四年前の異能者キヤリアを滅ころすため、だよ」

「なっ……!?」

「別に、意外でもないだろう？　異能者キヤリアは、それだけのものを俺たちから奪うばったんだよ」

　──日下部が異能者キヤリアを取り締しまるように。

　──桐原たちも異能者キヤリアへの復ふく讐しゆうを誓ちかっていた。

　すべてはそこに帰結するのだ。

「とはいえ……そいつと四年前の『蒼そう炎えんの化物』は、何の関係もなさそうだけどな」

　当たり前のように言って、桐原は日下部が座る脇わき、毒の魔女アツプルジエリーの身体を顎で指した。

　それと──まさに同時だった。

　唐突に。まるで予期していないタイミングで。有り得てはならないタイミングで。

　びくん、と、白衣に包まれた身体が脈動し。

「「──っ!?」」




　毒の魔女アツプルジエリーが立ちあがった。




「く……くくッ……！」

　乾かわいた笑い。女はぶるぶると身体を震ふるわせ、息を荒あらげ、日下部を見下ろす。

　その全身はゼリーと化し、もはや通常のそれではない。肉体の内部から湧わき出た気き泡ほうが表面に浮かび上がっては弾はじけ、散った飛沫しぶきがアスファルトに付着しては溶よう解かいの煙けむりを上げた。

　彼女は、まさに化物だ。

「なっ、まだ意識が──!?」

「くくッ、許さなイ……ゆル、ゆルさナイゾ……ナイ、ガ、ア、ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

（……な、んだ……こいつ……!?）

　魔女の常じよう軌きを逸いつした様子に、桐原は青くなって後ずさる。

「く……正気を失ってるわ。『羽う化か』かッ！　こんなときに！」

「『羽化』ぁ!?　何だよそれっ!?」

　桐原が尋たずねても日下部は苦々しく奥歯を噛かむだけで答えない。

「ヴゥァア……ア、ア、ァァア、ア…………!!」

　直後、魔女が奇き声せいを発し、日下部へ襲い掛かかる。

　日下部はすぐさま立ち上がり、瞬またたく間に黒こく銃じゆうを構え魔女に向けた。まさにプロフェッショナルという言葉が嵌はまる、迅じん速そくかつ洗練された所作である。

　しかし、桐原の目にはそんな風に映らなかった。

　桐原が見ていたのは四年前の光景だ。

　四年前の──後こう悔かいだ。

「ぁ──」

　わずか一二歳の『幼い少女』へと『化物』の手が伸のばされる。

　日下部

　　　　　　　化物

　　　　　　　　　　　　　　別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死




　自我が────────　　　　　　　　消し飛ぶ。




「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　桐原は気づくと怒ど号ごうとともに駆かけ出していた。日下部を庇かばうように前に立つと、勢いよく毒の魔女アツプルジエリーの腕うでを掴つかむ。

「えっ、有っ!?」

　瞬しゆん間かん。

　光。

　眩まばゆいほどの白い閃せん光こうが──桐原の手からほとばしった。

　光は毒の魔女アツプルジエリーを包み込む。

「「なっ!?」」

　毒の魔女アツプルジエリーと日下部が同時に目を見開いた。

　光に包まれた毒の魔女アツプルジエリーは、みるみるうちに──人ヒ間トの形へと姿を回帰させる。

　まるで、自分が誰であるかを思い出すかのように。

「っ……!?」

　桐原にも何が起こっているのかはわからない。

　ただ──理由などどうでもいい。

　これは、チャンスだった。

「おい日下部っ！」

「ええ……！」

　日下部はこくりと頷うなずき、素す早ばやく黒銃を拾って構え直す。

　それは、隆りゆう々りゆうとした武骨な機械だ。

　ところどころが鋭えい利りに尖り、かと思えば凹へこみ、材質は金属とも違ちがう。

「……この姿は、できれば、あなたの前で見せたくなかったのだけれど」

　日下部は表面へ手を宛あてがい、指先でそっと撫なで、桐原に聞こえないほど小さく呟つぶやいた。

　そして唱える。

「起きろ、逆十字ジユーダス」

　途と端たん、機械はメコメコと音を立てて蠢うごめき始め、まるで意思を持ったかのように日下部の右みぎ腕うでに絡からみつく。婉えん曲きよくし、膨ぼう張ちようし、やがて──一体どこにそれだけの質量を収納していたのか──身の丈たけほどもある『無バ反ズ動ー砲カ』へと変へん貌ぼう。上じよう腕わん部の空くう気き孔こうからは蒸気が上がり、肘ひじから先の黒い銃じゆう身しんは、熱せられた鉄のように紅あかみを帯びた。

　その異様な形態に、桐原は目を奪われる。

　日下部が続ける。




「その日は闇やみとなり、光はこれを縛しばりつけよ

　──〈親愛なる一エつリのフ太ア陽ズ〉」




　放たれた銃じゆう弾だんは、一発のみだった。

　その一発が魔女の身体からだに触ふれると同時、大規模な爆ばく発はつを起こす。通常時の銃じゆう撃げきとは比べようもない殺傷力。紅色の火花が咲さいた。

「あ、が…………」

　円形の爆ばく撃げき痕こんを刻まれた魔女は、ふらふらと数歩進み、そしてドタリと──うつぶせに倒たおれ込む。背中にはちろちろと残り火が燻くすぶり、焦こげた臭しゆう気きを辺りに広げてゆく。

　日下部が、ふう、と息をついた。

「……怪け我がはない？」

「あ、ああ」

「驚おどろいたわよ。急に人が変わったみたいになるから」

「すまん……なんか、頭が真っ白になって──」

　桐原は再度、日下部の腕に目をやった。

　──既すでに元の形に戻もどっている。

　黒銃もダウンサイジングされ、すっかりギターケースに収められた。

（今の機械、何だったんだ？　まるで──生きているように見えたが）

　と思っていると、逆に訊きかれた。

「今のは何？」

「えっ？」

「光よ。いったい、あなた何をしたの」

「あ……いや、悪い。俺にもわからないんだ」

「は？　わからないですって？」

「ああ。本当だぞ？　むしろこっちが訊きたいくらいだ。異能者キヤリアが覚かく醒せいしたときの超ちよう常じよう現象のひとつ……とか、そういうのじゃないのか？」

　日下部は、あからさまにがっくりと肩かたを落とした。呆あきれたように首を振ふる。

「……ええ、きっとそうかもね」

　そして、今度こそ意識を完全に失った毒の魔女アツプルジエリーに近づき横にしゃがみ込むと、魔女の肉体を──か細い身体のどこにそんな力があるのか──背負い上げたのだった。

「あ、おい。そいつ、どうするつもりなんだ？」

「連れて行くのよ、教会に。まさか警察に任せるわけにもいかないでしょう？」

「〈聖槍教会〉か？」

「ええ、戻るわ」

「そう、か……」

「……あなたと私はもう住む世界が違うから、二度と会うこともないでしょうね」

「………………」

　沈ちん黙もくする桐原を置いて、日下部が一歩を踏ふみだす。

「じゃあね。さようなら」

「日下部っ！」

　立ち去ろうとする彼女を、桐原は思わず呼び止めた。

「…………？　何よ」

　──桐原には、彼女をここで止めることはできない。

　けれど、せめて、これだけは伝えなければと思う。

　桐原はしっかりと日下部を見み据すえると、言った。

「生きててくれて、ありがとう」

「──っ」

「必ず……連れ戻すからな」

　一瞬だけ、日下部の目が大きく見開かれた。

　が──それも一瞬。

　日下部はゆっくりと瞼まぶたを閉じ、顔を伏ふせて応こたえる。

「…………私に近寄らないでと言ったでしょう」




　黒くろ髪かみの美少女はそう言い残し、六月の闇へと消えていく。




　その後。

　事件現場には、佐伯が警察を連れて急行してきたが、そのときには日下部はもちろん、毒の魔女アツプルジエリーも姿を消していた。

　佐伯にだけは一応、日下部との一件をすべて伝えたが、警察には「通り魔まらしき女に襲おそわれた」と変へん哲てつもない報告をした。せっかく駆けつけてもらったのに協力しないのは気が引けたが、ただ、もはや何を教えようと警察が毒の魔女アツプルジエリーに辿たどり着けるとは思えない。

　真宮は、以前、桐原がお世話になった病院（女子高生の格好で行ったところだ）で治ち療りようを受け、今は家で休んでいるらしい。彼女には無理をさせすぎた。これ以上、負担をかけないため、詳しよう細さいを伝えるのは彼女が完全復活を遂とげてからにしようと佐伯と二人で決めた。




　　　　＊




現在──六月一八日（木）午前八時




　長い夜が明けて翌日の一八日、桐原のもとに日常が戻ってくる。

　昨晩、毒の魔女アツプルジエリーに溶とかされた右腕が酷ひどく痛んだが、日常生活に大きな支障が出るほどではないし、そんな怪我など知らぬまま高校生活というシステムは進むのだ。

　桐原は、いつもどおりに起き床しようし、いつもどおりに朝食を食べ、いつもどおりに高校生らしく家を出た。あまりに平へい凡ぼんすぎて、昨日の出来事などすべて夢だったのではないかと思って──しまうところだった。危うく。

　一度侵おかされてしまった日常が、そう簡単に修復されるわけがない。

　異変は忍しのび足でやってきていた──そろり、そろりと。

　まず、桐原は玄げん関かんを出るやいなや第一の変化に襲われた。

「…………あ。そっか」

　真宮が──いないのだ。

　いつもならば門の前で待っているはずなのに。

　……まぁ当たり前だ。さすがに体調がまだ回復しないのだろう。

　しかし思えば、こんな状じよう況きようになるのは初めての経験である。

「あいつ。大だい丈じよう夫ぶかよ……」

　桐原は携けい帯たいを取り出し、『身体からだの具合はどうだ？　いるものがあるなら家まで買っていくが』と簡潔なメールを送っておく。四年前から彼女には両親がおらず、一人暮らしだ。

　携帯をポケットに収め門を閉めると、一人で通学路を歩き始めた。

　いつもよりも少しだけ道が広い。

　相変わらず、雨の降らない曇くもり空が心地ここち悪かった。




　異変は、それだけではない。桜並木の路地を抜ぬけ、大通りを歩いている途と中ちゆうに現れた。

　景色が──昨日までと、どこか違う。違い和わ感に襲われ、首を傾かしげ、視界の端はしから端へと視線を巡めぐらせてわかった。間ま違ちがい探しにしては簡単すぎる。

　おかしいのは、修復工事中のビルだ。

「おい、なんだよあれ……」

　桐原はよく知っている。昨日まで、そのビルは一棟だった。間違いない。

　それがなぜか今は二棟だ。

　分ぶん裂れつ？　そんなわけないだろう。

　桐原はよく知っているのだ。あのビルは、そう、あんなに低くなかった。

　ならば、どういうことか。

「斬られた……のか？」

　つまりはそういうことである。昨日までは二〇階建てだったものが、今はなぜか上下真っ二つ。ちょうど最も中なかを二つ折りにして地面に突つき立てたみたいに、一〇階建て二棟ぶんとして、そこに並んでいるのだ。

　二〇＝一〇×二。簡単な算数だった。

　近づくにつれ、その惨むごたらしい景色が詳細に窺うかがえる。

　道路にはみ出した、本来の一一階から二〇階部分は重圧によってひしゃげ、砕くだけたコンクリートを周辺に撒まき散らしていた。最中の皮のごとく。

「爆ばく破はテロ……ってわけでもないよな、これ……」

　爆発や打だ撃げきによる損傷ではない。

　巨大な刃物で、薙いだかのような裂傷。美しいとすら感じてしまう断面。

　車道は一部封ふう鎖さされ、人の声とクラクションが飛び交かう。

　現場の前を通り過ぎるとき、パトロールカーが三台、停車していた。警察が裾すそ広ひろの作業着を着た工事現場の男性と話している。

　それを横目に見ながら、桐原は学園へと足を速める。

「…………」

　桐原はよく知っている。

　鉄てつ菱びし第三ビル。

〈皇国フアミリア〉が初めて解決した依い頼らいの事件現場だ。




　　　　＊




名無しさん：いやー。あれはないっしょ、さすがに

名無しさん：『鉄菱第三ビル崩ほう壊かい事故』な

ぶちこ：崩壊っていうより切断って感じだったけどね

アルファ：ウサギだの魔女だのが終わったと思ったら、今度はこれか

黒羽†星流：天災っぽいわりには超局地的ですし……謎ですね

名無しさん：なんか最近変だよなー。この町

ＫＧＢ：マジ世紀末だなｗｗ　天あま見みヶが関せきオワタｗｗｗｗ

名無しさん：いやいや……笑えねーよ？




　　　　＊




　学園に着くと、あのビルについての話題で持ちきりだった。ニュースで『鉄菱第三ビル崩壊事故』として報道もされているらしい。

　崩壊事故。

　事件でなく、事故。

　確かにその名めい称しようは表向き正しいのだろう。天変地異、自然災害でなければ、あのような現象は引き起こせない。普通は。あくまで普通は……だが。

　何にしろ、情報収集が必要だ。

　始業の鐘かねが鳴り、一限が始まると、以前やった現国のテストが返ってきた。桐原はその結果について小お山さ内ないに激げき怒どされたが、まぁなんとか追試だけは免まぬかれたし──今はそんなものを気にしている場合ではない。

　昼休みになるやいなや、桐原は早足で屋上へ向かう。

　そこで佐伯と待ち合わせる約束をしていた。

　彼女は昨日のうちに日下部と〈聖槍教会〉について調べており、桐原はその報告を聞く予定だ。わからないことは佐伯に訊きけ、というのが桐原にとっての最適解である。

　屋上では佐伯が先に待っていた。

　フェンスに背中を預けて、六月の曇どん天てんの下、ソフトクリームを食べている。

「……オレンジ味？」と声をかけた。

「メロン味です」

「ああ、夕ゆう張ばりか」

「美お味いしいですよ」

　確かに、じめじめした梅つ雨ゆには冷たい食べ物が欲ほしくなる。桐原は歩み寄り、隣となりに並ぶ。

「で、どうだった？」

「……」佐伯は無言で、ふるふると首を振ふる。

「駄だ目め──だったのか？」

「はい。〈聖槍教会〉という名前からあらゆる可能性を考えて調べ上げたのですが、何の情報も出てきませんでした。日下部さんについても。はっきり言って手て詰づまりです」

　佐伯や真宮も、桐原と同じ小学校だったので日下部については知っている。

　でも、駄目なのだ。肝かん心じんな情報は得られない。

「……お前が探し出せないとなると、相当厄やつ介かいだな」

「すみません。私が直じかに日下部さんを見ていれば、もしかしたら何か掴つかめていたのかもしれないですけれど」

　事前情報として、制服の特とく徴ちようなどを伝えたが、それがどこの高校のものかもわからなかった。学校の制服ではないのかもしれない。

　佐伯は至って真ま面じ目めな顔でコーンを齧かじり、最後の一ひと欠片かけらを口に放ほうり込むと、口を指で拭ぬぐった。オレンジ色の下から、薄うす桜色の柔やわらかそうな唇くちびるが現れる。

「それと、もう一つ。報告があります。〈皇国フアミリア〉に例の『鉄菱第三ビル崩壊事故』について、依頼が来ていました」

「ああ──」

　桐原は頷うなずく。

「あれだけ派手な事故だ。困ってる人だって大勢いるだろうな」

「はい。それで調べてみたのですが──あの事故、ちょっと不可解ですよ」

「不可解……か、そうだな」

　桐原は眉まゆを八の字に曲げ、苦く笑しようすると、その場にへたり込んだ。

「昨日のゼリー女も不可解だったし、この前の変態軍事オタクだって不可解。ここのところ不可解だらけ。もうとっくに不可解には慣れっこだよ、俺たちは」

「ええ……ですが、今回の不可解さは、それ以上かもしれません」

「というと？」

「不可解と言うより、不気味なのですよ。……桐原くんは、アレを本当に事故だと思っていますか？」

「いや……多分違うだろうな」

　異能者キヤリア。

　人間の身体からだがゼリーのように溶とけたのだ。それと似たような力が他にも存在するならば、たとえば身体を大たい剣けんに変える能力者だっているのではないかと、そう考えていた。

　佐伯はフードを目ま深ぶかに被かぶり、ぶるっと身体を震ふるわせる。アイスで冷えたのだろう。

「私も──あの事故には、犯人がいると踏ふんでいます」

「つまり、事故でなく事件だと？」

「はい。桐原くんもでしょう？」

「ああ。だが、あいにくとそんな報道は全くされてない。思いすごしかもしれないだろ？」

　ニュースでは、あの被ひ害がいはあくまで事故として処理されている。

「そうでもありませんよ。つい先ほど、とあるニュース板の住民がリークした、事件現場の痕こん跡せきについての情報をネットで見ました」

「痕跡……？　指し紋もんや毛もう髪はつとかか？」

「いいえ、違います。桐原くんも来る途中に見たと思いますが──あの現場には大きな刃物で斬りつけたような傷きず痕あとが、かなりの数ありましたよね？」

「ああ、酷ひどい有様だった」

　縦じゆう横おう無む尽じん。蹂じゆう躙りん無む尽じん蔵ぞう。

　まるで、巨きよ人じんが剣を振り回したかのような痕あとだった。

「その中に、犯人からのメッセージが刻まれていたらしいのです」

「メッセージ？　何て？」




「『やめて』」




「………………なんだ、それは？」

「わけがわかりませんよね」

「ああ。何をやめろって言うんだ。ビルの修復をか？」

　純じゆん粋すいに謎なぞだった。

　理解できないという意味で寒気を感じる。むしろ依頼人こそ、ビルを壊こわすのをやめてほしいと思ってるだろうに。

「メッセージの意味はさっぱり分かりませんが、ただ、これであれが事件であり、犯人がいることは明らかになりました」

「確かにな」

「これだけ超ちよう常じよう的な被害なのに犯人がいる。──つまり、これは日下部さんが言っていたという異能者キヤリアのせいかと」

「ん……？　ああ、そうか」

　桐原は、佐伯の真意に気づく。

〈聖槍教会〉は異能者に関する事件を解決している組織だ。

　ということは──

「この事件を追えば、ついでに日下部の痕跡も掴めるかもと、そう言いたいんだな？」

「はい。その通りです」

「……うん、なるほど。やってみる価値はあるな」

　もとはと言えば〈皇国フアミリア〉も、化物に対たい抗こうするために作られたシステムである。

　結果的に毒の魔女アツプルジエリーには負ける形となったが、情報戦で〈聖槍教会〉の寝ね首くびをかくくらいはできるはずだ。

　現に毒の魔女アツプルジエリーを見つけたのは、こちらが先だった。

「……でも日下部については俺の問題だ。お前たちが無理に協力する必要はない」

「はは、今さら何を言っているのですか。事件について調べるというのは、それすなわち〈聖槍教会〉について調べることにもなります。結局は、四年前の化物について情報を得る最適解なのですよ」

　佐伯は芝しば居いがかった口調で呟つぶやく。

「願っていますよ。皇こう帝ていの辿たどる筋書きおとぎ話が──わたしたちにとって良い結末であらんことを」

「………………」

　桐原は空を見上げる。

　はっきりとしない曇くもり。

「──佐伯。『鉄菱第三ビル崩壊事故』の依い頼らいについて、『信用度』は調べてあるか？」

「はい、もちろん」

「『Ａ以上』は、どれくらい？」

「『ＡＡＡ』が一つだけ。依頼人は、大だい企き業ぎよう、鉄菱石油の支部長を務める男性です」

　……なるほど。支し払はらい能力も意志もありそうだ。

「──彼自身は平へい凡ぼんな企き業ぎようマンです。ただ……依頼内容は変わっていて、要約すると『犯人を特定して引き渡わたしてほしい』とのことでした」

「ん……捕つかまえるだけじゃなくて？」

「鉄菱石油は色々と非人道的な噂うわさで有名ですからね。尋じん問もんするなり罰ばつを下すなり、そういったことを企業レベルで処理したいのではないでしょうか。あくまで推測ですが」

「なんか、恐おそろしいな」

「人間は恐ろしい生き物ですよ、感情でなんだってできますから」

「…………」

　とはいえ、〈皇国フアミリア〉は正義の味方ではない。

　需じゆ要ようと供給の上に成り立つただのシステムだ。

　依頼解決後に誰だれがどんな私し刑けい行こう為いをしようと止めはしない。

「提示額は、いくらだ？」

「あ、……えーっと、それがですね……」佐伯は言葉に詰つまり、頬ほおを掻かいた。

「なんだ？　安すぎて口に出しづらいか」

　そんなことは今までに何度だってあった。しかし、金銭提示はあくまで性急さを見分けるためのギミックでしかない。いくら安くても受けるときは受ける。

「いえ、今回はそうでなくて、逆で」

「逆？」

「提示額──五〇〇万円」

「ごっ!?」桐原は噴ふき出した。

「文句なく、今までで最高額です」

「………………そりゃそうだろ」

　バカげた値段だ、常識的に考えてあり得ない。五〇〇万も支払えるのであれば、大たい概がいの問題は〈皇国フアミリア〉を頼らなくても解決できるはず。

　けれど。

　それでも〈皇国フアミリア〉に依頼してきたということは。

　本当に──どうしようもないということなのかもしれない。

　都お市と伝ぎ説話を頼るしかないほどに。

「こちらとしてもありがたいな。それだけの額があれば、いろいろと助かる。いや──いろいろと、助けられる」

「受けますよね？」

「ああ。ここで動かなくてどうする」

「ですね」

　佐伯は優やさしく微笑ほほえみ、頷いた。

「……悪いな。いつも頼ってばかりで」

「いえ。桐原くんが頼ってくれるから、わたしは世界と関かかわれているのです。そうでなければ、ただの引きこもりでした」

「…………」

　佐伯が左手で、そっと桐原の左手に触さわる。遠えん慮りよがちな手つき。

　桐原は気き恥はずかしくなる。でも抵てい抗こうできるわけでもなく、残る右手で頬を掻いた。

　なんとなく目を逸そらす。

　と同時に──

　カシャッ。

　と、シャッターが切られる。

「っ!?」

　桐原が閃せん光こうに目を眩くらませ振ふり向くと、佐伯がパーカーの内側から、残る右手でスマートフォンを覗のぞかせ、こちらへ構えていた。

　盗とう撮さつ。

「よし！　よーっし！　ふふっ、今のはナイス表情ですよ桐原くん！　今夜はこれを素材に室むろ伏ふしくんとの掛け算画像を量産してピンナップ……涎よだれが止まりませんね、ふふふっ！」

「……………………………………おいこら、腐ふ女じよ子し」

　巧こう妙みような罠わなだった。




　数分後──桐原が佐伯のフードを掴つかんでジャイアントなスウィングをかまし終えた頃ころ、屋上の扉とびらがギィと開いて、一人の知った顔が現れた。

「二人とも、おっすおっす！」

「真宮!?」

　桐原は、佐伯のパーカーの袖そでを固結びしていた手を止め、思わず立ち上がる。

「なっ……お前っ、もう出てきていいのか!?」

「メールをくれたのは桐原じゃん。心配かけてられないと思って来ちゃった☆」

「☆って……ここに来てることが心配だって話なんだが……」

　無理をさせないためのメールだったのに、真宮にはむしろ逆効果だったようだ。

「まあ、とりあえず動けることがわかってよかったけど。昨日はよく休んだか？」

「うん！　もう、帰るやいなや爆ばく睡すいだよ！」

「よかった」

「おかげで起きたのも、ついさっきで。遅おくれちゃった」

「怪け我がは？」

「全然平気ッ！」

「平気……？　嘘うそつけ。掴まれたりぶん投げられたりしてただろ」

「そうだけどね、でも、もう完全無欠のへっちゃライオンって感じで──うわあお!?」

　桐原は無言で真宮の腕うでを掴み、シャツの裾すそをめくっていた。

　大おお真ま面じ目めに心配だったのだ。

　真宮の引き締しまった腰こし回まわりが露あらわになる。

　そこには昨日、毒の魔女アツプルジエリーに付けられた傷があるはずだった。そう──全然平気なんてのは大おお嘘うそで、真宮お得意の強がり──のはずだった。

　しかし。

　実際には、真宮の言うとおり。

　傷が見事なまでに、完治している。

「…………なっ!?」

　桐原は絶句した。

「ちょっとちょっとちょっとぉおっ!?」

　真宮がシャツから桐原の手を振り払はらい、ぎゅっと裾を掴んで服を直す。顔が見事に赤くなっている。

「きゅ、急に何すんのさ桐原っ!?　白昼堂々、思い切りよすぎるよ!?」

「あ、いや。つい老ろう婆ば心しんで……本当に大だい丈じよう夫ぶならいいんだ、すまん」

「いっつも心配しすぎだって！」

「のようだな。他に痛むところはないか？」

「うん？　まだちょっと頭は痛いけど、でも、それだって全然大したことないから平気！」

　真宮は、にしし！　と微笑み、親指を立てる。

「……頭痛？　昨日、頭なんてぶつけたか？」桐原は眉まゆをひそめる。

「よくわかんないけど。毒の魔女アツプルジエリーに投げられたときかな？　塀へいにぶつかったし」

「そうか」

　…………なんだろう。

　嫌いやな予感に背筋が寒くなった。

　蒸し暑いのに出るのは冷ひや汗あせだ。首筋に湿しつ気けがまとわりつく。

　桐原の背後からぼそりと、それまでパーカーの袖をほどくのに必死だった佐伯が、ようやくまともな格好に戻もどって、耳打ちしてくる。

「頭痛というのはあらゆる危険の前兆ですよ……桐原くん」

　桐原は静かに首しゆ肯こうした。

（──やはり真宮には大事を取らせるべきだ）

（──しばらくは、佐伯と二人で調査を進めよう）

　何も知らずに笑う金きん髪ぱつ少女を見ながら、桐原はひそかに、そう思う。




　　　　＊




　放課後、念のため真宮の見送りを佐伯に頼たのんだ桐原は、ひとり、学園の裏手に回った。

　カラスが群がる人ひと気けのない細道を歩いてやってきたのは、〈ダンジョン〉だ。一人でひっそりと考え事をするのに、これほど最適な空間はない。なにせ客がこない店なのだから。

　扉を開けて店に入る。

「いらっしゃいませ。お一人様ですか？」

「あ、はい」

　桐原は出で迎むかえてくれた店員に軽く会え釈しやくをして、奥のテーブル席に向かう。

　…………

　……

「んっ!?」

　いらっしゃいませってオイ。

　桐原は目の前に立つ店員を確かく認にんする。

　ウェイトレスだった。

　白いブラウス、臙えん脂じ色いろのエプロンに、黒色のスカート。太ももに食い込んだニーソックスが異様なエロティシズムを感じさせる。

　ただし顔は不ふ機き嫌げんそうだ。そもそも笑うという所作に慣れていないのだろう、腹話術のようで違い和わ感があった。

　てかそれ以前に、桐原は彼女の顔に見覚えがある。

　──日下部じゃん。

「うおわああああっ!?」

　桐原は後ずさり、扉に背中を張はりつけた。

「ちょっと何よその反応。そこまで大声を出さなくてもいいじゃない」

　変わらぬ素っ気なさで日下部は言った。いやいやいや。

「どどど、どうしてお前がここにいるんだよ！　ってその前に、なんだその格好っ！」

「趣しゆ味みよ」

「趣味!?」

「オーナーさんの」

「鬼おに河が原わらさんっ!?」

　桐原が救いを求める目で鬼河原さんを見ると、バツが悪そうに顔を背そむけられた。
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「お店で静かに待たせてもらうつもりだったのだけれど、そちらのオーナー──鬼河原さんが試ためしに着てみないかって勧すすめてくれたから、断るのも悪いし、ついノってしまったわ」

「ついって……」

　お前はそんなんでいいのか。

　鬼河原さんも鬼河原さんだ。そんな趣味があったんだな……前から変な人だとは思っていたが、これからはもっと接し方を考えないといけないかもしれない。

　いや、まぁ今は措おいておこう。それより。

「日下部、お前、昨日別れたときは『私に近寄らないで』とか言ってたくせに。なんでまた、こんなところに現れるんだよ……」

「ああ、それなのよ。私も不本意だったのだけれど──」

　日下部は、余興は終わりとばかりにエプロンを外すと折りたたんでカウンターに置き、桐原に向き直った。

「どうしても、あなたに忠告をする必要が出てきてね」

「忠告……？」

「異能者キヤリアに関することよ。そのために、あなたがよく現れるというこの店に的を絞しぼって待っていた、というわけ」

　……なぜか桐原の行動パターンは、日下部に知られていた。

　おそらく〈聖槍教会〉の仕し業わざだろう。

「また危ないことに首を突つっ込むなって話か？　それなら昨日も聞いた──」

「ちょっと違ちがうわ。もっと緊きん急きゆう性せいが高く、もっと大事な内容」

「……？」

「絶望というのは時に、あちらから首を突っ込んでくるものってこと」

　日下部は掛け時ど計けいを一いち瞥べつする。針はもうすぐ午後四時を指す。

「──そうね。じゃあ、詳くわしい話は腰こしを据すえてしましょうか」

　日下部はカウンターに置いてあったメニューをこちらに向けると、まるでウェイトレスみたいな事務的な口調で尋たずねてきた。無表情のまま。

「ご注文はどうされますか？　お客様」

「…………」

　コーラを、と桐原はため息まじりに返した。




　桐原はテーブル席に着いた。

　日下部がカウンターの奥の鬼河原さんに注文を通したあと、戻ってきて、向かいに座る。やがて二人分の飲み物が運ばれてくる。

　日下部はカフェオレだ。それをストローでかき混ぜている。

　桐原は疑うような視線で日下部を見る。

　──まさか、彼女の方から接せつ触しよくしてきてくれるとは思わなかった。

　こちらも〈聖槍教会〉について調べるつもりだったから手間が省けた。

　桐原は、おてふきで手を拭ぬぐいながら口火を切る。

「で？　お前の言う、忠告ってのは何だ」

「性急ね。せっかちな男子は嫌きらわれるらしいわよ？」

「あいにくと既すでに嫌われてるもんでな」

「でしょうね」

「おい」

「まぁ私だって好きでこんなところであなたと会ってるわけじゃないのだけれど、一いつ般ぱん人じんを危険から守るのも私たちの規律だから。だから──その職務内容に則のつとって、あなたと別れたあと、〈聖槍教会〉に戻って愛玩動物型監視デブネコカメラの映像を綿密に解かい析せきしてみたの。すると、ひとつ、とても危険な不安因子が浮ふ上じようしてきた」

　桐原は眉まゆ根ねを狭せばめる。

　日下部がカフェオレをゆっくりとかき混ぜる。グラスに注がれた液体がゆらゆらと揺ゆれている。少しだけ剥はく離りしたミルクとコーヒーの色を眺ながめながら、日下部は自分の声を確かめるかのように──はっきりと、告げる。




「真宮さんは異能者キヤリアよ」




　桐原はびくり、と身体を震ふるわせた。

　ストローを噛かむ。

「…………何だって？」

　日下部が目を細めて続ける。

「彼女の身体能力は、どうやら異い相そう記き憶おくによるものらしいの。それがいかなる能力なのかはまだ調査中だけれど……才能を超こえた、異能力であることは間違いない」

「異能……っ」

「ちょっと考えてみればあなたにだってわかるでしょ？　あれほどの能力を持った女子高生なんて、普ふ通つうは有り得ない」

　有り得ない。そして。

　有り得てはいけない力だ──と日下部は言った。

「いやっ、でも待て……！　何かの間違いだろ。確かに真宮の身体能力は人並み外れてるけど──」

「人並み外れてじゃない。人間離れしているのよ」

「ッ!!」

　桐原は、今朝の屋上でのやり取りを思い出す。

　真宮の怪け我がは──既に完治していた。

　いくら身体能力が高いからといって、果たしてそんなことがあり得るか？

　答えはＮＯだ。自己治ち癒ゆ能力の向上なんて芸当、それはもはや運動能力とは関係なく、身体的異常に他ならない。

　桐原の喉のど元もとを汗が伝う。虫に這はわれているような気持ち悪さがあった。

　鼓こ動どうが急激に速まり、それから徐じよ々じよに鎮しずまってゆく。

「まあ、異能者キヤリアであること自体は珍めずらしくはないわ。少ないとはいえ血液型で言えば、ＲＨマイナスくらいの人数はいるから」

　それが具体的にどの程度の数字なのか、桐原には分からなかったが、あまり多くはないように思う。

「問題は、異能者キヤリアである以上、常に『羽化』する危険を孕んでいるということ」

「『羽う化か』……？」

「昨日の毒の魔女アツプルジエリーを見たでしょう？　異相記憶が宿主の身体を侵しん食しよくするにつれて、意識が飛ぶようになり、力を暴走させてしまうの」

　化物の成長には段階がある──と日下部は言った。

　全部で三つだ。

『幼体』、『蛹さなぎ』、『成体』。

『幼体』は、まだ異相記憶が身体の中に潜せん在ざいしている状態。

　──普通の人間と表向きは何も変わらない。

『蛹』は、異相記憶が表に顔を覗のぞかせただけの状態。

　──自我で異能力を制せい御ぎよできる。

『成体』は、異相記憶と本来の記憶が、表に混じり合って存在する状態。

　──意識が飛び飛びになり記憶障害が現れる。また、無意識のうちに身体が化物に乗っ取られたかのような症しよう状じようが出て、暴走する。

　この『蛹』から『成体』になることを『羽化』と言う。

「『羽化』する前には体調が崩くずれるから、それである程度危険を察知できるのだけれど……問題は、『蛹』から『羽化』までの期間はあまりないから、急がなければならないということ。──長くても三か月。短いと、三日ほどで、異能者キヤリアは『成体』になってしまう」

「『成体』になったら、対処するには？」

「そうなった異能者キヤリアはもう元に戻もどれないからね……私たちとしては──」

　日下部はストローに口をつけ、

「記憶を消すしかないわ」

「記憶を？」

「そういう特とく殊しゆな薬やく剤ざいがあるのよ。本来の記憶と異相記憶が表に共存しているから、まとめて消す」

（……全然、笑えない冗じよう談だんだ）

　人の記憶をそんな簡単に消していいはずがない。桐原は顔をしかめる。

「『羽化』を食い止める方法は？」

「できる限り他の異能者キヤリアと接触しないようにすること。異能者キヤリア同士が身体を触ふれ合わせると、それをきっかけに──まるで古い思い出を思い起こすように──異相記憶が表に出てくるから」

　逆に言うと、異能者キヤリアに触さわりさえしなければ、ほとんどの異能者キヤリアは一生を『幼体』のまま過ごせるのだという。

　しかし、問題は、真宮が既に昨日、毒の魔女アツプルジエリーに掴まれてしまった点にある。

　彼女は、物語の一ページ目を開いたのだ。

　このまま先へ向かえば、そこには最悪のエンディングしかない。

　桐原が日下部の目を覗き込む。暗い、夜の海のような目で。

「それで、真宮はどうなるんだ」

「さあね、現状では、はっきりとしたことは言えない。ただ、これから私たちは、真宮さんの『羽化』を防ぐために動くわ。それをするのも私たち〈聖槍教会〉の仕事だから」

「俺に手伝えることはないのか」

　桐原は語気を強めたが──

「ないわ。あなたにできることなんて一つも」

　明確な否定だった。

　桐原は沈ちん黙もくする。歯を食いしばっていた。

「あなたは見たところ異相記憶を宿していそうではないけれど、それでも、下手に関かかわれば、何らかの力が開花する可能性もないとはいえない。そうでなくとも、普通の人間が異能者キヤリアの近くにいることは、充じゆう分ぶんなほど危険すぎる」

「…………」

「だから今日、あなたにお願いしたかったことは一つだけよ──」

　コーラには気き泡ほうが浮うかび、シュワシュワと音を立てている。その音が、桐原には随ずい分ぶんと大きく聞こえた。鼓こ膜まくを叩たたく。

「真宮さんとは別れなさい」

「っ……」

「これは、おとぎ話じゃないわ。──心震える絶望ノンフイクシヨン」




　夜が訪おとずれる。

　濃のう紺こん色のカーテンが町の上空に広がってゆく。天見タワーは赤い光をゆっくりと、呼吸するように点てん滅めつさせている。脈打つ心臓のようにも見えた。風神坂に温ぬるい夜風が吹ふき下ろす。肥満体の野の良ら猫ねこが屋根の上で欠伸あくびをする。

　桐原は自室の布ふ団とんに潜もぐり、目を瞑つぶって、意識を深い層へと潜らせていく。

　日下部の言葉を思い出す。

『それと、あなたが鉄菱の事件から〈聖槍教会〉のことを嗅かぎまわっているのも私たちは知っている』

『これ以上、深く詮せん索さくするのはやめなさい。あの事件にも異能者キヤリアが関わっているのだから』

　そうしているうちに──深く、暗く。

　桐原は、息苦しい夜の底へ落ちていき──いつの間にか眠ねむりについていた。




　　　　＊




名無しさん：あれ？　今日はこれだけ？

黒羽†星流：みたいですね

名無しさん：最近は少なくなったな。ここに来る人も

ぶちこ：みんな大変なんじゃない？　アルファさんとかは特に仕事があれだし

名無しさん：警察官だっけ？

ぶちこ：そうそう

名無しさん：現実リアルに振ふり回されるのは嫌いやだねー。やっぱネットの世界が一番だ

名無しさん：まぁ何にしても、今回のアレはやりすぎだよね。はっきり言って引いた

名無しさん：だな。『鉄菱第三ビル崩ほう壊かい事故』も犯人がいたって噂うわさだし、アレも多分……

名無しさん：同一犯かな？

名無しさん：だろうよ。別物だったら逆に驚おどろくぜ

ＫＧＢ：〈皇国フアミリア〉が動かないからだ！

名無しさん：あいつらでもどうしようもないのかな……？

ＫＧＢ：だとしたら、誰だれが止めるんだよ！

名無しさん：知らねーよ。こっちが聞きたいくらいだ

ＫＧＢ：…………




　　　　＊




現在──六月一九日（金）午前八時




　次の日、早くも『鉄菱第三ビル崩壊事故』に続く被ひ害がいが出た。

『天見タワーの屈くつ辱じよく』

　と、メディアは報道した。

　高さ六六六メートル、何の変へん哲てつもないこの街が唯ゆい一いつ誇ほこるランドマークに、まるで稲いな妻ずまでも走ったかのような無数の斬り傷が残されたのである。それも、たった一晩のうちに。

「……どうやったら、こんなことができるんだよ……」

　桐原は通学途と中ちゆうにそれを目もく撃げきし、頬ほおを引き攣らせた。

　あまりに超ちよう常じよう的──狂きよう気き的。見る者を戦せん慄りつさせるに足る力だ。

　同一犯であろうことは誰もがわかった。警察は、躍やつ起きになって犯人を捜さがしているらしいが、そうやって力を入れれば入れるほど「何も進展がない」という事実は際きわ立だち、人々にフラストレーションを蓄ちく積せきさせる。

　最初は野や次じ馬うま的に楽しんでいたネットの住人名もなき声たちも、何の情報もない犯人に、だんだんと恐きよう怖ふ・焦あせりを抱いだくようになり、最終的に頼たよったのは──ちっぽけな都お市と伝ぎ説話だ。

〈皇国フアミリア〉に、民衆の声が殺さつ到とうした。

　それらの声は、もはや依い頼らいメールの形をなしていなかった。「お前ら早くなんとかしろよ！」と乱暴な願いが書かれただけのものが大多数を占しめ、佐伯はそのチェックだけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様相を呈ていしている。

　それでも『信用度』をそれぞれ調べてみると、『Ａ以上』のものだけで既すでに、

　合計提示額は八〇〇万を超えた。




　桐原が佐伯からのメールを受けたのは一限終了後の休み時間のことだ。

　いつものように屋上で落ち合う。

「気になる情報が出てきました」と、佐伯の第一声が告げた。

「新たなメッセージが天見タワーにあったそうです」

「……今度は何て書いてあったんだ？」

「『もうやめて　わすれたくない』」

「…………」

　もはや、いかなる力の働き掛かけがあっても、『鉄菱第三ビル崩壊事故』『天見タワーの屈辱』の二者が同一犯による事件だと考える世論は、動かしようがなかった。

　そして、いつしか犯人には、その犯行──斬ざん撃げきから一つの呼こ称しようが付けられた。

　…………〈皇国フアミリア〉への皮肉も込こめられているのだろう。

　古英詩に登場する、戦士の名に準なぞらえて、

　王を討つ者デイフレヴン──と。

　桐原は、その場では結局、佐伯に日下部と会ったことを伝えなかった。

　だから──真宮に関する危険性も伝えてはいない。

　この判断が正解かどうかはわからない。恐おそらく客観的に見れば間ま違ちがいなのだろう。

〈皇国フアミリア〉は運命共同体、いわば家族だ。

　きっと本当は、すべてを話して分かり合わなければならない。

　しかし、家族だからこそ余計な心配をかけたくないと思う感情も嘘うそではないのだ。

　せめて真実がはっきりするまでは、この疑いを佐伯に伝えたくはない。

　天見タワーは、桐原と真宮にとって思い出の場所だ。

　真宮は依い然ぜん、学園を欠席している。




　この日、桐原は昼休みの三〇分間を使って、真宮の家を訪ねることにした。

　彼女の家は風かざ切きり山やまの中腹、木々に囲まれた場所にあり、学園からとても近い。真宮は、そこで一人暮らしをしている。四年前の化物の一件で、両親はいない。

　門の前でチャイムを鳴らすと、すぐに真宮が玄げん関かんのドアを開けてくれた。

　彼女はラフなパジャマを着ていた。デパートで安売りしていそうな、ゆったりとしたものだ。胸むな元もとが大きく開いていて、今にも溢あふれだしそうなその豊かな膨ふくらみを、十字剣けんのペンダントがことさら強調している。

「桐原あっっ！」

　出てきてそうそう絡からみついてくる真宮を、桐原は引きはがす。

「えーい暑苦しい！　ちょっとは自分の格好を考えろっ！」

「えへへ！　パジャマよりメイド服とかの方がよかったかな？」

　そういう意味じゃねーよ。

「体調はどうだ？」

「いやー、大したことはないんだけど、やっぱ頭の具合が悪くてさ」

「それはいつもだろ」

「え……？　──あっ、違うからね!?　そういう意味じゃないからっ！」

「わかってるよ。頭痛だろ」

「うん……」

　真宮の頭痛は次し第だいに悪化しているらしかった。

「学校に来ないのはいいけど──家にいる間、大だい丈じよう夫ぶなのか？　一人で」

「う、うん！　それくらいは平気だよ！　別に熱っぽいとかじゃないし！　ご飯をいっぱい食べて、いっぱい寝ねればそのうち治るよ！」

「そんな単純なものか？　や、お前がいいって言うならいいんだけど」

　桐原は顎あごに手を当て、深刻そうに黙だまり込む。

　真宮は首を傾かしげ、疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

「あれれ？　なになに？　ひょっとして桐原、泊とまり込みで看病してくれる気だったとか!?」

「…………は？」

「あっ!!　それか、もしかして、あたしが一人の隙すきを狙ねらって寝こみでも襲おそおうっていう、そういう淫みだらな計画かな!?　うわわっ、でもそれはさすがに、まだ早いというか、背徳的というか……っ！」

　真宮は、はにかみながら両手をもじもじとさせた。

「するかよ!?　ちょっと別の考え事をしてただけだ！　どんな豊かな想像力だよ」

「え？　そ、そう？　なぁんだ」

「そうだよ……」

　いつもいつも、真宮の馬ば鹿かな発想には驚かされる。

「でもっ、もし来るなら事前に言ってよね？　こっちにも準備ってものがあるからさ」

「来ねえって！　なぜその前提で話を進めたがる!?」

「だってー、思わせぶりなんだもーん」

「…………もういい、俺が悪かったよ。すみませんでした」

「うっ、真ま面じ目めに謝られた!?　 そんなに嫌がらなくてもいいじゃんか!?」

「許してください申し訳ございませんでしたもうしません」

「うあー!?　こっ、こらー！　地味にショック受けるからやめてよぅ！」

　真宮は赤らんだ顔をぱたぱたと仰あおいだ。

「……とにかく、じっくり休めよ」

「うんっ！　──ていうか桐原、そんなことを言うために、わざわざお見み舞まいに来てくれたの？」

「ん？　まあ……そんなところだな」

「へえーっ！　なんか、ちょっと感動的だねっ！」

「いや、普ふ通つうだろ」

「普通？　いやいやー……あたしとしては嬉うれしいな、そういうの！　ポイント高いよ！」

「ポイントってお前」

「へへへっ、桐原くんには花マルを上げましょう！」

　真宮は満面の笑えみを浮うかべ、目を細める。

「とにかくさっ、あたしは大丈夫だから！　来てくれただけで充じゆう分ぶんだからさ？　もう心配ないから！」

「おう」

「明日あしたは、きっと学校に行くね！」

「ん。わかった」

　最後に、桐原は持ってきていた梨なしを二つ、真宮に渡わたした。リンゴにしなかったのは単純に、毒の魔女アツプルジエリーを思い出させないためだ。

　それじゃあ──と二人は同時に手を振って、別れる。

　真宮の家を後にし、学園へと戻もどる道すがら、桐原の胸には罪悪感がのしかかった。

　桐原は真宮に隠し事をしていたのだ。

　どこかで疑っていた、ということを伝えなかった。

（いや……違うな）

（──俺は、今も真宮を疑っている）




　　　　＊




　六限までの授業をこなしたあと、桐原は放課後の誰だれもいない教室に残り、一人、物思いにふけっていた。

　日が沈しずみ、室内を朱あかい光が満たす。斑まだらな影かげが幾いく重えにも重なり、有機的な線を作る。

　連想するのは生き物の体内だ。まるで世界が巨きよ大だいな怪かい物ぶつに飲み込まれてしまったかのような錯さつ覚かくに襲われる。

「おっ！　なんだ桐原、青春中か？」

　唐とう突とつに背後から呼びかけられ、振ふり向いた。

　扉とびらの前には前まえ髪がみを立てた少年がいた。少年は腰こしに手を当て笑っている。

「室伏……まだ、残ってたのか？」

「数学のテストの追試が隣となりのクラスであってな。その帰りだよ」

　桐原は、微び苦く笑しようする。

「お前、現国も追試だったろ。一体いくつ受けてるんだよ」

　自然と肩かたの力ちからが抜ぬけていくのを感じた。

「今のところ七教科だな。もうすぐコンプリートだぜ？」

「……楽しそうで何よりだ」

「ハハッ」と彼は快活に笑った。

「ああ、勉強なんかに縛しばられてたら学生生活が勿もつ体たいないからな！」

　学生の本分は勉強じゃないのか、と疑問に思ったが、口には出さない。

　人のこと言えないし。

「桐原こそ何してたんだ？　ぼーっと呆ほうけて。悩なやみ多きお年とし頃ごろってか」

「そうそう。悩むのは男子高校生の特権だろ。悩んで悩んで、思春期を謳おう歌かしてたのさ」

「……桐原が言うと何でも嘘っぽく聞こえるよな」

「んなことはない。というか、室伏に言われたくはないね」

「フハハッ」

　室伏は笑いながら歩いてきて、背後の席に座った。机の中身をいじり、ノートや教科書を取り出して、鞄かばんに詰つめる。ぐちゃぐちゃのプリントが溢れ出していた。

　桐原は前へ向き直り、机に肘ひじをついた。考える時間はいくらあっても足りないように思う。室伏が背後でがさがさと音を立てている。

　しばらくの沈ちん黙もく。

　のち、室伏がふと口を開いた。

「なあ、桐原」

「うん？」

　桐原は気の抜けた声で軽く返した。

「お前と話すようになって、どれくらいになるっけかなあ」

「あ？　何だ、いきなり……？　そうだな、まだ二か月くらいじゃないか。高校で会ってから話し始めたから」

「そっか。もう二か月か」

「どうした？」

「いやな、二か月っていえば、つまりあれだ。ゴールデンのドラマが切り替かわるくらいの期間ではあるわけだ」

「……いや。ドラマが切り替わるのは三か月だぞ？」

「お？　そうか。三か月か」

「ああ。ワンクールはワンシーズンだからな」

「ワンクールはワンシーズン……なるほどな。でもまあ、どうでもいいや。そんなことは」

　桐原は苦笑する。おかしなやつだ。

「お前が言い出したんだろうが」

「いや、どうでもいいんだよ。俺が言いたいのはそこじゃない」

「はいはい、そうかよ。お前がそう言うなら、そうなのかもな」

「おい、桐原」

「うん？」

　桐原は再び返した。気の抜けた声で──ごく軽く。

　だから。

　彼のたった一言、




「お前、俺に隠してることがあるだろ？」




　その言葉に、桐原は身構えることもできず──つい固まってしまったのだ。

「……………………え？」

　桐原は息を飲み、思わず彼の顔を見る。

　室伏は変わらず、下を向き、少し笑みを浮かべたままの表情で、プリントを整理している。彼は続ける。

「まあ、お前が何を隠してたって、俺はいいけどよ。そういうのは友達なら──隠しきってくれよな」

「……ちょっと待て室伏。お前……何を」

「大事なことなんだよ。俺はお前を友達だと思ってるからな」

「…………」

〈皇国フアミリア〉。

　そのために犠ぎ牲せいにしてきたものは、きっと多い。

　たぶんこうして普通の高校生をやっている桐原有という人間だって、もうとっくに──。

　桐原は唾つばを飲み込む。景色が歪ゆがむ。色が混じって酔よいそうになる。教室内に満ちた光は気持ち悪いほど鮮せん明めいな朱だった。化物に飲み込まれたみたいだと、桐原は思う。

　室伏の口が動く。

「ちゃんと隠しきってくれねーとよ。もしも、ちょっとでも垣かい間ま見みえちまったらよ──無理やりにでも聞き出したくなっちまうだろ？」

（…………ああ。そうか）

　桐原は再さい認にん識しきする。

（こいつは──室伏は、馬鹿みたいに良い奴やつなんだ……）

　その事実が、桐原にはとても誇ほこらしく、

　そして同時に──虚むなしくも思える。

　室伏は異能者キヤリアに何も奪うばわれていない。だからこんなにも純じゆん粋すいで、こんなにも付き合いやすい。しかし、だからこそ彼と桐原の間には埋うまらない距きよ離りがある。

　家族でなく、あくまで友達。

　友達に『一いつ緒しよに毒を呑んでくれ』なんて、言えるはずもない。

　室伏と自分とは違ちがう──そんな当たり前の事実を、桐原は今いま更さらながら理解していた。

　桐原は言葉を呑み込んで、室伏を見る。カーテンが斜しや陽ようを遮さえぎっているせいで、彼の顔は陰かげって見える。二人を挟はさむ机には、光と影の境界線ができる。

　桐原は自分を照らすオレンジ色の日の眩まぶしさに目を細めた。

　ふっと微笑して、正直な言葉を紡つむぐ。

「……その通りだよ。俺には、お前に言ってないことが──言えていないことがある」

「やっぱな。しかも、たくさんだろ」

「ああ。とてもたくさんだ」

「教えてくれる気はないのか？」

「ないな。お前を巻き込めはしない」

「どうしても、なのか？」

「ああ、どうしても。これは俺の問題だ」

「「…………」」

　沈黙。二人の吐はき出す息の音が、小さく聞こえる。

　それから、普通すぎる短たん髪ぱつの少年は「フハっ」と──笑った。

「…………室伏？」

「ハハハハハッ！」

「……ど、どうした室伏？　壊こわれたか？」

「んあ？　っせえな違ちげえよ。お前の態度があまりに俺の予想通りだったんで安心したんだよ。やっぱりお前は、とんでもない馬ば鹿か野や郎ろうだ」

　室伏は嬉うれしそうにこちらの肩を叩たたいてくる。痛い。

「は？　馬鹿はお前だろ。さすがにそこは譲ゆずれないぞ？」

「いーやお前の方が馬鹿だね！　圧あつ倒とう的に大馬鹿バケーションだ！」

「おいおい……」

　桐原は眉み間けんに皺しわを寄せる。何かをはぐらかされている。

「つーかさ、お前は超ちよう不器用なんだよな。チョーブキ。全然周りを見る余裕がないっつーの？　しかし、そこんところ俺は逆にしっかりしてるんだ」

「待て、いつからお前の話になったんだ」

「黙だまって聞け。つまり、いいか？　俺が言いたいのは、普ふ段だんから女の子ばっか見てる俺は天才的な観察眼を持ってるってこと」

「結局、女子に繋つなげるつもりか」

「アイデンティティーは大切だからな。キャラクター性っつーの？　──そして、もう一つ確かな事実は、お前は馬鹿で不器用で、だから年中難しそうな顔をしてるキャラクターってこと」

「…………うるせーよ」

　室伏は得意げに、口の端はしを上げる。

「でだ、桐原。お前これからどうする？」

「どうするって……何がだ」

「困ってるんだろ？　いや、悩んでるっつったっけ？　どっちでもいいけど、どうやって、その難題を乗り越こえるんだ？」

「…………」

「自分で気づいてるか？　わからないなら教えてやる。今のお前にはドライブスルーが必要なんだよ」

「ブレイクスルーな」

「そう、ブレイクがいるんだ」

「休きゆう憩けいって意味になったぞ」

「休憩もいいけどな。でも、たぶん休んでる暇ひまはねーんだろ？　なら──突撃あるのみじゃねーか」

「突撃？」

「攻せめて攻めて攻めて、攻めまくるんだ！　男が勝つには、それしかねーぜ」

（…………攻める？）

（こいつ。もしかして……）

「お前まさかとは思うけど……好きな女子を落とす方法について言ってるのか？」

「うん」

「うんって」

「え？　あれ、なに？　もしかして違ったか？　そういう悩なやみじゃねーのかよ」

「……………………………………………………………………」

　桐原は肩かたを落とす。

（こいつ……どこまで本気なのか、まったくわからないな）

　室伏はそこまで喋しやべると気が済んだのか、満足そうに微笑ほほえんだ。

「じゃ、俺は帰るわな」

「は？」

「はじゃねーよ。だって今、画期的なアドヴァイスも伝えたろ？　もう用事ねーし」

「そ、そうか……」

　見ると、室伏はいつの間にか帰宅の準備を済ませていた。無造作に突っ込んだプリントが学生鞄かばんから、はみ出している。あまりに軽そうだったので机に視線を戻もどすと、教科書やノートの類たぐいは全部そちらに置かれていた。

「それじゃ、そういうことで」

　室伏は真っ白な歯を見せて、いつも通り大げさにハハッと笑った。

　桐原は微び苦く笑しようで返す。

「……ありがとうな」

　いつもよりもちょっと素す直なおに言えた感謝。

　それは友達に伝えるには少し気き恥はずかしく、けれど大切な言葉だ。

「またな」と室伏が言って、

「ああ、また」と桐原は手を振ふる。

　室伏が扉とびらを開け、教室から出ていく。

　開けっ放しにされた扉の向こうから、夕日が射さし込む。教室が光で満ちる。




　教室を出てから、桐原は、佐伯にすべてを打ち明ける決心をした。

　日下部とダンジョンで再会したこと──

　真宮の体調──

　そして、おそらくは桐原の思った通りであろう、例の事件の真相について。

「なるほど……です」

　話を聞き終えた佐伯は何度も何度も、深く頷うなずいた。

「ありがとうございます。わたしに話してくれて」

「お前くらいしか話せる相手なんていないんだよ。だから──」

　桐原は微笑み佐伯の頭に手を乗せる。まるで家族にでも頼たのむように。

「お前の力を貸してくれ。〈魔術師〉」

「もちろん喜んで。〈皇帝〉」

　日下部は、真宮と別れろと言ったけれど。

　家族は無条件に家族を守る。

　そういうものだろう。




　　　　＊




　藍あい染ぞめのように重く深い色をした空。

　闇やみの隙すき間まから少し欠けた月が覗のぞいている。雲行きは怪あやしい。

　巨きよ大だいなギターケースを背負った少女──日下部は、風切山の中腹にある一軒の民家まで来ていた。チャイムを押し、住人を呼び出す。

　すぐに張りのある声が応こたえたかと思うと、階段を下りてくる音が聞こえてきた。

　扉が開かれる。

「あっ…………え？」

「こんばんは、はじめまして。真宮さん」

　真宮は、動どう揺ようのこもった目で、四年前に消えたはずの少女を見つめていた。

「日下部、さん…………？」

「あら？　知ってくれているのね、私のこと。光栄だわ」

「だって……あなたは桐原の……」

「ああ……彼、私のことも教えたのね」

　日下部は少しだけ寂さびしそうな顔をした。

　けれど、真宮は、そんな話しているのではなくて。

「日下部さんっ──どうして？」

　どうして生きているのか。どうして真宮の前に現れたのか。

　何より──どうして今、このタイミングなのか。

　真宮は何も知らない。

　唐とう突とつすぎる。

　日下部は無表情のまま言った。

「申し訳ないのだけれど、あなたには細かく説明できないの。あまり時間もないし──それにきっと、詳くわしく話すと、あなたを悲しませることになるから」

「…………え？」

「だから、むしろ逆。今日は、私の方こそ、あなたに教えてほしいことがあって来たのよ」

　それは不当な要求だった。誰だれが見ても一方的で、割に合わないお願い。

　しかし、日下部には訊きいておかなければならない義務があるのだった。

〈聖槍教会〉の審問官エージエントとして、真宮の記憶を拾う責任が──。

「日下部さんが……あたしに？」

「そう。できれば教えてもらえないかしら？　どうして、あなたが彼に従っているのか」

　日下部はあえて一歩、踏ふみ込む。今までは触ふれてこなかった、謎なぞであった深部に。

　そこには、真宮の思い出が確実に絡からんでくるに違ちがいない。

「……どうしてって」

　戸と惑まどう真宮に、日下部は畳たたみかける。

「あなたたち三人が四年前の異能者キヤリアに人生を狂くるわされたのは知っているわ。有が復ふく讐しゆうのために、真宮さんの力を借りたがるのも理解できる。けれど──だからといって、あなたが有に従うメリットはないでしょう？」

「…………」

　普ふ通つうに考えれば、出てくる疑問である。

　今回の一件で調査を進めるほど、真宮の妄もう信しん的てきな行動は目についた。異常だ。

　真宮は頭こうべを垂れている。答えるべきか迷っているようだった。パジャマの袖そでを強く握にぎるその姿が、身構える騎き士しのようにも、怯おびえる小動物のようにも見えた。

　日下部は、真宮の胸むな元もとに光るペンダントを一いち瞥べつすると、ふと言った。

「真宮さん。『武士道』と『騎き士し道どう』の違いって知ってる？」

「……え？」

「時代によって解かい釈しやくは変わるけれど。かいつまんで言うなら──君主のために死ぬことも厭いとわないのが『武士道』、信念のために君主をも殺すのが『騎士道』」

「…………うん」

「不思議よね。あなたのしていることは、どちらかと言うと前者に近いわ」

　妄信的。

　思考が苦手な真宮は「むむ……えっと」と悩んだ末に口を開く。

「その……難しいことはあたしにはわからないけどさ……あたしが桐原に従ってる理由って、そんなに大したものじゃないよ」

「どういうことかしら」

「四年前の事件よりもう少しだけ前──だから、修学旅行だね。そのあたりがきっかけだったんだと思う」

「……修学、旅行？」

　ずいぶんと懐なつかしい響ひびきね、と日下部は微かすかな郷きよう愁しゆうを覚えた。小学六年生の頃ころだ。

　真宮が、すう、と静かに息を吸う音が聞こえる。それに合わせて、窓が開け放たれでもするように、二人の脳のう裏りに過去の記憶が開かい封ふうされてゆく。

「日下部さんは……覚えてないよね？」

「何をかしら」

「あたしはさ、桐原や日下部さんと同じ小学校なんだけど……」

「え。……そう、だったの？」

　初耳だ。

　日下部は真宮をまったく覚えていなかった。さらに、寸刻、考えてハッとする。

（私はさっき、彼女に『はじめまして』と言った……？）

「ご、ごめんなさい。私、人の顔はあまり覚えられない性質なの……だから、気にしないでほしいわ」

「あっ！　わわっ、こっちこそごめんね!?　全然気にしないで！　嫌いや味みとかそういうつもりじゃなくてさ──」

　ぎこちない二人。

　目が合い、口をつぐむ。

　真宮は頬ほおを掻かいてから、続けた。

「──そ、そうっ。それでね？　その頃のあたしは目立つのが超ちよう苦手な子供でさ、金色の髪かみをわざわざ黒染めなんかしてたり、前髪なんか伸のばしたり、そういう子だったんだけど」

「あら。今の活発な姿からは想像もできないわね」

「……あ、ありがとう」

「いいえ？　単純な感想だから」

「だけどね、あたしはそれでも有名だった。真宮真ま琴こととしてでなく、もう一つの名前で」

「もう一つ？」

「あたし──『化物』って呼ばれてたんだ」

「っ……！」

　真宮は痛々しい笑顔──いつもよりも不自然で不器用な笑みで、告げる。

「なんか、昔から変に馬ば鹿か力ぢからでさ？　加減が分からなくて、色んなものを壊こわしては、すぐ駄だ目めにしてたんだ。体育で使う道具もそうだし、給食のときの食器なんかもそう。変でしょ？　だから、気味悪がられて……」

　誰かが言った。

　──天見ヶ関には、化物が棲すんでいる。

　その言葉の皺しわ寄よせは、一人の少女に飛び火することだってあるだろう。いつだって始まりの言葉は無責任で、起きる現象は複雑だ。

「そして──いつの間にか一人になってたんだよね」

「……………………」

　日下部は知らぬ間に顔をしかめていた。

　人間というのは何よりも恐おそろしい生き物だ。感情でなんだってできてしまう。

「そんなの……真宮さんは気にしなくていいわ。そいつらがボケナスなだけよ」

　日下部の暴言に、真宮は少し驚き、「ありがと」と微笑ほほえむ。

「でも、そんなときに現れたのが、一人の男の子だったんだ」

「男の子？」

「その男の子は六年生の頃、修学旅行で──」

「五月？」

「そうだね。日下部さんがいなくなっちゃう一か月くらい前。──そこで、あたしたちはみんなでフォークダンスを踊おどらないといけなくてさ」

　フォークダンス。思いもよらない軽かろやかな単語に、日下部は瞬まばたきをする。

「キャンプファイヤーを囲みながら、男女が手を取ってっていう、あれだよ？　音楽に合わせて一小節毎ごとくらいにペアが時計回りに交代していくんだけど」

「……ああ、そういえば、あったかもしれないわ。あまりに消し去りたい過去だから忘れていたけれど」日下部もやらされた覚えがある。「まるで拷ごう問もんだったわよね」

「うん。あたしは正直、逃にげ出したかった。そのダンスの間、『化物』の手なんて誰も握ってくれなかったから。化物がうつるって言って」

「…………」

　日下部は自分の気持ちが沈しずんでゆくのを感じた。

「ご、ごめんっ、暗い話しちゃって……でも大だい丈じよう夫ぶ！　この話、最後はハッピーエンドだから！」

「ハッピー？」そんな気配は微み塵じんもない。

「桐原だよ」

　と、真宮は言った。

「ああ……」日下部は頷うなずく。

　──彼が、その『男の子』なのか。

「桐原は、真宮真琴の手を握ってくれたんだよ！　それも、思いっきり強くっ！」

　日下部は瞼まぶたを閉じて、想像する。真っ暗な夜景。

　燃える炎ほのおに照らされて、少年と少女が踊っている。

　詩的で美しいかもしれない。あるいは、実際に見ると可お笑かしなシーンのような気もする。

　──彼は知っていたのだろうか？

　目の前の少女が助けを求めていたのだと。

　日下部は少し考えてから──首を振ふる。

　どちらでもいい。

　真実なんて常に幸福な方を自分で選べばいいのだ。

「彼なりの優やさしさだったのかもしれないわね。彼、昔は正義の味方に憧あこがれてるようなところがあったから。……やり方は、ちょっと不器用すぎるけれど」

「そうそう！　ものすごく真しん剣けんな顔で、ぎこちないのに驚おどろくほどパワフルなダンスを踊ってたよ」

「フォークダンスって、本来そういうものではないのにね」

「あはは、そうだね。でも、うん……そのときにね──」

　真宮真琴は──金色の髪の少女は、真っ白な歯を見せ、心から楽しそうに笑う。

「あたしは、あいつに恋こいをした」




　　　　＊




「お話。聞かせてくれてありがとう」

　そう言って日下部は、肩かたにかけていたギターケースを抱かかえ直した。

　真宮は「全然いいよっ」と笑う。

「でもさ、何でなのかな？」

「……何がかしら？」

「どうして日下部さんは今になって、あたしの話なんて……」

「どうしても必要だったのよ」

「やっ、それよりもさ。早く桐原に会いに行ってあげた方がいいと思うよっ？　きっと泣いて喜ぶからっ！」

　真宮は、もう既すでに二人が会っていることを知らない。

　日下部は力なく笑う。

「会う？　もう二度と無理ね」

「え、どうして？」

「だって私はこれから、許されない大罪を犯おかすのだもの」

「たいざい？」

　真宮には何が何だかわからない。




「私は今夜、あなたの記き憶おくを『消す』ためにやってきたのよ」




　そう──重要なのは記憶。

　真宮の異相記憶は、もう『成体』だ。方法は一つしかない。

　日下部が真宮の話を聞いたのは、またいつか真宮の思い出話を真宮自身に聞かせるためだ。それくらいしかできることがないから。

　日下部は持ち上げていたギターケースの蓋ふたを開ける。現れる黒こく銃じゆう。スロットには特とく殊しゆな薬物を込こめた銃じゆう弾だんが込められている。確かく認にんし、構える。

　照準は、

　真宮の胸。

「──さようなら。真宮真琴さん」

　えっ、と硬こう直ちよくする真宮。

　直後、間かん髪ぱつを入れずに黒銃が咆ほう哮こうを上げる。

　二発。一いつ瞬しゆんのうちに銃身が戦慄おののき、弾丸を撃うち出した。弾たまは獰どう猛もうに大気を裂さきながら真宮めがけて宙を翔かける。

　真宮は微び動どうだにできない。

　野や獣じゆうの角にも似た銃弾が彼女を捉とらえたかに見えた、その瞬間。

　夜に響き渡わたったのは──




「させるかァアアアアアアアアアアアアアアアア！」




　少年の怒声であった。

　彼の手からは何ということのない学生鞄かばんが投げ放たれる。鞄は宙を舞まい、二発の銃弾を空中で受けた。まるで踊るように二度跳はね、そして地面へ落下。

　キャメルブラウンの革が煙けむりを立て、強きよう烈れつな臭においを放って焦こげる。

　わずか一瞬の間の出来事である。

　日下部と真宮は声のした方を向く。少年を視界に捉え、同時に口を開く。

「なっ──!?」

「桐原──!?」

　右手を振りぬいた格好で、肩で息をする少年──桐原有は、ガトリングガンの少女を睨にらみ付け、吐はき出すように言った。

「…………おい、日下部。何やってんだよ」

　日下部は顔をしかめ、唇くちびるを噛かむ。

「ゆ、有……っ！　どうしてあなたが、ここに来るのよ！」

「黙れ。俺が先に質問してるんだろうが。真宮に何してんだって訊いてんだよ」

「っ！」

　一瞬、日下部は桐原の剣けん幕まくに震える。

　しかし、すぐさま鋭するどい双そう眸ぼうで桐原を見み据すえた。

「……あなたには伝えたはずよね」

　真宮さんとは別れなさい──と。

「ああ。確かに言われたな」

「じゃあ、どうして」

「だからこそだろ。お前が教えてくれたから俺はここに来たんだ」

「教えた？　何を言っているの。私はちゃんと──」

「ちゃんと隠かくしたつもりだったか？　俺と真宮を遠ざけようとしただけだろ？」

「っ!?」

　桐原は歩を進め、日下部の前に立った。真宮に背を向け、その身を守るように。

「わかってるさ。真宮の『羽う化か』を防ぐために動くっていうのは、嘘うそだったんだよな？」

「…………」

「つまり、あのとき既に真宮は手遅れだと、お前は知ってたんだよな？」

「………………」

　正解だ。

　日下部が事態を把は握あくした時点で、すべては手遅れだったのだ。どうしようもなかった。

　はじめから、このおとぎ話にハッピーエンドはない。

　だから日下部は、せめて桐原には真実を伝えずに事を進めようとした。

　そして、すべての罪を自分で背負おうとした。

「──それに気づいたから俺は、お前を止めに来たんだ」

　日下部は黒銃を構えた手を、静かに握にぎり込む。

「…………どうして気づいたの？」

「別に確証があったわけじゃない。ただ……一番、可能性が高かっただけだよ。〈皇国フアミリア〉に意思はないからな。信じたくなくても状じよう況きようがそう言っているなら、俺たちはそのとおりに動く」

　日下部は顔をしかめた。

　ゆっくりと照準を桐原に変へん更こうする。

「……そこを退どきなさい」

「退かねーよ」

「なぜ？　なにも真宮さんを殺すわけじゃないわ」

「でも記憶が消えちまうんだろ。そしたら、真宮はどうなるんだよ」

「……多くの場合は心が壊こわれるわね。また普ふ通つうの生活に戻もどれるかはわからない」

「だったら『はいそうですか』って見てはいられないだろうが。俺にとって真宮は家族なんだ」

　家族。日下部は、その言葉が桐原にとってどんな意味を持つのか知らない。

（施し設せつで育ったというだけでこれほど固こ執しつするものでは普通ないのだけれど……）

　狂きよう気き的と言ってもいい絆きずな。そこには何が隠されているのだろうか。

「何度も言わせるなよ？　俺はお前と戦いに来たんじゃない。お前を止めに来たんだ」

　桐原は日下部を睨み付けると、構えられた黒銃を右手で掴つかんだ。

「っ……！」

　──彼は、異能者キヤリアではなく人間だ。

　日下部にとってみれば、このまま彼を無力化するのは造作もないはずである。

　しかし今は、なぜかできる気がしない。

　不思議な感覚だった。

　何をされたわけでもないのに、まるで生気を奪うばわれるような悪お寒かんに襲おそわれ、たじろいでしまう。冷ひや汗あせが噴ふき出し、日下部の掌てのひらは湿しめり気けを帯びていた。

　黒銃が滑すべらぬよう、しっかりと握り直し、尋たずねる。

「止めに来たって……あなた、どうして、この時間と場所までわかったの？」

「簡単だよ。俺には、分からないことを何でも教えてくれる仲家間族がいる」

「かぞく……？」

　日下部が眉まゆを顰ひそめると同時に、森の闇やみから浮うき上がるように。

　パーカーを着た少女が現れた。

「こんばんは、日下部さん」

「……佐伯さん」

　日下部も彼女のことは知っている。

「わたしなりにちゃんと考えてみたのですよ？　日下部さんは武器の特性上、人目を気にして動くでしょうから、人通りが極きよく端たんに少ないタイミングに動きたがるはずです。ならば決行は夜だと」

「…………」

「あとは、より精度を増すために、人が極端に減る時間帯をあえて作りました」

　彼女は正確な機械のように告げた。

「作った……ですって？」

「現在、街からこの風切山へ続く道はすべて通行禁止──ということになっています」

　日下部は頬ほおを引き攣つらせる。

「……情報操作ね」

「はい、ありていに言えば。──間にあってよかったです。もしも日下部さんが昨日の夜の段階で既に動いていたならアウトでした、わたしも桐原くんから話を聞く前でしたし。けれど──おそらく、何かしらの準備に、一日ほどの時間は必要だったのですね？」

「…………」

「推測するに例の薬やく剤ざいでしょうか。真宮さんが暴走すればいくら日下部さんでも押さえ込める自信がなかったから、記憶を消してから〈聖槍教会〉まで運ぶ必要があった」

「……………………」すべて当たりだ。

（──魔ま術じゆつ師し。佐伯白しら乃の）

（思った以上に、やりづらい相手ね……苦手だわ）

　人を見み透すかしたような目が、自分を〈聖槍教会〉に招き入れた男と重なった。

　日下部は桐原に向き直る。

「けれどね、だからといって私も引くわけにはいかないのよ。有」

「引いてもらわないと困るな。俺たちとしては」

　二人を見て不安げに、一人の少女が声を震ふるわせながら、やっとの思いで口を開いた。

「ね、ねえ……っ、ちょっと待ってよ！」

　真宮真琴。

「こ、これっ、この状況！　何がどうなってるの!?　そんで、どうしてあたしだけ何も知らないっぽい感じになってるの!?」

　真宮は怯おびえた犬のようにきょろきょろと、勝手に話を進める三人を見つめた。

「真宮さん……」

　佐伯が真宮の傍そばに寄り添そい、その手を握る。

　桐原は、正面の日下部を睨んだまま、背後に立つ真宮へと、そっと──けれど鮮せん明めいな声で言った。




「真宮。お前が、王を討つ者デイフレヴンなんだよ」




「……………………え？」

　真宮は小さく声を漏もらした。

　頭上ではゴロゴロと、重厚な雲が不ふ機き嫌げんそうに雷らい鳴めいを響ひびかせ始めている。

　野の良ら猫ねこの鳴く声がどこからか聞こえた。雨が近い。

「……………………どういう、こと？」

　尋ねる真宮の顔に、いつもの晴れやかな笑みはもうない。




　　　　＊




　桐原は、事のすべてを真宮に話した。

「あたしが……化物？」

「ああ」

「ビルも、天見タワーも、全部あたしのせい？」

「そういうことだ。お前は記き憶おくに残っていないだろうけど」

　真宮は放心していた。桐原は尋ねる。

「……信じられないか？」

　真宮は首を振ふった。

「ううん……。桐原がそう言うなら、きっとそうなんだよね」

　日下部は二人のやり取りを、当とう惑わくしながら見ていた。

（──まただ。また、彼女は妄もう信しん的に桐原の言葉を受け入れている）

　どうしてそこまで、と問いたくなって──しかし言葉を飲み込む。

（その理由は……既すでに聞いてたわね）

　真宮にとって桐原は絶対的な存在なのだ。

　桐原本人が認めなくとも、そこに疑問を挟はさむ余地はない。

　──きっと彼女は『桐原を想おもう生き方』しか知らない。

「もう一度、確かく認にんなんだが」と桐原は日下部に尋ねる。

「え？」

「真宮のことだよ。こいつを治す手段は絶対にないんだな？」

「……ええ。前にも言ったけれど。真宮さんは王を討つ者デイフレヴンとして動いている間の記憶がない。つまり──既に『羽化』している」

　真宮が事件を起こしたのは一昨日おとといと、そして昨日。

　間かん隔かくが短すぎるのも、異相記憶がかなり進行していることの証明だ。

　もう戻れない。

「記憶を消す以外には、本当にどうしようもないのよ。だから私はここに来たの」

　そう言い放ち、日下部は黒銃を桐原へ──その背後の真宮へ構え直した。

　桐原は眉まゆ根ねを寄せて静かに威い圧あつする。

「だからって、真宮が撃うたれていいなんて結論にはならねーよ」

「じゃあ真宮さん一人を守るために被ひ害がい者しやを増やし続けるの？　ビルが真っ二つ、タワーも斬きり刻まれ……わかるでしょう？　このままでは被害は拡大するばかりよ。一刻も早く手を打たないといけない」

「だから急いで、どうにか別の方法をこれから全員で考えるんだろ」

「夢ね」

「あ？」

「夢ゆめ幻まぼろしだと言っているのよ。理想論と呼ぶのもおこがましい。──別の方法？　そんなものはないわ。ありとあらゆる可能性は〈聖槍教会〉がとっくに調べ終えているし、だから何も知らないあなたたちが、これ以上の代案を見つけられる道理も皆かい無む。『羽化』した異能者キヤリアを鎮しずめるには記憶を消すしかない。そういう運命ルールなの」

「運命ルール？　こんなものルールでもなんでもない。ただの逃にげだ。少なくとも俺は認めない」

　認めたら、誰だれが真宮を救うのだ。

「真実はどうあっても変えられないわ。これが答え」

「けれど、それは俺たちにとっての最適解じゃない」

「……堂どう々どう巡めぐりね」

　日下部は、ふんと鼻を鳴らす。

（──できることなら、もう一つの解答があってほしいと思うのは誰もが一いつ緒しよよ）

（けれど無理なものは無理）

（だから、この話はここで終わり──）

　日下部は拳こぶしを強く握にぎりしめた。そして、彼を傷つける言葉をあえて選び出す。

「有。真宮さんを止めなければ、知らない誰かが傷つくだけではないわ。いずれは有も傷つけられるでしょう。そして──あなたが傷つけられたとき一番苦しむのは、きっとあなたじゃない」

「なに？」

「真宮さん本人よ。真宮さんは、あなたを支えにして生きている。そんな彼女が自分の手で、あなたを傷つけなければならない苦痛を、あなたは理解していない」

「……っ」

「世の中には自分が八つ裂きにされるよりも遥かに耐え難い苦痛というものがあるわ」

　日下部は嫌いや気けがさす。自らが突つきつけた言葉の醜しゆう悪あくさに。

（──こんな口上を真宮さん本人の前で私が言っても、そして有を苦く悩のうさせても、それでも誰も幸せにならない答えしかない）

　最悪だ。

　けれど桐原は、そんな日下部の自己嫌けん悪おすらも知らぬという顔で返す。

「じゃあ俺が、絶対に真宮に傷つけられなければいいんだろ」

「…………は？」

「俺が傷ついたら真宮は苦しむんだ。なら、俺が真宮に傷つけられなければいい。どんなに真宮が化物に侵おかされても、俺に襲おそい掛かかってきても、絶対に傷つかない」

「傷つかないって……」

　突とつ拍ぴよう子しもない。あまりにも考えなし。日下部は、ぎりと奥歯を噛かんだ。

「そんなの不可能でしょう！　あなたみたいな普ふ通つうの人間がどうやって異能者キヤリアから身を守るのよ！」

「人に頼たよる」

「な……」

「思い出してみろよ。毒の魔女アツプルジエリーに襲われたとき、日下部が助けてくれたろ？　その直前だって、俺がもっと上う手まく立ち回れば──まぁあのときは俺のことなんてどうでもよかったけど──自分の身を傷つけずにいることもできたはずだ。俺は、俺が傷つかないために全力で人に守ってもらう」

「あなた……自分がどれだけ格好悪いことを言っているか、わかってる？」

「格好よさは重要じゃないだろ。そんなものを優先していいのは実力と余よ裕ゆうがある人間か、諦あきらめた人間だけだ。俺みたいな諦めたくもないし実力もない人間は、どんな醜みにくい手でも使うしかないと思う」

「…………」

「プライドなら、お前を助けられなかった四年前に捨てた。でも、捨てたくない理想もある」

　桐原の背後で、真宮が息を呑のんだ。

　日下部は眉まゆ根ねを狭せばめる。

「子供の駄だ々だじゃないのよ……？　そんな夢物語ばかり見ていても叶かなわないわ」

「おとぎ話の皇こう帝ていだ。夢ならずっと見続けるよ」

　──何年でもだ。

　あと何年だって、誰もが幸せになる最適解を見続けていく。

　こんなバッドエンドでは終われないだろう。

　桐原の言葉を最後に時が止まった。

　拮きつ抗こう。

　静せい寂じやく。

　粛しゆく然ぜん。

　沈ちん黙もくを打ち破ったのは、真宮の声だった。

「ぅ……っ……」

　桐原が振り向くと、発作に襲われるように、真宮が頭を抱かかえてふさぎ込んでいた。その場に崩くずれ膝ひざをつき、顔を歪ゆがめている。──頭の痛みが悪化しているのは、誰が見ても明らかだった。

「真宮っ……!?」

　桐原は真宮に歩み寄ろうと足を踏ふみだすが、

「だめよ有！　離はなれて！」

　それを日下部が叫さけんで止める。

「っ!?」

「……異相記憶が真宮さんを呑み込んでいるのよ。来るわ……っ！」

　──来る。

　夜の袂たもとに降りてくる。

　ざわつく木々の音。風の声。裂さける大気。

　夜空が星の記憶に染まり、化物が産うぶ声ごえを上げる。

　──王を討つ者デイフレヴン。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　真宮の慟どう哭こくが響ひびき渡わたった。悲痛に歪んだ肉体の底から絞しぼり出される聲こえ。草木を揺ゆらし、曇どん天てんが震ふるえる。暗くら闇やみをも喰くい殺すような暴力的な音楽。

　日下部の初動は早かった。構えていた黒銃に触ふれ、詠えい唱しようする。

「虚こ空くうを統すべし灯とう籠ろうの円、紅ぐ蓮れんの経典、読どくし、焦こがし、悪逆を駁ばくせ──」

「やめろ！」桐原が、それでも真宮の前に立ちはだかった。

　合わせて、佐伯も桐原の横に並んだ。

　二人で真宮を庇かばおうとする。

「どきなさい！　もう綺き麗れい事ごとを語っている余裕はないのよ！」

「駄だ目めだッ……それでも真宮は撃たせられない！」

　血に強制されない家族フアミリア。

　その絆きずなは意志によって繋つながれ、だからこそ本当の家族よりも強い。

「……ちぃ！」

　日下部は眉根を寄せ、一言。

「……ごめんなさい」

　そう呟つぶやくと、銃じゆう身しんを振ふり上げ、勢いよく桐原の頭を殴おう打だした。

「がはッ!?」

「桐原くん──!?」

　佐伯が桐原に駆かけ寄る。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきに日下部は黒銃を右みぎ腕うでと腰こしで挟み込み、左手で、表面を撫なでるようにして再び謳うたい奏でる。

「虚空を統べし灯籠の円、紅蓮の経典、読し、焦がし、悪逆を駁せ

　──語り部シヤナヒーの第三章第七節、〈パトリキウスの楔くさび〉！」

　詠唱に合わせ、黒銃が変形した。

　六連あった銃身は一ひと房ふさに纏まとまり、太い一つの砲ほう身しんと化す。

　パイルバンカーにも似た形状。

　日下部の両りよう眼めは真宮を標的に捉とらえる。

　真宮は嗚お咽えつのように苦痛の声を漏もらし、身体からだを震わせる。頭を握り潰つぶそうかというほどに強く力の込こめられた両手の間から、真宮の金色をした髪かみが溢あふれた。

　そして、その美しい髪が、みるみるうちに──銀色へと褪せてゆく。

　日下部は見ていられないという表情で真宮に照準を合わせ、トリガーの指に力を込めた。

「させねえって……言っただろうが……！」

「有っ!?」

　桐原が地面に膝をつき、身体を起こす。

　貧弱な右手が渾こん身しんの力を込めて、日下部の腕を掴つかんだ。

「真宮に手を出すな。命令だ」

　瞬間。




　黒こく銃じゆうから暴力的なまでに放たれていた赤い光の筋が──霧散した。




　大気に溶とけ、まるで桜のように儚はかなげな美しさだけを残し、掻かき消える。

「なっ──!?」

　日下部は目を剥むき、絶句する。

「逆十字ジユーダスの変型が…………打ち消された!?　有り得ない！　有、あなた一体、何をっ!?」
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「…………」

　桐原は答えられない。ただ必死に日下部を掴んでいた。目は虚うつろで、その焦しよう点てんは定まっていない。ふいに──日下部の右腕を握にぎる桐原の力が弱まる。

「えっ……？」

　日下部が目を向けると、彼の右手はぶるぶると震えている。

「っ……有……あなた、ひょっとして、もう……」

　震えの原因は、怒いかりでも、ましてや恐きよう怖ふでもない。

　もっとシンプルな理由。

　桐原の体力が限界を超えたのだ。

　ただでさえ、インドアでスタミナも筋力もない、お飾りの王だ。連日の疲ひ労ろう、三月ウサギプレイボーイと毒の魔女アツプルジエリーにやられた怪け我が──身体からだが動かなくなるのは至し極ごく当然の結果だった。むしろ上体を起こせただけでも奇き跡せきと言える。

　そして、この──最後の一手。桐原の肉体から力がどんどんと抜ぬけてゆく。

「……畜、生……なんだこれ。よりによって、こんなタイミングでスタミナ切れかよ……」

　と。桐原が精根果て、手を離すと同時に──

　相反して黒銃は、光を取り戻もどした。

「………………」

　日下部は光に照らされながら、無言で桐原を見ていた。

（スタミナ切れ？　これは、そんな単純なものじゃ……）

　しかし、今はそれどころではない。

　目を逸そらし、真宮へと向き直る。




　桐原は、ほとんど残っていない意識の中、日下部が何らかの言葉を唱える様を目視した。

　黒銃から金属質の楔が撃うち出されたが、それは真宮の身体からだには届かなかった。胸むな元もとのペンダントが彼女の身を守る盾たてとなって衝しよう撃げきを受け止め、弾はじけ飛ぶ。

　金属質の光が空中を舞まい、露あらわになったのは、真宮の胸元に浮かび上がった傷痕だ。

（──あ）

（あれは────────）

　桐原の目が捉えたのは──そこまでだった。

　真宮が助かったことへの安あん堵どとともに意識が遠のく。暗く、深い闇やみの中へと沈しずんでいく。

　それと呼応するように真宮も、身を翻ひるがえし森の闇へと──姿を消した。




　　　　＊




四年前──六月　蒼そう炎えんの化物、襲しゆう撃げき後




『蒼炎の化物』が去った直後のことだ。

　金髪の少女は、気がつくと天見タワーの足あし下もとにいた。

　雨が強く降っている。目の前には、傘かさも差さずアスファルトに座り込んでいる少年がいる。彼は空を見上げ、放心していた。

　眼には生気がない。まるで死んだ魚みたいだな、と少女は思った。その双そう眸ぼうから壊こわれたみたいに溢れ続ける雫しずくを、少女は胸を締しめ付けられる思いで見つめている。

　少女は、彼を知っていた。

　修学旅行のあの日以来、少女は彼を見続けてきたからだ。見み間ま違ちがえるはずがない。

　──自分を救ってくれた少年。

　少女の鼓こ動どうが静かに高鳴り、行かなければ、と自らを急せかす。あたしが行かなければ、彼は本当に壊れてしまう。

　恐おそろしさは同等だった。彼が壊れてしまうのも、彼の近くへと自分から歩み寄るのも、同じくらい怖こわい。ならば、選ぶべくは決まっている。

　少女は選せん択たくし、ゆっくりと足を踏ふみ出す。

　遠かったその距きよ離りを、自らの意思で、一歩、また一歩と──縮めてゆく。

　最後の一歩を踏み終えて、少年の前に立つと、彼はやっと少女の存在に気づいたようだった。

「君は……誰だれ？」

　少年は少女を知らない。当然だろう。彼にとっては少女を救った過去など、なんの変へん哲てつもない平へい凡ぼんな出来事の一つだったのだ。

　そんなこと少女はとっくに知っていた。

　だから、悲しげもなくその事実を受け入れる。

　だって──だってあたしは。

　化物でない真宮真琴は、今日、初めて彼に会ったのだ。

　金髪の少女は明るく笑いかける。まるでおとぎ話に出てくる救世主のように。

「はじめまして。どうしたの？　そんなに目を腫はらして」

　それは作り話のような笑え顔がおだが、だからこそ美しい。

　少年は消え入るような声で応こたえる。

「大好きだった女の子が…………いなくなったんだ」

　大好きな女の子。

　なるほど──と少女は頬ほおを上げたまま、心の揺ゆれを気け取どられないよう優やさしく微笑ほほえんだ。

「そうか……それは辛つらかったね。とても、悲しかっただろうね」

　少年は頷うなずき、声を震ふるわせる。

　後こう悔かいを絞しぼり出すように泣き叫さけぶ。

「俺は……俺は！　……もっと強くなりたい！　大事なものを守れるくらい、化物になんて負けないくらい……！」

「…………」

「──でも俺には、それができない。力がないんだ。何もできやしない……」

　彼の心は、世界と──自身への絶望で満ちていた。

　彼を希望で照らすにはどうしたらいいだろう？

　少年の痛々しさに、少女はぎゅっと歯を食いしばりそうになるのを必死で堪こらえた。

　耐たえて、無理やりに口の端はしを上げて、少女は眩まぶしいものでも見るように目を細める。

　そうして作った自己最高の笑顔で少女は、少年に優しく告げる。




「だったら、あたしが──あなたの剣けんになる」




　　　　＊




現在──六月一九日（金）　深夜




　そして今、銀髪の少女は夜の森を駆かけている。

　メッキの剥はげたような色。それもまた皮肉なことに、少女にはよく似合っていた。

　不思議と五感は、異常なほどはっきりとしている。脚あしが気持ちいいくらいに素す早ばやく動く。腕うで、足、五体すべてが、自分のものではないみたいに力強い。木々の枝を踏みつけると、身体からだがぐんと宙へ持ち上げられる、その力を利用して、濃のう緑りよくの隙すき間まを軽々と縫ぬってゆく。視界も恐ろしく晴れていた。…………そうだ。なぜなのだろう？

　なぜ、暗いはずの夜がこんなにも明るい。

　なぜ、静かなはずの森がこんなにも騒がしい。

　なぜ、乱れたはずの思考がこんなにも研ぎ澄まされている。

　そして、なぜ──これだけはっきりとした感覚があるというのに──自らの身体を動かしているこの意識が、いったい誰のものなのか分からないのだろう。

　精神の内側で二つの生き物が蠢うごめく。

　ただ遠く、遥はるか彼方かなたへ消え去らなければという、かろうじて残る理性と──ただ強く、力を蓄たくわえなければという、あくまで本能的な衝しよう動どう。

　どちらが自分なのか。

　どちらともが自分なのか。

　あるいは既すでに──どちらも自分ではない何かなのか。

　もう今は、自分がどこへ向かっているのかも、分からない。

　何も見えないわからない。

　何も聞こえないわからない。

　何も考えられないわからない。

　少女は不安で溢あふれる涙なみだを止める術すべすら知らず。

　でも、そうだな──とぼんやり思う。

　涙が溢れているうちは、自分は人間でいられるのかもしれない。

　ならば、いつまでもこうしていたい。ただ一つの願いすら叶かなえられなかった己おのれを呪のろい、嘆なげき続けたい。




　皇こう帝ていに刃やいばを向ける騎き士しは、もう傍そばにいられない。




　　　　＊




現在──六月二〇日（土）　早朝




　一九日の夜、真宮が自宅へ帰ることはなかった。

　学園も今日と明日は休みのため、事態が明るみになることはないだろう。

　桐原は早朝七時に家を出て、ダンジョンに向かう。身体の節々が痛い。でも気にしている場合でもない。

　風神坂の急きゆう勾こう配ばいを上りながら、思い出したのは、昨夜、途と絶だえかけていた意識の中で見た真宮の胸元だ。あのとき、桐原は確かに見た。

　──真宮の胸元にあった傷痕。

　ダンジョンのドアノブを握にぎり、店内に入るとき、扉とびらから微かすかなニスの臭においが香かおる。

　扉の向こうで待っていたのは、フローリングの床ゆかに仁に王おう立だちで待ち構える、不ふ機き嫌げんそうな顔の美少女だった。今度はウェイトレスの格好なんてしていない。

「いらっしゃいませ。有」

　今日、桐原は日下部と話をしにきた。




「なにか食べる？」

「いいよ。俺はこれだけで」

　桐原は一口も手を付けていないコーラを指さす。

「モーニングだとベーコンエッグが美お味いしいわよ」

「いらない」

「そう？　ならチョコレートパフェもお勧すすめよ。甘いものを食べると笑顔になれるわ。あなたの、その死んだ魚みたいな目も多少はマシになるかも」

「おい。今日はスウィーツの話をするために来たわけじゃないんだ。わかってるだろ」

　今日この店に来たのは、真宮についての話をしたかったからだ。

　日下部は一いつ瞬しゆん固まると、ふん、と鼻を鳴らしてメニューを閉じた。

「……なによ。有がこの世の終わりみたいな顔をしてたから緊きん張ちようをほぐしてあげようと思ったんじゃない。どうせあなた、今回の一件は全部自分のせいだ、とか思ってるんでしょう？」

「…………」

　図星である。

　桐原は昨日の一件のせいで結局、一いつ睡すいもできていない。

　四年前のように──いや、あのときにも増して罪悪感に襲おそわれていたのだ。自分はまた、何もしないままに仲家間族を失うのか、と考えると耐えられなかった。

「あのね、有。家族だからとか皇帝だからとか──あなたはいくつもの枷かせを自覚的につけて自分を責めたがっているのでしょうけれど──そんなのは私が許さないわ」

　日下部は、いたって大おお真ま面じ目めに言った。

「どう頑がん張ばっても、やっぱりあなたに責任はないの。すべては私の過失。真宮さんを止めるのは私の仕事だったし、それを果たせなかったのは私のせいよ」

「違うな」

「ちょっと、有」

「だってそうだろ？　お前がやろうとしてたこと──記き憶おくを消すなんてな、認めるわけにはいかねーよ。だったらあの場では、俺がお前を説得しなくちゃいけなかった。真宮のことも止めなきゃいけなかった。それをできなかったのは俺のせいだよ」

　日下部は真宮の記憶を──心を壊こわそうとしたけれど。

　とはいえ、彼女は彼女なりの正義を遂すい行こうしただけだと、桐原の頭は理解していた。

　だから、あの件で日下部を恨うらめるかと言えば、それも不可能だ。それに──日下部の行動のすべてが桐原を危険から遠ざけるためのものだという事実も、桐原を複雑な心境にさせていた。

　四年前、日下部はか弱い女の子だった。

　けれど今は、銃じゆうを構え、一人で戦うほどに強い。

（──それが、どれほど悲しいことかなんて……）

　桐原は眉み間けんに皺しわを寄せ、話を本題に移す。

「──ていうかな、どっちが悪いとか、そんなことはどうでもいいんだよ、日下部。余計な話で時間を使いたくはない」

「そうね……今日の本題はそこじゃなかったわよね。昨日の深夜──わざわざ私にメールを送ってきたとき、あなたには、もっと大事な話がある風だったけれど」

　日下部の連れん絡らく先さきは、昨夜の時点で交こう換かんしていた。まさか四年前から憧あこがれていた少女とのメアド交換が、こんな形で行われるとは思ってもいなかったけど。

「ああ、その話をしにきたんだ」

「…………いったい何なの？」

　怪け訝げんそうに顔を窺うかがう日下部。

　桐原は頷き、口火を切る。

「昨日、俺は見たんだ。真宮の胸に十字の傷痕があるのを」

「傷？」

　日下部は思い出す。真宮が逃とう走そうする寸前、黒銃を彼女へ向けて撃うったときだ。

「ああ、確かにあったわね……。でも、それが？」

「それが、まったく同じなんだよ。四年前、俺と日下部を守ってくれた剣士の傷と」

　月光の下、輝かがやいていた──まるでおとぎ話みたいな『銀髪の剣士』。

　その人物は桐原たちの前に立ちはだかり、『蒼そう炎えんの化物』から桐原たちを守ってくれた。

　要は、『蒼炎の化物』の攻こう撃げきを、その身で受けたのだ。

「あのときにできた傷が、ちょうど昨日の真宮の胸むな元もとにあった、ああいう感じの十文字だったんだ。胸に十字傷なんて、普ふ通つうの女子にそうそうできるものじゃないだろ？」

「……つまり、何が言いたいの？」

　桐原は、自らの結論を提示する。

「俺たちを救ってくれたのは、真宮だったんじゃないか？」

　桐原は思い返す。真宮は初めて会ったときからペンダントを下げていた。だから、

『そういえば、そのペンダント』

『えっ？』

『子供の頃ころからずっと付けてるよな』

『ああ……うん』

『なんか大事なものなのか？』

　顔が小さく見えるからだと、口を尖とがらせて真宮は言った。

　あれは嘘うそ。

　──怪け我がを隠かくすために付けていたのだ。この四年間、桐原が気づかなかったことから考えれば、特定の条件下でだけ浮かび上がるのかもしれない。

　日下部は神しん妙みようそうに、唇くちびるに手を当てる。

「真宮さんは……その傷のことを覚えているの？」

「いいや。おそらく覚えていない。俺たちを助けたことも。──本人にとっては、いつの間にかついていた傷で、コンプレックスか何かだったんだろう。けど間ま違ちがいない──あの傷は、四年前の『銀髪の剣士』と同じだよ」

　見間違えるはずがない。

　あの化物に救われた一件があったからこそ、あの化物が救ってくれなかった日下部ひとがいたからこそ──桐原は〈皇国フアミリア〉を生み出したのだから。

「……いいえ、でも待って。やっぱり信じられないわ」と日下部は首を振ふった。

「なんで？」

「時間の計算が合わないのよ。だって四年も前の話でしょう？　もしも、そのときから化物に侵おかされていたのだとしたら、これまで『羽う化か』しなかったことがおかしい」

　化物に憑つかれてから『羽化』までの期間は確か……

「長くて三か月、だったか」

　微かな記憶を頼たよりに桐原が言った。

「そう。四年といえば一六倍の期間よ？　それだけの時を耐たえ凌しのげる人間なんて存在しない。それに──四年前に一度、意識がなくなるほどに暴走したのだとしたら、そこからは加速度的に悪化を辿たどるのが普通」

「絶対に有り得ないのか？　何か、こう、免めん疫えきのようなものがあったかもしれないとか」

「ないわ。確かに、前にも言ったけれど、異相記憶はＤＮＡ内の情報だから、外的要因──ウイルスなんかとは違うの。自分自身の身体からだに対して免疫は機能しないでしょう？」

　喩たとえるなら免疫は国境警備隊。外敵しか攻撃しない。

　対して、化物は反逆者。内側から国を崩ほう壊かいさせる。

「そういうものなの。より身近なものなら番犬と家族と、言い換かえてもいいけれど」

　家族……か。

「じゃあ、あれは俺の見間違いだったのか？　どうしても、そうは思えないんだが」

「………………………………………………いえ、待って。まさか」

　そこでいったん、日下部は黙だまり込んだ。

　ふいに何かを考えるような顔つきになり、グラスに入ったカフェオレをマドラーでゆっくりとかき混ぜた。漂ただよう仄ほのかな、ミルクの香り。

「ねえ、有……ちょっと確かく認にんなのだけれど」

「なんだ」

「あなたと真宮さんはいつも一緒にいた。これは間違いないのよね？」

「ん。まあそうだろうな。あいつの死んだ家族を除けば、誰だれよりも長い時間、一緒にいたと思う」

「……その間、真宮さんが体調を崩くずすことはなかったの？　今回の一件を除いてだけれど」

「いや。全然なかったな」

「一度も？」

「ああ。あいつの身体からだって、もともと丈じよう夫ぶなんだよ」

　真宮が自分から体調不良を訴うつたえたのは毒の魔女アツプルジエリーに襲われた、翌日が初めてだった。

「──今思えばだが、あれが今回の事件のきっかけになってたんだよな」

　日下部は眉まゆ根ねを寄せて得心したように頷うなずく。

「おい。いったい何なんだ？」

「いえ、ごめんなさい。じゃあ最後にもう一つだけ」

　と、日下部は尋たずねる。

「真宮さんとあなたは家族みたいなものだって言っていたけれど」

「そうだな」

「あなた、真宮さんの身体に触れることはあった？」

「…………触れる？」

「たとえば、そうね。……て、とか」

「テトカ？」

「ばかっ。手よっ……手を繋つないだりとか！」

　なぜか日下部は顔を赤くして髪かみをそわそわといじる。

　桐原には意味が分からない。

「…………は？　それが何か関係あるのか？」

「いいから答えて。大事なことなのっ」

　桐原は怪訝そうに眉を下げる。

「まあ……あるよ？　触さわるくらいは。手と手ってわけじゃないけどな」

「えっ」

「顔だよ。触るのは、わりとよくある」

「か、顔に!?」

「ああ、それがルールだからな」

　こう、頭を掴つかんで──と桐原はジェスチャーをする。




　君命の儀ぎ。




　額と額を合わせて皇こう帝ていが命じた言葉に、騎き士しと魔ま術じゆつ師しは従わなければならない。

「なっ、何よそれっ……！　ヒタイってあのヒタイ？　この額っ？」

　日下部は声を裏返す。自分のおでこを出して、熱くなった肌はだを冷やすように手の甲こうを当てている。

「それ以外の額があるかよ」

　あまりの動どう揺ようっぷりに桐原は苦笑する。

「てか、そんなに大声出して驚おどろくことか？　家族みたいなもんだからって訊きいたのはお前だろ、大したことじゃないよ」

「家族と言ったって……額同士を合わせるなんて滅めつ多たにないでしょう普通……」

「そうか？　俺には本当の家族がいないからわからん」

「うっ」

　そう言われると日下部にもよくわからない。

　桐原と日下部は施し設せつ出身。家族に関する実感を伴ともなった常識は、ともに持ち合わせていないのだ。

　日下部は、うぅん、と自分を納なつ得とくさせるように腕うでを組む。

「ま、まあ……あなたにはその気がないのなら、問題ないのでしょうけれど」

「その気？　どんな気も別にないって」

「ええ……知ってるわ。わかってるの。でも」

　──真宮さんの方も同じように思っているのかしら。

　日下部は頬ほおに手を当て、はあ……と、鈍どん感かんな幼おさな馴な染じみに不安を募つのらせた。

「何だよ。黙り込んで」

「いえ、別に……」

　桐原は首を傾かしげる。

「それより続きを言ってくれないか。触る触らないにどんな意味があるんだ？」

「え、ええ、それね、それ」

「真宮を連れ戻もどすのに役に立つ情報なんだろうな？」

「うん。非常に信用度は低いのだけれど……まだ、あなたに話していない可能性があるのよ」

「可能性……？」

「有は言ったわよね？　〈皇国フアミリア〉は、すべての可能性を想定した上で最適解を求めるシステムだって」

「ああ」

「なら、試してみる価値はあるのかもしれない。あなたの可能性を」

「俺の？　何の話をしてるんだ？」

　日下部は、薄うすく瑞みず々みずしい唇を小さく動かして言った。




「〈化物の王トランキライザー〉」








　第三章　〈化物の王トランキライザー〉




　おとぎの国の王様は、不思議な力をもって襲おそいくる数多くの化物を下し、国に平和をもたらしました。




　　　　＊




〈化物の王トランキライザー〉という能力が、〈聖せい槍そう教会〉の最重要機密データには収められている。

　過去に一例だけ観測された、その効果は──

『絶対統治』。

　通常、暴走した化物を止めるには、宿主の記き憶おくを封ふうじるか、生命活動を止める──殺すしかない。

　しかし、〈化物の王トランキライザー〉の能力者は例外的に、手で触れさえすれば、あらゆる異能者キヤリアを強制的に鎮しずめることができるという。

　身体からだに触れれば異能を封じ、そして。

　額に触れれば──『羽う化か』した異能者キヤリアを『蛹さなぎ』に戻すことすらも可能。

　打ち込めばあらゆる化物を制圧できる、その鎮ちん静せい剤ざいともいうべき能力を、〈聖槍教会〉の上層部はひそかに探さがし続けてきたと言われている。末まつ端たんの日下部くさかべは、そこまで詳くわしい情報を持っているわけではないが……




「〈化物の王トランキライザー〉自身は『羽化』の危険を孕はらんだ異能者キヤリアの力ではなく、人間の細さい胞ぼうに干かん渉しようする、まったく別種の能力だと伝えられているわ。一説では神が人間に与あたえた救いの手だとも」

「……それが？」

「有ゆうには宿っているのかもしれない、と言っているのよ」

「ちょっ、待て待て待ってくれ！」

　桐きり原はらは顔の前で手を払はらうように振ふった。

　急に何を言い出すんだ、と顔を引きつらせる。

「……日下部、お前な、少し落ち着けよ。いくら何でも話が飛ひ躍やくしすぎだぞ？」

「どうして？」

「どうしてって、俺がそんなモノ持ってるわけないだろ！」

「何で言い切れるの？」

「いや……だって、俺はこんな人間だぞ？　ガトリングガンの使い方もわからないし、驚きよう異い的な運動能力もないし、ウィザード級のハッカー技術も持ってない、いたって平へい凡ぼんノーマルベーシックな男子だ」

「それが間違いだと言っているのよ」

「っ──!?」

「じゃないと真ま宮みやさんが四年間も『羽化』せずにいられた理由がないもの。少なくとも今は──この可能性が一番高い」

「………………」

　日下部はカフェオレを一口。唇くちびるを湿しめらせる。

「こういう考え方は私自身好きじゃないけどね……もしも神様なんて存在がいるのなら、そいつが何の才能も特技もないあなたに唯ゆい一いつ与あたえた特別が、その両手。そう考えることはできない？」

「そんな都合のいいこと……」

「信じられないならいいけれど、あいにくと、迷っている時間も日ひ和よっている時間もないわよ」

　日下部が言うと同時に、壁かべにかけてあった時計が鳴って、二人はそちらを一いち瞥べつした。

　針は午前八時を指している。昔ながらの鳩はと時計だ、古すぎるせいか鳴き声はくぐもっていた。グルッグー、グルッグー。

　二人は向き直り、目線が交差する。

「恐おそれないで、有」

「…………」

「このおとぎ話を綺き麗れいに終わらせられるのは──皇帝──あなただけ」

　そう言うと。日下部は桐原の指先に、軽く触ふれた。

　桐原は思わずビクリと反応するが、拒きよ絶ぜつはしない。

　心臓がどくどくと脈打っている。

　血の流れる音がざあざあと鼓こ膜まくの内側で騒さわいでいる。

　まるで、雨。

「……大だい丈じよう夫ぶよ。その一言を云いえば、私も覚かく悟ごを決める。あなたに……従うわ」

「ああ……」

　今は、ただ真宮を助けたい気持ちでいっぱいだ。

　決断をするなら、これ以上引き延ばせない。

　桐原は、噛かみしめるように瞼まぶたを閉じ──そして、ゆっくりと開く。

　日下部の手を、強く握にぎり返した。




「俺に力を貸してくれ。日下部」




　　　　＊




　すぐさま、二人は佐さ伯えきと合流した。

　真宮を救うために必要な人材がこれで全員揃そろったことになる。

「──つーわけで、俺たちは早急に対策を考えないといけないわけだ」

　桐原が頭を掻かきながら切り出した。

「事情は把は握あくしましたが……たった三人ですか」

　佐伯が不安げにフードの中で、うーんと唸うなった。

「他の誰だれかに相談するわけにもいかないしな。日下部いわく〈聖槍教会〉の応おう援えんも期待できないらしい」

「……悪いとは思っているわ。けれど、なにせうちは少数精せい鋭えいの組織だから」

「つまり、人手不足なのか？」

「さてっ、さっさと話を進めようかしら！」

「……シカトかよ」

　桐原は目の前に広がる、だだっ広い空間を見み渡わたした。

　町はずれの空地である。

　佐伯に頼たのんで探してもらったのだ。

　本来は、この場所にもビルの建設が予定されていたらしいが、王を討つ者デイフレヴンの一件が起きたことで先送りになっており、今は人ひと気けがない。

「こんな場所に集まってもらったのは他でもない。俺に〈化物の王トランキライザー〉……とかいう特別な力が、本当にあるのかどうかを確かめるため、と──あと、対真宮用の予行演習を実じつ施しするためだ」

　真宮を誘おびき出す方法については、ここに来る前に桐原と日下部とで打ち合わせてあった。

　──問題は彼女が現れてから先だ。

　あの驚異的な運動能力は味方につける分には頼もしいが、敵に回すと厄やつ介かいすぎる。

「予行演習……ですか？」佐伯が眉まゆ根ねを狭せばめる。

「ええ──でも、それを始める前に、まずは彼女の能力について予習しておきましょう」

　日下部が告げた。




「彼女の記憶名は──〈銀騎士デユラハン〉」




「デュラハン？」桐原が首を傾かしげる。

「アイルランドの伝承に登場する騎士の精ですね」

「ええ。〈聖槍教会〉にもこれまでデータがなかったから、名前がついたのはつい最近だけれどね。能力の分類は、かなり希少な『多元種マルチフオルダ』」

「なんだ、それは」

「通常、異能者キヤリアは一人一種の異相記憶しか使用できないの。脳のキャパシティには限界があるからね。けれど『多元種マルチフオルダ』は複数の能力を扱あつかえる。真宮さんの場合だと『身体能力強化』と『刃やいばの生成』──つまり『生体記憶ヴアイオログ』と『物質記憶マテライズ』を顕けん現げんしている」

「…………意味が全然わからないんだが」

「まぁ細かい分類は理解しなくていいわ。要は、相手するのに骨が折れるってことよ」

　桐原は頬ほおをポリポリと掻いてから、ひょいと挙手する。

「あの……一つ、いいか？」

「はいどうぞ、有」

　日下部は教師のように促うながした。

「前から気になってたんだけど、人によって能力の種類が違ちがうのは、どういう理り屈くつなんだ？」

「ああ……そのあたりは未解明の部分が多すぎるから説明しづらいのだけれど──まあ、ＤＮＡが決めていると思えばいいわ。肌はだの色や髪かみの色と同じで」

（──髪の、色）

　桐原の脳のう裏りに、真宮の綺麗な金きん髪ぱつがよぎった。

　彼女は、いつだったか桐原に『この金髪はあたしの誇ほこりなんだよ』と言ったことがある。

　それも今は──銀色に染まってしまった。

　日下部は、桐原の心理を読んだかのように付け足す。

「真宮さんの髪や肌の色素は、異相記憶のせいで抜ぬけ落ちたのだと思っていいわ。〈銀騎士デユラハン〉は、ただでさえ身体からだへの負担の重い『多元種マルチフオルダ』の上、『身体能力強化』まで行ってるから」

「…………」

　真宮の金髪。白い肌。酷こく暑しよでも汗あせをかかない異常な身体能力。何より──あの健けん脚きやく。

　どれもこれも異相記憶によるものだったのだとしたら──

　桐原は唇を噛む。

「まるで真宮は……自分の何もかもを異相記憶に決められてるみたいじゃないか」

「そういうものなのよ。異能者キヤリアというのは」

「……くそッ」桐原は毒づいた。気に入らない。

「…………」

　佐伯が空気を読んで、口を挟はさむ。

「あの、それで日下部さん。真宮さんを救うための予行演習というのは？」

「ええ──そう。それなのだけれど。この作戦の鍵かぎを握るのは、有。間違いなくあなたよ」

「……俺？」

〈化物の王トランキライザー〉

　その能力が、あらゆる作戦の鍵かぎだ。

「じゃあ、説明ついでに早速」

　と言って、日下部は肩かたにかけたギターケースを開けると、

「──皇帝様のお手並み拝見といきましょうか」

　黒こく銃じゆうを構え、桐原に向けた。

　桐原は思わず後ずさる。

「な……っ!?　え、お前……まさか銃それを使う気かよ!?」

　かなりの模も擬ぎ戦せん闘とうは覚悟していたが、なにせ桐原は運動能力ゼロ。

「や、もちろん、やれと言われたらやるけどよ……手順ってものがあるだろ？」

　日下部は微び笑しようする。

「まぁまぁ、そう焦あせらないで。戦闘技術云うん々ぬんの前に、まずは、あなたが本当に〈化物の王トランキライザー〉なのか確かめないといけないでしょう？　そのためにはどうしても、私がこの銃を使わざるを得ないのよ」

「は……？　つ、つまり、どういうことだよ」

「私が、あなたの力の実験台になってあげるって言ってるの」

　日下部が掴つかんでいた黒銃が膨れあがる。毒の魔女アツプルジエリーを圧あつ倒とうしたときと同じか──いや、もっと巨大で禍々しい姿へ変貌してゆく。

　そして、桐原は目もく撃げきする。

　日下部の腕うでが打ちたての鉄のごとく赤せつ褐かつ色しよくに光る様を。




「私も異能者キヤリア。──記き憶おく名は〈禁忌改造ホムンクルス〉」




　　　　＊




（──四年……長かったわね）

　日下部は、昨日のことのように思い出す。

　異能者キヤリアに触れた者は、往々にして異能者キヤリアの力を開花させる。それは──日下部自身にも当てはまるルールだった。

　桐原と共に化物に襲おそわれた、あの日。桐原と同じく意識を失っていた日下部は、次に目覚めたとき、見たこともない部屋の隅すみに横たわっていた。




四年前──六月　蒼炎の化物、襲しゆう撃げき後




　潔けつ癖ぺきすぎるほど真っ白な壁かべと天てん井じよう。窓がないため昼か夜かもわからない。

　部屋の中央には、机と椅い子すが一組だけあった。

　椅子には、男が一人座っている。

　紺こんのスーツに、白い眼帯を付けた、奇き妙みような出いで立ちの男だ。

　日下部が警けい戒かいしつつ上体を起こすと、彼はすぐさまこちらに気づき、左だけ露あらわになった目を糸のように細め微笑む。

『あ、やっとお目覚めですか？　可愛かわいいお嬢じようさん』

『…………』

『おっと、ノンノン。そんな恐こわい顔しないで。せっかくの美人が台無しですよ？』

『……あなた、誰？　ここはどこ？　私は一体どうなったの？』

『おやおや、質問がたくさんですね。いいですね、素す晴ばらしいですね。好こう奇き心しんは人間性の現れ。あなたは、とても人間味に溢あふれているようです』

『…………』

『あらら、すみません。さっさと説明しろという空気ですね？　よろしい。では、まずは自己紹しよう介かいから始めましょうか。お嬢さん、あなたのお名前は？』

『…………日下部蓮れん』

『はじめまして、蓮さん。僕の名は吉き良ら。この〈聖槍教会〉で、『羽う化か』前の異能者キヤリア──あなたたちの言うところの化物を保護する役目を担っています。以後、お見知りおきを』

『……ばけ……もの？』

　男の話は簡潔で──そして、無む慈じ悲ひなほどに要点が明確だった。

　異能者キヤリア同士の争いを愛玩動物型監視デブネコカメラが感知したので、〈聖槍教会〉の人間が向かったところ、現場には日下部と桐原が倒たおれていた。

　そして二人の身体からだを調べたところ、日下部からだけ、『蛹さなぎ』としての要素が検出された。

　男は、一通りの状じよう況きよう説明を済ませた後、あくまでフランクな笑えみを浮うかべたまま迫せまる。

『選せん択たく肢しは二つしかありません。奪う側になるか、守る側になるか。ご随ずい意いにお選びください』

　つまり、自分を襲った異能者キヤリアと同じように、いずれ意識を失って奪う側に回るか。

　それとも、獲えた力を使って、守る側に立つか。

　あくまで軽い口調だったが、そう──これは要するに、選択という名の強制だ。

　ああ……なるほどね、と日下部はどこか冷静に、自分の立場を咀そ嚼しやくする。

　日下部の未来は、もう決まってしまっていたのだ。

　異能者キヤリアに、たった一度、襲われたという、それっぽっちの不運で。

　既すでに日常へ帰る道は──ない。

　絶望的で──救いはない。

『さて、追い詰つめられましたね。どうしましょうか？』

　男の笑みが腹立たしい。

　日下部は男を睨にらみ返す。




『そんなの決まってるじゃない。当然──守るわよ』




　彼も、彼の生きるこの町も、

　私がずっと守り続ける。

『よいのですね？　あなたの言う彼とは、もう二度と会えないかもしれませんが』

『いいのよ。むしろ好都合』

『好都合……ですか？』

　男は予想外の返事に多少驚おどろいたようだった。糸のような目を僅わずかに開く。

『ええ、とてもね』

　顔を合わせられないのは、顔を合わせなくて済むという意味でもある。

　おかげで気持ちはずいぶんと楽だろう。

　見れば、近づきたくなる。

　近づけば、話したくなる。

　話せば、もっと先を求めたくなる。

　それでは駄だ目めなのだ。彼を危険に晒さらしてしまう。

　ならば最初から、自らの使命と、その手ごたえだけを糧かてに生きると決めればいい。

　桐原のいる町を守って、桐原の通う学校を守って、桐原の日常を守って。

　それだけで充じゆう分ぶんだ。

　充分だと、思い込んだ。




　──はずだったのに。




　　　　＊




現在──六月二〇日（土）　昼




「私は四年前のあの日、〈聖槍教会〉に拾われた」

「日下部も……異能者キヤリアだと？」

「気づいていなかったの？　つくづくド鈍どん感かんね」

「だって、お前……」

「〈聖槍教会〉の人間が、どうしてこんな厄やつ介かいな仕事していると思う？　──自身も異能者キヤリアだからよ。皮肉でしょう？」

　日下部の黒銃は、みるみる巨大化し、日下部の身の丈たけほどの無バ反ズ動ー砲カになった。

「私の〈禁忌改造ホムンクルス〉は『現象記憶フエノメノン』。──物の構造を作り変える」

　桐原は無様に口を開いたまま、唖あ然ぜんとする。

「構造……？　そんなのアリかよ」

「アリもナシも、今さらじゃない？　私たちは今、目の前に在るものをありのまま受けいれないといけない立場にあるの。それに──この能力も万ばん能のうじゃなくて、逆十字ジユーダスを他の銃器に変える程度のことしかできないのよ。単純な戦闘力ではビルを切断する力よりも弱い」

　黒銃。

　……そういえば、と桐原は思う。

「なんで──銃なんだ？」

「え？」

　再会した最初から疑問だった。

　女の子──日下部が持つには、どう考えてもアンバランスなのだ。

「物の構造を作り変えられるなら、別に他の武器でもよかったんだろ？」

　銃なんて便利そうに見えて弾たまづまりを起こせば厄介だし、手入れもしにくそうに思う。

「……変なところに気がつくわね」

「突つっ込みたがりな性格でな」

「そうね。いろいろ実益的な理由もあるけれど──一番大きい理由は、愛着かしら」

「愛着？」

「初めはちょっとしたきっかけよ。〈聖槍教会〉から最初に渡わたされた武器が、たまたまハンドガンタイプの麻ま酔すい銃じゆうでね。その銃で初めて人を守れたときの達成感がグリップに宿ったというか、それからはより強く、より大きい銃に持ち換かえてきた。そうして……間もなくこの銃これが愛用の武器になったの」

「ふうん……」

「それにね、こう──四年間も同じ道具を使ってると、いい思い出も嫌いやな思い出も詰まって、自分の一部みたいな気分になるから今さら変えられない」

「…………」

（縋すがるものが違ちがった、だけかもしれないな……）

　それは、自分の心を支えてくれるものの差だ。

　桐原にとっては、〈皇国フアミリア〉の活動で、

　日下部にとっては、銃。

　ただ──それだけのこと。

　横で聞いていた佐伯が、ふと疑問を投げかける。

「でも、なぜ日下部さんは『羽化』せずにいられるのですか？　能力を使っているのに」

「ん？　何ということはない。簡単な仕し掛かけよ」

　日下部は、桐原と佐伯が見つめる中、制服のブラウスを捲まくって腹部を露わにした。

　まず見えたのは、思わず息を呑のんでしまうほど、一点の曇くもりもなく白い柔やわ肌はだ。

　しかし、その脇わき腹ばらの一部には、痛々しい、顔をしかめたくなるような紫し斑はんがいくつも浮かんでいた。

「っ……」

「私は私自身の遺伝構造を組くみ換かえて『羽化』を防いでいるの。これは、その副作用」

　日下部は言い放つ。

「さあ、タネ明かしはここまで。命がけの予行演習を始めましょう」




　　　　＊




現在──六月二一日（日）　深夜




〈銀騎士デユラハン〉真宮真ま琴こと。

　彼女の能力を相手にするのは骨が折れると、日下部は言った。

　桐原は苦く笑しようする。

　骨が折れる、で済めばいい方だろう。




　決行は快晴、満月の夜となった。こんなにも空が綺き麗れいなのは、神様の皮肉だろうかなどと考えたけれど……否いな、神様なんていないのだ。

　桐原の左手にはナイフが握にぎられている。

　桐原はそれを振ふりかぶると──自らの右手に突き刺した。

「っ……！」

　痛みはあるが、耐たえられないほどではない。

　肉の上を血が滴したたってゆき、親指の先へ、それから滴り落ちる。

　──こんな手段で本当に彼女を呼べるのか、桐原には疑問だった。

　日下部が言うには、今の真宮は感覚器官も著いちじるしく強化されているから、嗅きゆう覚かくで──親しい者の匂においを辿たどることすら可能だという。それが血なら尚なお更さらだ。

『真宮さんは必ず現れるわ。彼女の目的は、ただ一つ。有の命でしょうから』

『どうして……そう言えるんだ？』

『異い相そう記き憶おくは、宿主の支えとなっている記憶を一つ一つ壊こわしてゆき、最終的に空っぽになった自我を奪うばう仕組みなの。そして今回の場合、真宮さんにとってもっとも大切な記憶とは、有──あなたよ』

　一つ目の事件のビルも、二つ目の事件の天見タワーも、真宮と桐原の思い出を形作る建物だった。

　──大切な記憶だからこそ、締しめくくるなら自らの手で。

　──大切な人だからこそ、壊すなら自らの手で。

　結局はそういうことなのだと、日下部は言った。

（……そんなところまで、真宮の従順な性格とよく合っている。たかが異相記憶のくせに）

　桐原は苦笑する。

　風ふう神じん坂ざかなのに、不思議と風は凪ないでいた。

　風かざ切きり山やまからの吹ふきおろしが大人しくしているのは、記憶をたどれば、真宮と初めて会った四年前以来、彼女が手を差し伸のべてくれたあのときぶりではないか、それくらい珍めずらしい。

　そして、今夜。

　少年は、再び少女と──出で遭あう。




「桐原、どうしたの？　その怪け我が」




　顔を上げると、いつのまにか薄うす汚よごれたパジャマ姿の少女が正面に立っていた。

　湿しめり気けを帯びた生き地じの下に淡たん白ぱくな肌はだが透すけている。

　森の中で枝にでも引っかけたのか、破けた布の隙すき間まから覗のぞく、肩かたの裂れつ傷しようが痛々しい。

　土で汚よごれた裸足はだしが、桐原をまた自己嫌けん悪おに陥おちいらせる。

「……お前を呼ぶためだよ」

　と桐原は答えた。

　桐原は、彼女の両手から伸びた刃に目をやる。

　──両手の甲こうから、驚くほど細さい緻ちで美び麗れいな『結けつ晶しよう』が生えている。

　彼女の髪かみと同じく、高貴な白銀色をしたそれは、まるで双そう剣けんだ。

　ビルとタワーを刻んだ刃であり、桐原と日下部が四年前に見た『剣けん士し』の正体。

『あたしが──あなたの剣になる』

「…………………………」

　黙もくする桐原に真宮が尋たずねる。

「その傷、誰だれにやられたの？」

「……誰でもないよ」

「桐原を傷つける奴やつはみんな、あたしが見つけだしてやっつけてあげる」

「違う。これは自分でつけた傷だ。誰も悪くはないんだよ」

「桐原のためなら、あたしは──」

「真宮」

「桐原は、あたしが──」

「真宮！」

　声を張り上げた。

　そうしないと彼女の意識がどこかへ飛んで行ってしまうような気がした。

　あるいは、既すでに希き薄はくな意識を手た繰ぐり寄せようとしたのかもしれない。

　真宮が奥歯を噛かむ。

「桐原…………やめてよ。大声を出すのは」

「悪い。だけどな──」

「頭が痛いんだよ。ずっと、ずっと。だから大声は──やめて」

　食いしばった口元から、月明かりに照らされた八や重え歯ばが見えた。獣けものの牙きばに似ていた。

　桐原は、はっとして息を吸い、その名前を叫さけぶ。

「真宮！　駄だ目めだ！　目を覚ませ！」

「目なら覚めてる。気持ちいいくらいに、綺麗に、何もかも見えるよ。ただ──頭はずっと痛いの。痛みがずっとずっとずっと──治まらないんだ」

「っ……!?」

　碧あおい瞳ひとみに銀色が混じる。

　彼女の中に潜ひそむ──何かが──顔を覗かせた。

　真宮の身体からだが銀色の光に包まれる。

　──侵しん食しよく。

「痛いよ痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いぃぁあああああああああああああああああああああああああ!!」

　真宮が叫ぶ。気け圧おされる桐原へ視線を向け、地面を蹴けった。

　そして、先ほどの言葉の続きを紡つむぐ。

　桐原は、あたしが──




「あたしが──壊す」




　アスファルトが凹へこみ、煙けむりが上がり、ツンと刺し激げき臭しゆうが舞まった。異常な脚きやく力りよくによる踏ふみ込みで、セメントダストが焼け焦こげているのだ。

　桐原は迫せまりくる真宮の剣けん幕まくに怖おじた。恐きよう怖ふで足が震ふるえた。

　本能は今すぐにでも逃にげ出したがっていた。

　しかし、理性でぐっと堪える。

（俺は何のために〈皇国システム〉を作った？　俺は何のために皇お飾帝りの王を名乗った？）

（何を、守りたいがために……？）

「ふざけてんじゃねえぞ…………！」

　桐原は猛たける。

「俺はこんなおシとナぎリ話オを書いた覚えはない……認めた覚えもない……！」

　仕切り直しだ。

　ここから──プロローグを始めるぞ。

　自らに言い聞かせるように皇帝は呟つぶやく。




「……来い真宮。俺がお前を支配してやる」




　事態は──ひとまず想定通りに動いている。




　　　　＊




　昨晩、桐原が二人と立てた作戦の概がい略りやくは、こうだ。

　──日下部と佐伯が真宮を拘こう束そくし、そこへ桐原が右手の〈化物の王トランキライザー〉を宛あてがう。

　シンプル。

　ただ、この作戦には二つの問題点があった。一つは、そもそもどうやって真宮を呼び寄せるのか──この点は、とりあえず成功した。

　そして、重要なのは二つ目だ。

　いったいどうやって、真宮ほどの強い力を持つ異能者キヤリアを拘束するのか。

　そのためには、日下部から先に教えられた情報が役に立つ。

　──大切な記憶だからこそ、締めくくるなら自らの手で。

　──大切な人だからこそ、壊すなら自らの手で。

『都合がいいな』

『え？』

　その情報を聞いた桐原は自じ嘲ちよう的に笑い、こう切り出したのだった。

『なら、俺が鬼ごっこをしよう』

『……鬼ごっこ？』

『いくら速いとはいえ、ルートが読めるならばなんとかなる可能性は高いだろ？　俺を追いかけているうちは、真宮の動きはいくぶん読みやすくなるはずだ』

『はっ!?』

　日下部は絶句した。

　丸まる腰ごしで化物と対たい峙じするのがどれほど危険な行こう為いか、桐原が知らないはずがない。

（──鬼ごっこなんて、そんな可愛かわいらしいものじゃないわ）

（理解したうえで……………………覚かく悟ごしているの？）

　桐原有。

　この少年は、たまにとても恐おそろしい顔をする。

　人ではない何かに──化けるのだ。

『俺を餌えさに──真宮を誘おびき出すぞ』




「桐原ぁあああアアアアアアアアアアアア！」

　真宮の叫びが夜を裂さく。

　桐原は真宮の心情を想像し、いつしか自らの唇くちびるを強く噛んでいた。

　たとえば桐原に力があればどうだろう？　銃じゆうでも剣でも何でもいい。もしも力があるのなら、真宮をこの手で止めることができる。

　けれど、そんなものは桐原にはないのだった。

　だから──囮おとり。

　それが今の桐原にできるすべてだ。

（──いつも、そうやって守られてきた、名ばかりの皇帝だ）

　強きよう靭じんな脚力は彼女の身体を宙に浮うかせ、人では不可能な速度をはじき出す。

　桐原の喉のど元もとに、真宮の右手から伸びた白銀の剣が迫る。

　が──桐原は、微び動どうだにしない。

「……けどな真宮、いつだって俺には頼たよれる仲家間族がいるんだよ。お前だってそうだろ？」

　そして。

　まさに切っ先が桐原の喉元に触ふれようかという、その瞬しゆん間かん。

　真宮の目が視界に黒い影かげを捉とらえた。

　それは小さく、あまりにも微かすかな影だった。

　しかし、常人の数倍まで強化された彼女の視覚は的確に、明確にその影を──見ていた。

「起きろ、逆十字ジユーダス」

　銃じゆう弾だん。




「これで終わりよ。真宮さん」




　日下部が放った一いち撃げきだ。

　彼女は木こ陰かげに身を潜ひそめ、息を殺し、百ひやく戦せん錬れん磨まの戦闘員レンジヤーのごとくたった一瞬、この機を狙ねらっていたのである。

「く──!?」

　最大限の集中力をもって放たれた弾丸は、寸分の狂くるいもないタイミングと角度で真宮の胸むな元もとへと疾しつ駆くする。精密。静せい謐ひつ。力を極きわめたが故ゆえに、美しいとすら感じられる軌き道どう。

　──絶対に避よけられるはずがない。

　目もく撃げきした誰もが──日下部自身さえ──確信した。

　………………しかし。

「ちぃ！　こんなものォオオッ!!」

　真宮は着弾の寸前、空中で上半身をぐるりと回転。それを躱かわす。そして、あろうことか彼女は勢いのまま乱暴に、右手の白銀を振ふりぬくと──唱えた。

「奔はしれ！　二輪爪コシユタ・バウワ！」

　目視不可。速すぎる一いつ閃せん。刹せつ那なのうちに弾丸は真っ二つに裂けて散る。

　さらには、剣けんから放たれた斬ざん撃げきが空を走り、日下部の頬ほおを掠かすめて過ぎた。

「なっ……!?」

　日下部は反応しきれず、目を剥むく。

　遅おくれて──美しい長ちよう髪はつが一ひと房ふさ、はらりと切られて舞い落ちる。

「………………」

　日下部は唇を噛んだ。わずか、数百分の一秒。

　その間に行われた攻こう防ぼうが、数百時間の講こう釈しやくよりも鮮せん明めいに、この戦いの異常性を教えていた。常人では不可能な──異能者同士の戦闘。

　苦く笑しようする。

「まぁ、そりゃそうよね……そう簡単にはいかないわよね」

「邪じや魔まするなッ！」

　裂けた銃弾が地面に跳はねてキィンと小さく鳴る。

　桐原は、その音を聞いていた。

（まず、作戦第一段階は……失敗か）

（だが、構いはしない）

（次のプロセスに移行するだけだ──）

　真宮は体勢を立てなおし、双そう剣けんを構え直している。

「有っ！　逃げなさい！」

　日下部が一いつ喝かつした。

「ああ……！」

　桐原は素す直なおに駆かけ出す。圧あつ倒とう的な異能者キヤリア二人に背中を向けて、無様に逃とう亡ぼうする。

　真宮の碧へき眼がんが月夜に光る。

「……逃がさないよ」

「逃がすわよ。あなたは私が通さない」

　躍おどり出たのは日下部だ。

「!?　くっ！　どいてよ！」

「嫌いやよ。好きな男くらい力ずくで奪うばってみなさい」

「なっ……！」

　日下部の挑ちよう発はつは意図的なものだ。真宮の自我を少しでも水みな面もに浮ふ上じようさせるための。

　だから、これも作戦のうち──

（…………だなんて、冷静に考えていられないわよね）

　日下部は堪こらえきれず、思いのすべてをぶつけるように、真宮へ叫さけんだ。




「四年も有の傍そばにいられたなんて──それでまだ先を望むなんて、図ずう々ずうしいのよ巨きよ乳にゆうバカ……！　彼に触れたいなら私を倒たおしてから行きなさい！」




　真宮が繰くり出す右の剣を、日下部は黒銃を盾たてのように構えて受ける。

　ビルを叩たたき斬きる刃やいばだが、銃身はかろうじてそれを食い止めた。日下部は両りよう脚あしに力を込こめ踏ふみとどまる。逆十字ジユーダスが、斬撃の圧を緩かん衝しようしていた。

「何……!?」

「ふん、意外かしら？　砲ほう弾だんだって通さない純粋金属アダマンタイトよ。私たちは──異能者あなたたちと戦うために武器を持つの」

　一瞬、動じた真宮だが、すぐさま美しい碧眼で日下部を睨にらむと、告げる。

「確かに硬かたいね……でも──軽い！」

「っ!!」

　真宮が力を上乗せすると同時、予想を遥はるかに超こえる暴力的な剣圧が、日下部を黒銃ごと吹ふき飛ばした。真宮は言い放つ。




「桐原は、あたしが貰もらう」




　壮そう絶ぜつ。日下部と真宮の戦いは、まさにそういうものだった。

　日下部ははじめ、桐原の願いは真宮を極力傷つけずに捕とらえることにあると考え、できることならそれを叶かなえてやりたいと思っていた。まがりなりにも四年間、異能者キヤリアと戦ってきた自負があり、あわよくば可能かもという思考だったのだ。

（でも、無理……っ、まるで不可能だわ……！）

　──最大限の力をもって相手取らなければ、こちらが押されてしまう。

　日下部は頬を引き攣つらせ、真宮に吐はき捨てる。

「有には悪いけれど……最優先は有自身の安全。真宮さんあなたには、ちょっと痛い目を見てもらおうかしら」

　左手を構えると同時。

　黒銃が赫あかい光を帯びる。

　毒の魔女アツプルジエリーを制したときと同様の〈禁忌改造ホムンクルス〉だ。

　────しかし、

「遅おそい！」

「うっ!?」

　真宮の双剣が迫せまり、日下部は思わず銃身を構えガードした。

　日下部が遅いのではない。真宮が──速すぎる。

（ちいっ、これじゃ……攻こう撃げきする隙すきもないじゃない……！）

　ぎりぎりぎりと真宮が押しつぶすように圧力をかけてくる。

　銃身が軋きしみ、皮を剥むかれる樹木のように鳴いた。
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「──純粋金属アダマンタイトだっけ？　どこまで耐たえられるのかな？」

「なっ……あなた、まさか無理やり……!?」

　日下部が焦しよう燥そうした直後──まさにそれは起こった。

　四年もの間、欠けることすらなかった黒銃が、耐たい久きゆうの限界値を超えたのだろう、バキンッ！　と音を立て二つに割れる。長大なバレルが最も中なかのように、真ん中からだ。

「馬ば鹿かな……なんて力ちから技わざよ……っ!?」

　純粋金属アダマンタイトを砕くだくほど硬い双剣と、それを扱あつかい得る化物じみた筋力。『多元種マルチフオルダ』の真骨頂。

　反射的に各砲身を繋つなぐプレート部を双剣に噛かませ、なんとか攻撃を堰せき止めているが、日下部の不利は明らかだった。

「大ぶりな武器を選んだのがミスだったね。絶体絶命。さて、ここからどうするの？」

　しかし──日下部はこの状じよう況きようにおいてなお。

　真宮に笑えみを向けるのである。

「はっ……絶体絶命？　そうでもないわよ」

「え？」

「まだ見せてなかったかしら。私の黒こく銃じゆうは変型式でね──」

　切断され機能を失った──かに見えた黒銃が、日下部の手中でみるみるうちに形状を変えてゆく。芋いも虫むしのような蠢うごめきが収まったとき、真宮が目撃したのは、二丁のマスケット銃だった。

「なっ……!?」

　日下部が素す早ばやく詠えい唱しようする。




「天に命ず、日は出いでず、夜の檻おりに星を閉じ込めよ

　──〈堕おちた二重の黒曜ビルダド〉」




　ほぼ零ぜろ距きよ離りで射出される二発の弾丸。

　だが──まだ足りない。

　紙かみ一ひと重え。真宮は、それらすら超ちよう反射で上体を逸そらし躱している。

「遅いって言ったでしょ！」

「それで終わりじゃないわ」

「は？」

　体勢を整え、今にも双剣を振り下ろそうとしていた真宮の背後へ、日下部は人差し指を向ける。

「よそ見してていいの？　後ろ、狙ねらわれてるわよ」

　真宮が振り返る。

　宙に残る黄き蘗はだと濃のう紺こんの軌道。避けたはずの二つの光は地に落ちることなく、空中で燕つばめのように旋せん回かいし、つがいのごとく互たがいに螺ら旋せんを描えがきながら、再び真宮へと照準する。

　補色の軌道は混じり合い、月の光さえも吸い込む漆しつ黒こくへと染まった。

　闇やみの尾おが、真宮めがけて駆ける。

「自ホ動ー追ミ尾ン弾グ……っ!?」

　強大な銀の魔ま獣じゆうに、二匹ひきの黒くろ豹ひようが牙きばを剥き襲おそい掛かかる。

　隙に、日下部は銃じゆう弾だんの被ひ害がい範はん囲いから飛び退のく。

　着弾。

　発破。

　砂さ塵じんが舞まう。

　ザッと砂じや利りが滑すべる音が聞こえたのは、一〇メートルほど離はなれた地点だった。真宮は腰こしを低くし、アスファルトに指先を軽く触ふれている。スニーカーの靴くつ底ぞこは急速による摩ま擦さつ熱ねつに耐えられず、焦こげた臭しゆう気きを漂ただよわせた。

「……無む駄だなことを。この程度では当たらないと何度言ったら──」

　しかし、目前に日下部はもういない。

「っ!?」

　真宮は素早く周囲に目を凝こらす。

　知らぬ間に入り込んでいたのは、廃すたれた小道だ。

『立ち入り禁止』と書かれたコーンが倒れている。地面には大量の瓦が礫れきが転がっていた。両サイドには古い木造の空き家、正面にコンクリートの廃はいビルが見える。

　このビルを、真宮は知っている。




　　　　＊




「…………」

　桐原は物もの陰かげから視みていた。真宮と日下部の攻防を。

　それはもう常人の域などとうに超え、桐原には目で追うのも難しい激戦だった。

（やはりどうしようもなく……真宮は手て強ごわい）

　そんな桐原が考え得る限り、真宮の弱点は一つだけだ。

『身体からだは生身』という点。

　真宮の能力──それは圧あつ倒とう的な「力」「速度」「自然治ち癒ゆ」だが、あくまでそれらで繰り出される攻撃は「打撃」「斬ざん撃げき」の領分にとどまる。

　つまり、〈粘液化スライム〉のような不定形の敵には対処しきれないのだ。

　これは、毒の魔女アツプルジエリー戦での真宮の苦戦を思い返しても明らかである。

　──では、どうするか。

　作戦、第二段階は完かん了りよう。

　第三段階へと移行する。




「ここは……」

　この廃ビルは、王を討つ者デイフレヴンが──あたしが、最初に破は壊かいした建物だ。

（──あの大通りの裏側か……こんなところに誘さそい込んで何を……？）

　今、目の前には粉々に砕けた窓が見えるが、これは一階のものではない。真宮の手によって地面に落とされた、一一階の窓だ。その証しよう拠こに、その窓の高さは真宮の腰ほどの位置にあり、接地面はひしゃげていた。

（──あたしが壊こわしたもの……）

　ほんの一いつ瞬しゆん、真宮の心に罪悪感が浮うかびあがり──しかしすぐに、もっと強い感情がそれを呑のみ込んだ。深しん淵えんの奥底で騒さわぎ立てる声は一つ。

『桐原有を壊せ』

　…………はたと気づく。

（──桐原は、どこ？）

「こっちです」

「っ──!!」

　不意に呼ばれ、真宮は顎あごを上げる。廃ビルの二階──本来の一二階の窓から覗のぞいているのはガラス細工のような、か細い少女だった。少女は真宮を見下ろしている。

「佐、伯……？」

「ごめんなさい真宮さん。今日、わたしはあなたを本気で止めさせてもらいます。──サエキエル、最終戦争ラグナロクモードです」

　真宮が驚おどろいたのは佐伯が戦そ場こにいたからではない。佐伯が、絶対に脱ぬがないはずのパーカーを羽織っていなかったからだ。

　それは──決意からなのか。

　フードの陰かげに隠かくされていない彼女の瞳ひとみは、真宮が初めて見る迫はく力りよくを持っていた。

　彼女の前には赤黒く錆さびた金属製の筒つつが置かれている。

「……ドラム缶かん？」

「正解です。依い頼らい主ぬしの鉄てつ菱びし石油から拝借しました。ドラム缶の特とく徴ちようは『とても重い』ことです」

　佐伯はそっと添そえていた足に体重をかけ、ドラム缶を蹴けり落とす。

　頭上から暴力的な質量が降ってくる。

　真宮は超反射で右みぎ腕うでを構え、剣けんを突つき上げた。

「くっ!?　こんなものっ！」

　ガキィイイン！　と刃やいばが鉄を貫つらぬく。衝しよう撃げき音おんが響ひびき、ドラム缶が破壊される。と、同時に──ドラム缶の中からは、大量の液体が溢あふれ出した。

「？　……これは──」

　真宮は全身にその液体を浴びる。

「………………………………ガソリン？」

「それも正解です。特徴は──『よく燃える』」

「っ!?」

　見上げた真宮の目が、佐伯の背後できらりと光る黒銃を捉とらえた。

「今です！　日下部さん！」と佐伯が叫さけぶ。




「その日は闇となり、光はこれを縛しばりつけよ

　──〈親愛なる一エつリのフ太ア陽ズ〉」




　黒き無バ反ズ動ー砲カが放つ、たった一発の砲ほう弾だん。

　真宮は瞬時の判断で剣をドラム缶から引き抜ぬき、後ろへ跳とぶ。

　直後、ゴトン、と落下したドラム缶を弾丸が射い貫ぬく。

　カッ────!!

　円形の光が爆散した。ガソリンに引火し、あたりを業ごう火かが包む。

　真宮は熱気から顔をかばい、瞼まぶたを細めた。

「なるほど、ね……！　確かに……アイディアは悪くないと思うよ」

〈粘液化スライム〉からの発想だろう。

　あらゆる物体を破壊する〈銀騎士デユラハン〉の力も、不定形の油と炎を前にすれば無力。

「けど甘いっ！　あたしにはこの眼めと脚あしがある！　あらゆる攻こう撃げきはあたしに届かない！」

「もちろん、まだ倒たおせるとは思っていませんよ」

「……な、にっ!?」

　真宮は、再び佐伯を視界に捉えようとして目を大きく開き──そこで気づいた。

　目が──見えない。

　路地裏の闇。

　突然に灯る炎。

「ちぃっ！　フラッシュか！」

　真宮は眩くらむ目を力任せに擦こする。

　時間にすればわずか数秒だ。

　しかし、日下部と佐伯からすれば、たった数秒でも動きを封ふうじられれば──充じゆう分ぶん。

　それが、初めから、この作戦の狙いだったのだから。

「どこだ!?」

　真宮は目を閉じ、使い物にならなくなった視界を捨てた。瞼を閉じ、全身の感覚を研とぎ澄すます。周囲を流れる空気から微かすかに人の気配を感じとる。

　わずかに漂う気配。

「──後ろっ！」

　右手を背後に振ふりぬいた。

　切っ先に確かな感かん触しよくがある。真宮は火の粉を怒ど声せいで払はらうように咆ほう哮こうした。

「あたしは目が見えなくても……桐原の匂いを嗅かぎ分けられるんだよ……！」

　そう──視覚を奪うばわれても嗅きゆう覚かくが残っている。

　今、背後から迫せまってきたのは間ま違ちがいなく桐原の血の匂いだった。




「けど、それも──囮だ」




　桐原の声が聞こえた。全く逆方向から。

「なっ……!?」

　真宮の目が徐じよ々じよに明めい順じゆん応のうし、視力を取り戻もどす。自身の右手が貫いているそれを確かく認にんする。血まみれになった、パーカーだった。

　桐原の血を纏まとった制服を佐伯のパーカーで縛り、囮として使ったのだ。

　光と闇が混じる世界。

　真宮は動揺し、慟どう哭こくする。

「な……う、嘘うそだ！　たったそれだけで、あたしが桐原の匂いを間違えるはずがない！」

「普通はな。でも──ガソリンは嗅覚を狂わせる」

「──っ!!」

　真宮の視界が目の前に桐原を捉えると、桐原も真宮が浴びたのと同じガソリンを被かぶっていた。

　気がつくと背後に日下部が立っている。背中から圧おし掛かかられ、真宮はアスファルトに顎を打つ。脳が揺ゆれ、なすすべもなく羽は交がい締じめにされた。

　拘こう束そく完かん了りよう。

　桐原は血の滴したたる右手を、真宮の頭にかざす。

「終わりだ。真宮」

　桐原は、この手で終わらせる。

　バッドエンドでなく、ハッピーエンドで、

　絶望でなく、希望で、

　物語を締しめくくる。

　──と。

　右手が真宮の額に触れる寸前だった。




『まだ──終わるな』




　真宮の頭に、そう声が聞こえた。

　同時に真宮の髪かみが──急激に伸のびた。

「ヴゥアアアアァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　獣けもののごとき咆哮が辺りに響き渡わたる。

「なっ、真宮……!?」

　完全に不意を突かれた。

　真宮の髪は肩かたにかかるほどまで伸び、胸の筋肉はみるみるうちに膨ふくれ上がった。

　手首から伸びた双そう剣けんが巨きよ大だい化し、禍まが々まがしくも湾わん曲きよくし、まるで首くび狩かり鎌がまのように形を変える。まさに異形。化物。この星のどんな生物にも当てはまらない、力の象しよう徴ちよう。

　その変化に、桐原は一瞬──本当に僅か寸刻だが、身構えた。

　身構えてしまった。

　真宮は瞬まばたきも叶かなわぬ間に、身体からだを押さえつける日下部の腕うでを歪ゆがんだ双剣で絡からめとる。日下部の腕から血が噴ふき出す。

　赤く染まるその腕を、真宮は針金細工でも扱あつかうように軽く、本来は曲がるべきでない方向へ曲げる。

「ぐ……ぁあっ!!」

　日下部が苦痛に嗚お咽えつを漏もらした。

　さらに真宮は日下部を押しのけて立ち上がると、折れた彼女の腕を掴つかみ、握にぎり、砕くだき、

「ぎぃああああああああああ!!」

　身体からだを軽々と持ち上げると、遥はるか遠方へ──放り棄すてる。

　行き先は佐伯が顔を覗かしているビルの窓だ。無む抵てい抗こうに弧こを描えがいて飛んでいったその肉体は、佐伯の眼前に落下。

　ドシャッと、湿しめった音が聞こえた。

　遅おくれて、佐伯の甲かん高だかい悲鳴が上がる。

「日下部ッ！」

　桐原は動けなかった。反応して動ける速度ではない。──四年前の悪夢。

　遅れて、脚に震ふるえがやってくる。

「…………ちぃっ！」

　舌打ちが出る。しかし、後こう悔かいする時間すらない。真宮の興味は、もう日下部などにはなく、その碧へき眼がんが捉えるのは桐原──ただ一人だけである。

　桐原にとってせめてもの救いは、震えが恐きよう怖ふゆえのものでなかったことだ。

　怒いかり──違う。

　悔くやしさ──違う。

　悲しみ──違う。

　これは……覚かく悟ごの武む者しや震ぶるいだ。今すべてわかった。

（俺はとんだ馬ば鹿かだな……こんな当然のことに今まで気づかなかったなんて）

　作戦？　引きつけて逃にげる？　違うんだ。

　皇こう帝ていの存在意義は何だ？　役目は何だ？

（俺は──囮だ）

　ウサギだろうが魔ま女じよだろうが、日下部が真宮を撃うとうとしたときだって、すべての危険を代わりに受けてこそ、価値があったし──勝ちがあったのだ。

（だから、そう）

（覚悟しろよ、桐原有）

（──俺はお前を殺しにかかるぞ）

「来い真宮あッ！　お前の斬思撃い、全部受けきってやる！」

「グァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　桐原の怒ど号ごうに真宮は慟哭で応こたえる。

　真宮は両手から生えた白銀の双剣を、桐原の皮ひ膚ふへめり込ませる。

　右手の大鎌が左腹を抉えぐり、左手の大鎌が右みぎ肩かたを裂さく。

　しかし、それは桐原の肉体を断たつには至らない。

　桐原の左手が──真宮の右みぎ腕うでを掴んでいた。

〈化物の王トランキライザー〉

　絶対統治の鎮ちん静せい能力。

「ははっ！　やっと捕つかまえたぞ……真宮！」

「っ……!!」

　──初めからこうすればよかったのだ。

　──自分の身を投げ捨てれば、こんなにも簡単に真宮を捕まえられる。

　二人の背後で、ガソリンに引火した炎は油を伝って広がり、勢いを増し、隣りん家かに燃え移る。木造の廃はい屋おくだ、侵しん食しよくは早い。野や獣じゆうのように猛たける熱が桐原たちの皮膚をじりじりと炙あぶった。佐伯も日下部も、この炎の中には入ってこられない。灼しやく熱ねつの檻おりに閉じ込められた二人の額を汗あせが伝う。

　そう──二人ともだ。

　あの真宮も熱いと感じている。

〈化物の王トランキライザー〉は、異能による身体能力を確実に抑おさえ込んでいた。

　桐原は歪んだ笑えみを浮うかべる。

　鋭するどい痛みに意識が飛びそうだったが、自分を騙だまして堪こらえる。

（何ということはない──こんなもの、真宮の痛みに比べれば屁へみたいなものだ）

　燃え広がった炎ほのおが廃屋を焦こがし、やがて木材がギィイと音を立てて崩くずれ落ちた。アスファルトに倒れ、炭すみ屑くずが舞まい上がる。呼吸が苦しいのは煤ばい煙えんのせいか？　それとも刃やいばが肺まで届いたか……まぁどちらでもいい。

「が、はっ……！」

　桐原が血を吐はく。

　真宮が足を止めたのは、〈化物の王トランキライザー〉だけが理由ではない。

　桐原の左手が真宮の右腕を止め、そして、桐原が右手で掴んだそれは──真宮の胸元を突き刺していたのだ。

　真宮は自分の胸むな元もとに視線を向け、それから桐原の顔を見て瞠どう目もくした。

「これは…………ペンダント？」

「ああ。お前が日下部の銃じゆう撃げきから逃げた日、落としてったものだよ」

　汗で滑すべらないよう握り直すと、グチリと鈍にぶい感触が桐原の手元に伝わった。真宮のパジャマが赤く滲にじむ。ペンダントに、じんわりと血が滴る。

「日下部が言ってたよ。四年間も使った道具には思い出が宿って、自分の一部のようになるってな。──なら、この十字剣にはお前の記憶が詰まっているはずだ」

　真宮にとっては、いつのまにかできた傷を隠かくすために付けていたペンダント。

　詰まっているのは、きっと楽しい記憶ばかりじゃないだろう。きっと後悔や不安──悲しみだって取り込んできたはずだ。

　それでも、悲しいというのは、覚えているということだ。

　十字剣。その刃は真宮の双剣と比べればあまりにもか弱いが──しかし、今、か弱い切っ先こそが真宮と桐原を繋つないでいる。

　四年前にできた傷が、今でも、真宮と桐原を繋いでいるように。

「思い出せ……お前の記憶を……！」

「きり、はら……」

「お前の知らない記憶じゃない！　俺とお前で作ってきた、俺たちの記憶を……！」

「ゥ、ゥァアあぁああ……っ！」

　真宮は嗚咽を漏らす。

　彼女の中の獣が、最後の抵てい抗こうを試みようと双剣をさらに巨大化させた。
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　だが──そんなもの、もう何の力も持たない。

　桐原は構わず優やさしく微笑ほほえむと、十じゆう字じ剣けんからすっと右手だけを離はなし、真宮の頭を、その血だらけの右手で撫なでる。




「真宮、命令だ。いい子だから、もう休め」




　…………

　ぽつ、ぽつ、ぽつと。

　本当に遅おそすぎる話だけれど。

　今さらになって、空が雫しずくを垂らし始めた。

　まるで梅つ雨ゆであることをこれまで忘れていたかのような、そして今やっと思い出したかのような──あるいは、ともすれば思い出せたことを空自身が喜び、歓かん喜きの涙なみだを流しているとすら勘かんぐってしまえる──そんな都合のいい雨が、この町いっぱいに降りそそぐ。

　ありとあらゆる人の身体を──心を、ひんやりと包みこむ。

　燃え広がっていた炎はとたんに鎮しずまり、滾たぎっていた思いは冷まされて。

　長かったおとぎ話は、こんなにあっさりと、しかしようやく幕を下ろすのだ。

　ことの終わりを告げるように、どこかで小さく猫ねこが鳴いた。








　終章　思い出の仕組みシステム




　　　　＊




現在──六月二九日（月）




「どどどどどどどっ、どうしたんだよ桐きり原はらその怪け我がああ!?」

「転んだ」

「あーなるほど転んだのねそうなのね──ってなるかアホッ！　化物か!?　化物にやられたのか!?」

　約一週間、桐原は怪我と極度の疲ひ労ろうで入院生活を余よ儀ぎなくされていた。

　今日は久々の登校日だ。

　右手と胸に仰ぎよう々ぎようしい包帯を巻いて教室に現れた桐原へ、室むろ伏ふしはわたわたと手を振ふり、相変わらずのオーバーリアクションを返してくれる。

「うるさいな室伏……そう簡単に化物に遭あってたまるかよ。だいたい王を討つ者デイフレヴンなら、ここしばらくは現れてないって話だろ？」

「ん、あー……そういやそうだな。あれだけ派手な事件を立て続けに起こしておいて、目的もわからないままスパッと消えやがって、なんだったんだろうな、あの事件」

「この町じゃよくあることだ。目的不明の事件なんて」

「それもそうだが……でも、お前──マジで大だい丈じよう夫ぶか？」

「だいじょぶだって。こうして学校にも来てるわけだし」

　室伏は「んんむ……」と納なつ得とくいかなさそうに腕うでを組む。

「そういえば桐原、お前の取り巻きの、あの金髪の子……」

「真ま宮みやか？」

「そう、真宮さん。あの子も先週くらいに、胸に大おお怪け我がして学校に来てたけど、ひょっとして何か関係が──」

　と、そのとき、教室の扉とびらがガラガラッと勢いよく開いた。爽そう快かいな声が聞こえる。

「おーい桐原！　いるー!?」

「桐原くん、天界からの指令メールの件でお話があります。至急ダンジョンまでご同行願います」

　真宮と佐さ伯えきだ。ずいぶんとタイミングがいい。

　桐原は二人に苦く笑しようを返し、それから、唖あ然ぜんとする室伏に向き直り、言ってやる。

「──おい室伏。誰だれが大怪我だって？」

「え？　あれ、おろろ……??　お、おかしいな。あの子、何で治って……？」

　桐原は笑う。そりゃ信じられないだろう。しかし、真宮とはそういう人間だ。

「知らなかったか？　あいつはラノベの主人公なみに頑がん丈じようなんだよ。だから──俺たちみたいなモブキャラと一いつ緒しよにするなよな」




　というわけで、授業はサボった。

　トイレに寄ってから後を追うと二人には言って──聞き分けが悪いので結局はまた君命の儀ぎで従わせることになったのだけれど──とにかく真宮と佐伯を無理やりダンジョンまで先に向かわせた桐原は、ある少女について考えながら、一人、一階の廊ろう下かを正面出口へ向かい歩いていた。

　校舎から出ようとする直前、一人の女性に声をかけられる。

「おーい、桐原。授業中に何うろちょろしてるんだー？」

「げ、小お山さ内ない」

　小山内薫かおる。なにかと桐原に絡からんでくる現国の教師だ。

　今日もパンツスーツがよく似合う。色気は皆かい無むだが長身美び脚きやく。

「げ、じゃない。ていうか今お前、私のこと呼び捨てにしたろ。教師を舐なめてるのか？　先生を付けろよデコスケ野や郎ろう」

「…………は？　デコ？」

　桐原は不可解な言い回しに首を傾かしげた。

「ん、なんだ？　ひょっとして最近のガキには通じないか？　ＡＫＩＲＡネタ」

「えーと……アニメか何かですか？」

「まあ、そんなとこだ。私は漫まん画が版の方が好きだがな」

「……？　よくわかりませんが……ジェネレーションギャップというやつですかね」

「おい。私はまだ二四だ。おばさん扱あつかいするな」

「いやあ、でも、俺から見たら八歳も上じゃないですか。充じゆう分ぶんおばさ痛たたたたたたたたた!?　じ、冗じよう談だんですすみません！」

「わかればよろしい。口のきき方には気を付けろよ少年」

「……大怪我した生徒にとる態度ですかそれ。ＰＴＡに訴うつたえますよ」

「黙だまれ小こ僧ぞう。お前に教師が救えるか」

「もののけ姫ひめ」

「うむ。さすがにジブリは通じるようだな」

「……いいから話を進めてください。絡んできたってことは何か用があるんでしょう？」

「そうだ。その大怪我のことだよ、私がお前に訊ききたいのは」

「………………なんスか」

「目を逸そらすな目を。桐原、お前──また危ないバイトとやらをしただろう？」

「…………………」

「他の生徒からの噂うわさでネタは上がっているのだよ、何のバイトかは知らんがな。──前から言っているが、そういうことを私に黙ってするな。というか、うちの学校はそもそもバイト禁止だ」

「……いや、濡ぬれ衣ぎぬですよ。この怪我だって転んだだけです。一体なんの根こん拠きよがあって」

「寄付金」

「え」

「調べてみて分かったぞ。まったく、意外な盲もう点てんだったよ。お前が大怪我をした直後には、必ず、お前の育ったあの施し設せつに金が振り込こまれているなんてな」

「た、たまたまですよ……」

「いーや、違ちがうね。仮にも私はお前の育ての親だ。嘘うそくらい見破れる」

「親って……ほんの一年だけでしょうが」

「それはお前が一人暮らしをしたいとほざいたからだ。私は離れる気はなかった」

「やめてくださいよ未み婚こんのおばさんが気持ち悪いいい痛たたたたたたごめんなさい！」

「はあ…………悲しいよ私は。お前には感謝の気持ちというものがないのかね」

「あっ、ありますよ。俺はあなたのことも……大切だって思ってる」

「お……？」

「でも──だからこそ、甘えてるんですよ。思春期の男子高校生らしいわがままです。目を瞑つぶって、許してください」

「…………」

　嬉うれしいのか腹立たしいのか、どう反応すればいいかわからず複雑そうな顔をした小山内を置いて、桐原は踵きびすを返す。

「じゃ、そゆことで」

「あっ!?　こ、こら、ちょっと待て桐原！　教室に戻もどれっ！」

　背中越ごしの声を無視して、日差しの強い校舎の外へと、桐原は踏ふみ出した。




　考え事の種は日下部についてだった。

　あれから日下部は、桐原たちの前に姿を現さない。

　念のため、ダンジョンのオーナー、鬼おに河が原わらさんに彼女の消息を訊いても『ムン……』『い、いや、あのですね、頼むから喋しやべってくださいよ、ムンじゃわかりませんよ？』『ム、ムン……知らんムン……』と言っていたので、きっとそういうことなのだろう。

　──別れとは、いつも突とつ然ぜんにやってくるものだ。

　──四年前も今も変わらないし、もしかしたら、それはずっと変えられないものなのかもしれない。

　桐原が肩かたを落とし、とぼとぼと校門を出たところで、俯うつむく桐原の足元に、見慣れた影かげが落ちた。

　ハッと顔を上げる。

「……久しぶりね、有」

「日下、部っ……!?」

　桐原は口をぱくぱくとさせ、息を呑のんだ。

　まさか──また会えるとは思っていなかった。

　桐原の泣きそうな笑顔を見て、日下部は微び苦く笑しようする。

「久しぶりね。──まったく、なんて顔してるのかしら、まるで死人を見つけたみたいに」

「お前……戻って、きてくれた……のか？」

「勘かん違ちがいしないで。別にあなたたちと仲良くしにきたわけじゃないわよ？　今回の一件で、あなたたち〈皇国フアミリア〉には〈聖せい槍そう教会〉の監かん視しがつくことになったの」

「え」

「当然でしょ？　〈化物の王トランキライザー〉なんて放ほうっておくはずがないじゃない。──で、その監視役がたまたま私だったってだけ」

「…………そう、か」

　──任務だから。

　もちろんわかっている。それ以上の理由など期待しない。

　特別な感情など、桐原は期待しない。

　四年前、この優やさしい少女は桐原のせいで、もう戻ってこられないほど遠くへ行ってしまったのだ。そんな桐原を彼女が憎にくむことはあっても、思うことなどないだろう。

　同じように桐原も、彼女を思うことなど──あってはならない。

『私をお嫁よめさんにして』

　二人の甘いおとぎ話は四年前のあの日、確実に、終わりを告げたのだ。

　だから、桐原は一言、




「帰ってきてくれて、ありがとうな」




　と彼女に言った。

「な、何よそれ。なんであなたにお礼を言われないといけないのよ」

「本当に──ありがとう」

「っ……」

　日下部が大きな瞳ひとみをさらに大きく見開く。

　不意打ちに頬ほおをかあっと染め、そっぽを向いて口を尖とがらせた。

　桐原は嬉しくて湧わき上がる雫しずくを抑おさえるために、一度、瞼まぶたを閉じる。

（──これで、いいんだろうな）

　桐原はそう思う。

　二人の間に、おとぎ話のような美しい恋こい物もの語がたりはないけれど。そんなもの望むべくもないけれど。でも、だからこそ今、桐原はこうして、恋心なんかよりも、

　もっと強く、

　もっと深く、

　もっと愛いとしく、

　幼おさな馴な染じみの帰き還かんを祝うことができる。

　桐原にとって、彼女はもう、かけがえのない家族なのだ。

（だから、もしも）

（そんな彼女に、俺が掛かけられる、ふさわしい言葉があるとするならば）

（それは、やっぱり──）

　桐原は瞼を開けて、やっと伝える。







「おかえり。蓮れん」








「……………………………………ただいま。有ゆうくん」








[image: ]








　あとがき




　はじめまして、著者の河かわ端ばたジュン一いちです！

　横書きだと「ジュンー」って読まれがちですが正確なルビは「ジュンイチ」です。しかし最近では間ま違ちがわれすぎて、もはや自分でも「実はジュンーが正しいんじゃないか？」と疑いはじめています。真実は闇やみの中です。

　さて、本書『皇国のフロイライン』は著者のファンタジア文庫デビュー作にして、ライトノベルデビュー作となっています。いろんな奇き跡せきが重なって出版に至りました。

　あとがきからお読みになっている方もいらっしゃると思うので、簡単な内容紹しよう介かいを。




○基本テーマは、「高校生×異能×チームもの」──著者が自分の趣しゆ味みを好き勝手にチャンプルーした結果、こういう形になりました。歪いびつなキャラたちが己の得意技で戦います。

●裏テーマは、「システムと人」──執しつ筆ぴつが難航しているとき、「ああ、俺一人でできることには限界があるんだな」と痛いほど気づかされました。大きな構造と、小さな個人のお話。このへんについては次巻以降、さらに深く描えがかれてゆく予定です（黙もく々もく執筆中！）。




　……著者としてはこんな意識で書いたのですが、いかがでしょう？

　実際にそうなっているかどうかは、今、これを読んでくださっている読者さまが本をレジまで持っていってくださり、真実に光を当ててくださることを祈いのるばかりです（懇こん願がん）。




　うおっ、もう紙し幅ふくが少ない!?　慌あわただしくて恐きよう縮しゆくですが謝辞を述べさせてください！

　まず、ご多用の中、私のような若じやく輩はい者の話を熱心に聞いて、本書の推すい敲こうに妥だ協きようなく付き合ってくださった編集Ｈさま。

　最初に私を見つけてくださり、身に余るチャンスを与あたえてくださった安やす田だ社長（私はグループＳＮＥという創作集団に所属しています）。

　こんなにも魅み力りよく的な絵を描いてくださった、イラストレーターの遙はる華かナツキさま。

　他にも、出版に関わってくださった、ありとあらゆる方々（校正さん、誤字が多くてすみません！）。

　そして、なにより。

　今この本を手に取ってくださっている貴方あなたへ、最強最大、極限至高の感謝を──!!




　二〇一二年一一月


河端ジュン一













皇こう国こくのフロイライン















河かわ端ばたジュン一いち
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